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通信システム事業本部

取扱説明書をご確認いただいて解決しないときは、222ページをご覧いただき、お客様
ご相談窓口へご連絡ください。

■ よくある質問などはパソコン
から検索できます。

パソコン

シャープ  お問い合わせ  検　索 

こんなときは、取扱説明書で再度ご確認ください。
1. お買いあげ後、初めての設定の操作（タッチパッド調整、電池設定）･･4 ページ
2. 文字を入力したい ･･････････････････････････････23ページ
3. 読みの分からない漢字を調べたい ････････････････71ページ
4. 小さい文字（拗音、促音）の入力方法 ･････ 214～216ページ

パーソナルソリューション事業部

お買いあげいただき、まことにありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いくだ
さい。ご使用の前に「安全にお使いいただくために」を
必ずお読みください。
この取扱説明書は、いつでも見ることができる場所に
必ず保存してください。

1ペ
ー
ジ必ずお読みください

16ペ
ー
ジ基本編

68ペ
ー
ジコンテンツ説明編

202ペ
ー
ジ困ったときは

210ペ
ー
ジ付録
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ご使用前のおことわり
  ●	この製品は厳重な品質管理と検査を経

て出荷しておりますが、万一故障または
不具合がありましたら、お買いあげの販
売店またはシャープお客様ご相談窓口
までご連絡ください。

  ●	お客様または第三者がこの製品および
付属品の使用を誤ったことにより生じ
た故障、不具合、またはそれらに基づく
損害については、法令上の責任が認めら
れる場合を除き、当社は一切その責任を
負いませんので、あらかじめご了承くだ
さい。

  ●	この製品は付属品を含め、改良のため予
告なく変更することがあります。

記憶内容保存のお願い

この製品は、使用誤りや静電気・電気的ノ
イズの影響を受けたとき、また、故障・修
理のときや電池交換の方法を誤ったとき
は、お客様が記憶させた内容などが変化・
消失する場合があります。
重要な内容は必ず紙などに控えておいて
ください。

TFT カラー液晶パネルについて

TFTカラー液晶パネルは非常に精密度の
高い技術で作られておりますが、画面の一
部に点灯しない画素や常時点灯する画素
がある場合があります。また、見る角度に
よって色むらや明るさむらが見える場合
があります。これらは、故障ではありませ
んので、あらかじめご了承ください。

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
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安全にお使いいただくために
この取扱説明書には、安全にお使いいただくた
めのいろいろな表示をしています。その表示を
無視して誤った取り扱いをすることによって生
じる内容を、次のように区分しています。内容
をよく理解してから本文をお読みになり、記載
事項をお守りください。

	  警告	�人が死亡または重傷を負うおそ
れがある内容を示しています。

	  注意	�人がけがをしたり財産に損害を
受けるおそれがある内容を示し
ています。

図記号の意味

	記号は、気をつける
4 4 4 4 4

必要があることを表
しています。

	記号は、してはいけない
4 4 4 4 4 4 4

ことを表してい
ます。

	記号は、しなければならない
4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことを表し
ています。

◎本体の取り扱いについて
 注意

電池は誤った使いかたをすると、破裂や
発火の原因となることがあります。また、
液もれして機器を腐食させたり、手や衣
服などを汚す原因となることがあります。
以下のことをお守りください。

●	プラス“＋”とマイナス“−”の向きを表
示どおり正しく入れる。

●	種類の違うものや新しいものと古いも
のを混ぜて使用しない。

●	使えなくなった電池を機器の中に放置
しない。

●	もれた液が目に入ったときはきれいな
水で洗い流し、すぐに医師の診断を受け
る。障害をおこす恐れがあります。

●	もれた液が体や衣服についたときは、す
ぐに水でよく洗い流す。

●	水や火の中に入れたり、分解したり、端
子をショートさせたりしない。

●	長期間使用しないときは、液もれ防止の
ため電池を取り外す。
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◎イヤホンの取り扱いについて
 警告

事故を防ぐために、次のことをお守りくだ
さい。
●	自動車やバイク、自転車などを運転中は、
イヤホンを絶対に使わないでください。

●	歩行中は周囲の音が聞こえなくなるほ
ど、音量を上げ過ぎないでください。特
に、踏切や横断歩道などでは、十分に気
をつけてください。

 注意
イヤホンで聞くときは、音量の設定に十分
気をつけてください。思わぬ大音量が出
て、耳を痛める原因になることがありま
す。また、耳をあまり刺激しないよう適度
な音量でお楽しみください。

◎市販の充電池の取り扱いについて
 注意

市販の充電池をご使用になる場合は、次の
ことをお守りください。
発熱、発火、破裂、感電の原因になること
があります。
●	充電池は三洋電機株式会社製の単４形
	 eneloop®(エネループ)またはパナソニッ
ク株式会社製の単４形 充電式EVOLTA

（エボルタ）をご使用ください。
	 これ以外の充電池は使用しないでくだ
さい。

●	充電は必ず各充電池の専用の充電器を
お使いください。

●	充電池をご使用の際は、充電池やその充
電器の取扱説明書、注意書きなどを十分
お読みいただき、条件を守ってご使用く
ださい。
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初めてお使いになるときは
次の手順で電池を入れ、最初の設定をします。

1	電池ぶたを矢印①、②の方向に引いて外
し、同梱の乾電池を向きをまちがえない
よう入れます。

①

②

	 注）	このとき 入/切（ ）キ ー を押さないよ
うに注意してください。

2	電池ぶたをもとどおりに取り付け 入/切
（ ）を押して電源を入れます。
右の、タッチパッド調整画面が表示されま
す。

●	違う画面が表示された場合は、208ページ
の操作をしてください。

●	電源が入らないときは、電池の方向などを
確認しながら入れ直してみてください。

3	タッチペンを取り出して伸ばし、画面に
表示されている＋マークの交点に正確に
タッチします。

タッチペン
本体から引き出し、伸ばして
使用します。

　

	 タッチパッド
	 調整画面

＋マークは、タッチ
すると別の場所に表
示されますので順番
に（4カ所）タッチし
てください。
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すべてタッチすると、使用する電池の設定
画面が表示されます。

4	 、 で使用する電池（「アルカリ乾
電池」）を選び 検索/決定 を押します。
メインメニュー画面（ 22ページ）が表示
されます。

▶参考◀
 ●	電池の設定を確認する場合や、変更する場合は

61ページを参照して行ってください。
電池が消耗した場合は
 ●	画面右上に電池マークが“ ”が表示された

とき、または電源を入れたときに「電池を交換
してください」とのメッセージが表示されたと
きは電池が消耗しています。速やかに電池を交
換してください（ 212ページ）。

	操作説明について
本書は、基本編で本製品の基本的な使いかた
を説明しています。本書の基本編は必ずお読
みください。コンテンツ説明編では、各コン
テンツ※の使い方を説明しています。

※コンテンツ
	 コンテンツは文章などの内容や項目を指す言

葉です。収録されている辞書、書籍等を特定
せずに示すとき「コンテンツ」と記載します。

市販のストラップを取り付けるときは
市販のストラップを取り
付けることができます。図
のように裏面の取り付け
穴に通して取り付けます。

◣注意◥
 ●	ストラップを取り付けてストラップを持って振

り回したり、強く引っぱるなど、ストラップに
過重がかかる行為は行わないでください。故障
や破損の原因となります。
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使用上のご注意とお手入れ
 ●	製品をズボンのポケットに入れたり、落としたり、強い

ショックを与えたりしないでください。
	 大きな力が加わり、液晶表示部が割れたり、本体が破損する

ことがあります。特に満員電車の中などでは、強い衝撃や圧
力がかかる恐れがありますので注意してください。

 ●	ポケットやカバンに、硬いものや先のとがったものと一緒に
入れないでください。

	 また、製品に圧力が加わらないように、製品を入れる場所に
注意してください。

	 傷がついたり、液晶表示部が割れたりすることがあります。

 ●	キーやタッチパッド（表示部）を爪や硬いもの、先のとがった
もので操作したり、必要以上に強く押さえないでください。

	 傷ついて正しく動作しなくなることがあります。（タッチ
パッドは付属のタッチペンで操作してください。）
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 ●	表示部を強く押さえないでください。
	 割れることがあります。

 ●	日の当たる自動車内・直射日光が当たる場所・暖房器具の近
くなどに置かないでください。

	 高温により、変形や故障の原因になります。

 ●	防水構造になっていませんので、水など液体がかかるところ
での使用や保存は避けてください。

	 雨、 水しぶき、 ジュース、 コーヒー、蒸気、汗なども故障の原
因となります。
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 ●	お手入れは、乾いたやわらかい布で軽くふいてください。
	 シンナーやベンジンなど、揮発性の液体やぬれた布、硬い布

は使用しないでください。変質したり色が変わったり、傷が
ついたりすることがあります。

著作権に関するご注意
本製品を利用して著作権の対象となっている著作物を利用することは、著作権法上、個人的にまたは家庭
内でその複製物や編集物を使用する場合に限って許されています。利用者自身が複製対象物について著
作権などを有しているか、あるいは複製などについて著作権者などから許諾を受けているなどの事情が無
いにもかかわらず、この範囲を超えて複製・編集や複製物・編集物を使用した場合には、著作権などを侵
害することとなり、著作権者などから損害賠償などを請求されることとなりますので、そのような利用方
法は厳重にお控えください。

商標・登録商標
 ●	TOEIC is a registered trademark of Educational Testing Service (ETS). 

This (publication/product) is not endorsed or approved by ETS.
 ●	eneloop®は三洋電機株式会社の登録商標です。
 ●	EVOLTAはパナソニック株式会社の登録商標です。
 ●	本書中の会社名、団体名、商品名は各社の登録商標または商標です。 
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おことわり
この製品に収録されている辞書などの各コンテ
ンツの内容は、それぞれの書籍版コンテンツに
基づいて、出版社より電子データとして作成、
提供された著作物であり、 著作権法により保護
されております。したがって弊社において、そ
の内容を改変／改良することはできません。
それぞれのコンテンツにおける、誤記・誤植・
誤用につきましては、判明したものについて、
出版社に連絡させていただいておりますが、修
正の是非／時期については、出版社の意向によ
るため、改善しかねることがございますので、
あらかじめご了承ください。

 

付属品を確認する
下記の付属品がそろっているか確認してく
ださい。

□	イヤホン
□	タッチペン（本体側面に装着）
□	アルカリ乾電池　単4形2本
□	クイックガイド※

□	取扱説明書（本書）※

※当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説
明書はございません。

This model is designed exclusively for Japan, with 
manuals in Japanese only.

	

正しい取り扱いをしても、電波の状況によりラジオ、テレビジョン受信機の受信に影響を及ぼすことが
あります。そのようなときは、次の点にご注意ください。
  ●	この製品をラジオ、テレビジョン受信機から十分に離してください。

この装置は、クラスＢ情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていま
すが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすこ
とがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。	 　　　	 　　　　VCCI－B
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本書でのキーなどの表記のしかた
  ●	キーは で囲んで表します。
	  例	 ： 一括検索 と記載

	 ： 文字サイズ と記載
		  （緑色で書かれた機能を使うとき

は下記を参照ください。）

	 ： 例/解説/図/NOTE と記載
		  （NOTEはキーに印刷されていま

せんが「例/解説/図」と同様にこ
のキーで操作します。）

なお、計算例の数字などは枠で囲まずに記
載します。

  ●	2種類以上の機能が書かれているキーは、
そのとき使用する機能のみを記載します。

	  例 ：W または ２ と記載

  ●	緑色で書かれた機能は 機能 を押して離し
たあと（画面左上に を表示）、それぞれ
のキーを押します。

	  例：機能 後退（削除）、 機能 X（?）と記載

 ●	カーソルキーは次のように表記します。
　 	 、 、 、 と記載しま

す。操作する際は、リング状キー
のマークが一致する部分を押し
てください。

  ●	画面内や表示部右のボタンは で囲ん
で表します。

	  例	 ： 手書き と記載

画面例について
本書に記載されている画面例は、実際の製品
で表示される画面と異なる場合があります。

記号について
◣注意◥…… �故障の原因になる注意事項および

注意していただきたいことを記載
しています。

▶参考◀…… 参考情報や関連事項、操作上の制
限事項などを記載しています。
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基本操作の説明

各部のなまえと主なはたらき

⑥

①

②
③
④
⑤

⑦

⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫⑬

⑮

⑯

⑰

⑭

⑱

❶
❷
❸
❹

①	表示部（またはタッチパッド）
	 メニューや辞書の内容などを表示します。
②	カーソルキー（ 、 、 、 ）
　　  ●	カーソルを移動させます。メニューやリス

トの項目選択、マークの選択、文字の範囲選
択、画面送りなど、多くの場面で使用します。

　　  ●	音声再生画面で、 機能 に続いて 、 を
押すと、音量を調整できます。

③	検索/決定キー（ 検索/決定 ）
　　  ●	メニュー選択や文字入力を確定するときな

どに押します。
　　  ●	電卓で計算を実行するときにも押します。
　　  ●	詳細画面で 機能 に続いて押すと、見出し語

などが単語帳に登録されます。
④	戻るキー（ 戻る ）
　　  ●	前の画面に戻ります。
　　  ●	機能 に続いて押すと、表示されていた見出

し語から始まるリスト画面が表示されます。
	  ◉	詳細画面などでタブ（画面）を切り替えてい

た場合や、画面を送っていた場合でも 戻る
で前のリスト画面などに戻ります。
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⑤	入/切キー（ 入/切 ）
	 電源を入れたり切ったりします。
⑥	一括検索キー（一括検索 ）
　　  ●	一括検索の入力画面が表示されます。
　　  ●	機能 に続いて押すと、例文検索の入力画面

が表示されます。
⑦	コンテンツ選択キー
	 （ 大辞林/明鏡  英和/和英  古語/英英 ） 各

キーのコンテンツの画面になります。続け
て同じキーを押すと、コンテンツを切り替
えることができます。

⑧	機能キー（ 機能 ）
	 緑色で書かれている機能を使うとき、各キー

の前に押します。
⑨	例/解説/図/NOTEキー（ 例/解説/図/NOTE ）
　　  ●	 　例 、 解説、 　図 、 マークが表示

されているとき、このキーでマークを選んで
検索/決定 を押すと、収録内容が表示されます。

　　  ●	 マークが表示されている詳細画面など
で 機能 に続いて押すと、音声再生モードに

なり が反転します。カーソルキーなど
でマークを選び 検索/決定 を押すと音声が再
生されます。

⑩	Sジャンプキー（ Sジャンプ ）
　　  ●	詳細画面内の言葉を調べるとき、言葉を選

択できる状態にします。
　　  ●	詳細画面で 機能 に続けて押すと、マーカー

を引ける状態になります。
⑪	文字サイズキー（ 文字サイズ ）
　　  ●	リスト画面や詳細画面で文字の大きさを切

り替えます。
　　  ●	しおりがあるコンテンツの画面で 機能 に続

いて押すと、しおり画面が表示されます。
⑫	切替キー（ ）
　　  ●	詳細画面の上部に複数のタブが表示されて

いるとき、タブを切り替えます。
　　  ●	単語帳があるコンテンツの画面で 機能 に続

いて押すと単語帳が表示されます。
⑬	イヤホン接続端子（下側面）
	 付属のイヤホンを接続します。

基
本
操
作
の
説
明
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⑱	タッチペン収納部（右側面）
	 画面操作をするタッチペンが収納されています。
	   ●	タッチペンは本体側面から引き出し、伸ばし

て使用します。

		
			     ⇩
		

❶	手書きボタン（ 手書き ）
	 入力欄にカーソルが表示されている画面で

手書き画面（ 25ページ）を表示させたり
消したりします。

❷	戻るボタン（ 戻る ）
	 前の画面に戻ります。
❸	検索/決定ボタン（ 検索/決定 ）
　　  ●	メニュー選択や文字入力を確定するときな

どに押します。
　　  ●	電卓で計算を実行するときにも押します。
❹	上下カーソルボタン（ 、 ）
	 カーソルを上下に移動させます。メニュー

やリストの項目選択、画面送りなどで使用
します。

⑭	後退キー（ 後退 ）
　　  ●	入力欄への文字入力中などに押すと、カー

ソルの左側の文字が削除されます。
　　  ●	機能 に続いて押すとカーソル位置の文字が

削除されます。
⑮	クリアキー（ クリア ）
	 入力欄への文字入力中などでは、入力した

文字を消去します。リスト画面や詳細画面
などでは、コンテンツの先頭の画面などに
戻ります。

⑯	メニューキー（ メニュー ）
　　  ●	メインメニュー画面（ 22ページ）を表示

させます。
　　  ●	機能 に続いて押すと、マーカーテストリス

ト画面が表示されます。
⑰	ページ送りキー（ 、 ）
　　  ●	リスト画面や詳細画面などで画面に表示し

切れていない内容があるとき、１画面分ず
つ内容を送ります。

　　  ●	調べたい語を入れて表示させた詳細画面な
どで、 機能 に続いて押すと、次（前）の見出
し語の詳細画面が表示されます。
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画面表示について
シンボル･マーク 意　　味

電池が消耗すると画面右上に表示され
ます。電池マーク が表示された
ときは速やかに電池を交換してくださ
い（ 212ページ）。
このときは画面が暗くなり、音の再
生、単語帳の登録や削除、製品の初期
化などができなくなり、やがて電源が
切れます。

 

画面の右上に表示され、矢印の方向に
表示されていないデータがあること
を示します。
 、 :1行ずつ画面を送ります。
 、 :1画面ずつ画面を送ります。

画面の左上に表示されます。
機能 が押されたことを示し、キー
ボード上の緑色で書かれた機能を選択
できます。

（状況により選択できない機能があり
ます。）

電源を入れる/切る
電源を入れるとき、切るときは 入/切 キーを
押します。
電源を入れるとメインメニュー画面か、電源
が切れる前の画面が表示されます。

自動的に電源が切れたときは
入/切 キーを押して電源を入れます。
この製品は電池の消耗を防ぐため、画面やキー
の操作が一定時間ないと自動的に電源が切れま
す（オートパワーオフ機能）。この時間は最初5
分間に設定されていますが、59ページの方法
で変更することができます。

画面が暗くなったときは
この製品は約30秒間キーなどを操作しないと
画面が暗くなります。このときは、画面にタッ
チまたは何かキーを押せば元の明るさに戻りま
す。なお、音声等再生中は、約５秒間キー操作
をしないと画面が暗くなります。

基
本
操
作
の
説
明
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画面タッチ操作のしかた
付属のタッチペンで表示部（タッチパッド）
にタッチして操作することができます。

《タッチ操作の種類》
タッチ：	画面に軽く触れ（押し）、離す操作です。
	 メニュー項目の選択、画
	 面のボタンや 形
	 マークなどの操作に
	 使います。

ドラッグ：タッチペンで画面にタッチしたまま
ペンを別の点まで移動させます。文字
の範囲指定に

	 使います。

	 ●	ドラッグの開始・終了の文字には、ペンが
半分以上かかるようにしてください。少な
いと範囲内と見なされないことがあります。

シンボル･マーク 意　　味

　例  解説
　 　図  

関 連 す る 例 文 や 解 説、 図、 コ ラ ム
（NOTE）が収録されていることを示
します（ 36ページ）。

音声データが収録されていることを示
します（ 38ページ）。

ジャンプして参照できることを示しま
す（ 46ページ）。

操作ガイドメッセージ（ヒント）
画面下や画面上部に操作ガイドが表示され
ることがあります。操作ガイドには、状況に
応じた簡単な使いかたが記載されています
ので、参考にしてください。

操作ガイド（例）
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2	まず、分類メニューを次のいずれかの方
法で選びます。

	 ●	 、 で選ぶ。またはタッチして選ぶ
	 ●	分類番号（00～06）を ０ ～ 6 キーで入

力して選ぶ
選んだ分類メニューの個別メニューが表示
されます。

3	次に、個別メニューの使いたいコンテン
ツを次のいずれかの方法で選びます。

	 ●	 、 でコンテンツ名を選び 検索/決定
を押す。またはコンテンツ名にタッチす
る

	 ●	コンテンツ名の前の番号を １ ～ 6 キー
で選ぶ

選んだコンテンツの画面が表示されます。

以降、上記と同様の操作は、次のように説
明します。
例：	メニュー を押し「便利機能」から「電卓」

を選びます。

◣注意◥
 ●	画面を強く押さえたり、たたいたりしないでく

ださい。強い力やショックを加えると傷がつき
破損の原因になります。

使いたいコンテンツの選びかた
各コンテンツは、次のメインメニュー画面で
選びます。

1	 メニュー を押します。
メインメニュー画面が表示されます。

メインメニュー画面

分類メニュー

個別メニュー

基
本
操
作
の
説
明
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数字やアルファベットの入力
数字、アルファベットは、読みを入力します。

スペースやアポストロフィ（ ’）、
ハイフン(−)は入る？　　　　　
スペースやアポストロフィ（ ’）、ハイフン

（−）、中点（・）などは入れることができませ
ん。探したい語にこれらの文字・記号があ
る場合は、省いて入力してください。

ひらがな、カタカナを切り替えて入れる方法は？
コンテンツによって、ひらがなが入力される
か、カタカナが入力されるか決まっていて、
切り替えることはできません。

ゐ、ゑ を入れる方法は？
ゐは W Y I 、ゑは W Y E と押して入れ
ます。

文字入力と修正

文字のキー入力と修正のしかた

日本語の入力方法

日本語のキー入力は「ローマ字かな入力」方
式で行います。213ページの「ローマ字→か
な変換表」を参照して入力してください。

キーで文字を入力する練習をしましょう。
  ●	入力の修正は24ページを参照してください。
  ●	漢字は手書きで入力します（ 25ページ）。

【例】	スーパー大辞林の日本語入力欄に「じゅ
んぷう」と入れる場合

 J U N（ N ）P U U

日本語入力欄
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入力した文字の修正のしかた
文字の修正は次の方法で行います。

余分な文字を削除する
、 で削除したい文字

の後ろにカーソルを移し
後退 を押します。
カーソルの前（左）の文字
が削除されます。

カーソル位置の文字を削除する
カーソル位置の文字は 機能 後退（削除）と押す
と削除されます。

入力した文字をすべて削除する
クリア を押すと入力した文字がすべて削除さ
れます。

文字を追加する
、 で文字を追加したい位置にカーソル

を移し、文字を入力すると追加されます。

英語の入力方法
英字などの入力のしかたを練習しましょう。
入れまちがえたときは右の項目を参照して
直してください。

【例】	英和辞典のスペリング入力欄に「clean」
と入れる場合

C L E A N と押します。

スペリング入力欄

スペリング入力時の参考
1.	見出し語のスペース、「ー」、「 ’」、「／」、「. 」

などは省いて入力し、検索します。
	 （例）	fast  food	 → fastfood で検索
		  weak-kneed	→ weakkneed で検索
		  let’s	 → lets で検索
2.	大文字と小文字は切り替えられません。

大文字、小文字は区別せずに検索します。
3.	数字は英語のスペリングで検索できる場

合があります。
4.	「＆」は「and」と入力します。

文
字
入
力
と
修
正
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文字を手書き入力する
各コンテンツで、入力欄にカーソルがあると
き、画面横の 手書き ボタンにタッチすると、
手書き画面が表示されて、文字を手書き入力
することができます。
●	手書き画面を閉じるときは 戻る を押します。
　なお、手書き や 戻る にタッチしても閉じます。

手書き画面の各部のはたらき

候
補
表
示
欄

入力文字種　入力文字表示欄

手書きエリア

手書きエリア：タッチペンで文字を手書きします。
入力文字種：認識する文字の種類を示します。
	 日本語：	漢字、平仮名、片仮名が入力でき

ます。
	 仮名　：	平仮名、片仮名が入力できます。
	 漢字　：	漢字（日本語）が入力できます。
	 スペリング：	� アルファベットが入力でき

ます。
入力文字表示欄：手書きして認識された文字が

入ります。
候補表示欄：入力文字表示欄で選ばれている文

字の候補文字が表示されます。候補文字
にタッチすると、入力文字表示欄の文字が
入れ替わります。

採用 ボタン：入力文字表示欄の文字をコンテ
ンツの入力欄へ移します。

削除 ボタン：入力文字表示欄の文字を右端か
ら削除します。

認識 ボタン：手書きした文字を認識させたい
ときにタッチします。自動認識に設定され
ているときでも、このボタンにタッチする
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と直ちに認識が開始されます。
書き直し ボタン：手書きした文字を消去します。

手書きエリアに何もかかれていないとき
は、入力文字表示欄の文字を右端から削除
します。

拡大ボタン：候補表示欄の候補を拡大表示させ
たり、元に戻したりします。拡大した文字
は手書きエリアに表示されます。

自/手 ボタン：手書きした文字を認識させる方式
を切り替えます。タッチするたびに自動認
識と手動認識のモード（方式）が切り替わり
ます。

	 自動認識は、ペンを画面から離してから約
１秒後に自動的に認識を開始します。

	 手動認識は、書き終わった後 認識 にタッチ
して認識させます。

自動 / 手動 シンボル：現在の認識モードを示す
シンボルです。

◣注意◥
 ●	文字は強く押さえないで軽く書いてください。
	 表示部やペン先にゴミが付着している状態で強

く押さえると、表示部に傷がついたり、破損の
原因になります。

▶参考◀
 ●	文字を仮名で入れて漢字に変換する機能はあり

ません。
 ●	次の場合は メニュー を押し、「便利機能」－「各種

設定」－「タッチパッドの調整」と選んで、タッチ
パッドの調整をしてみてください。

　 ●	ペンの位置と、書かれる文字の位置がずれる。
　 ●	候補の文字にタッチしても、ずれた位置で選

択される。
　 ●	ボタンが、タッチした位置とずれた位置で働

く。

文
字
入
力
と
修
正
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手書き入力をする
一括検索の画面で手書き入力をしてみます。

【例】日本語入力欄に「持つ」を入れます。

1	 一括検索 を押し、日本語入力欄にカーソ
ルがあることを確認して 手書き にタッチ
します。
手書き画面が表示されます。

2	手書きエリアにタッチペンで「持」と書き
ます。

自動認識の場合、画面からペンを離して約
１秒後に認識が行われ、第一候補の文字が
入力文字表示欄に入り、候補表示欄に候補
文字が表示されます。

●	手動認識では 認識 にタッチして認識させま
す。

	 自動認識でも、書き終わってすぐに認識させ
る場合は 認識 にタッチします。

3	もし、入力文字表示欄に目的と違う文字
が入ったときは、候補表示欄の中の、目
的の文字にタッチ（選択）します。

入力文字表示欄の文字が選択した文字に入
れ替わります。
●	候補にないときは 書き直し や 削除 で削除し、

書き直します。
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4	同様にして「つ」を書き、認識させます。

5	文字を入れ終わったら、 採用 にタッチし
てコンテンツの入力欄へ移します。
辞書などの検索が行われます。

▶参考◀
 ●	入力文字表示欄に複数の文字が入っているとき、

各文字にタッチして選ぶと、候補表示欄にそれ
ぞれの文字の候補が表示されます。

手書き入力のご注意
●	自動認識の場合、途中で止めないで速やかに書

いてください。文字を書いている途中で画面か
らペンを離すと、約1秒後に文字を書き終わった
ものと見なして認識します。

	 文字の種類によって認識が始まる時間は異なり
ます。早く認識させたいときは 認識 にタッチし
て認識させてください。

●	印刷している文字を確認しながら書く場合は
自/手 で手動認識に設定し、文字を書き終えてか
ら 認識 にタッチして認識させてください。

●	漢字や仮名は楷書で1字ずつ、はねのある字は最
後のはねまでていねいに書いてください。行書な
ど続け字は認識されない場合があります。

●	文字は１字ずつ書いて認識させてください。
	 一度に2文字書いたり、アルファベットを筆記体

で続けて書いたりすると違う文字と認識されま
す。

●	文字は手書きエリア内からはみ出さない範囲で、
大きく書いてください。

	 ただし、仮名の小さい文字や、英字の大文字と似
ている小文字は小さく書いてください。

文
字
入
力
と
修
正
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●	なるべく正しい筆順で書いてください。
●	文字の1画（線）が途切れないように書いてくだ

さい。
●	文字が傾きすぎないように書いてください。
●	はねやかざりをつけすぎないように書いてくだ

さい。

手書き入力で辞書を引くときのご注意
本製品はJIS第1 ～第4水準の漢字を手書き
入力で認識しますが、辞書によっては検索で
きない場合があります。

▶参考◀
認識する文字について
 ●	日本語はJIS X 0213-2004に基づくJIS第

1水準～第4水準、およびJIS X 0212-1990
に基づく補助漢字などを認識します。「JIS X 
0213」の改定前の漢字と改定後の漢字の字形
が異なる場合、どちらで書いても改定後の漢字
と認識します（例：“祇”と書いても“ ”と認識
します）。

手書き認識について

手書き入力の際には、次のような点に気をつけ
ていただくと認識されやすくなります。

良い例 悪い例

続け字にならないよう
に（画数がはっきりと
わかるように）書きま
す。

良い例 悪い例

崩さず、ていねいに書
きます。

良い例 悪い例

あまり傾かないように
書きます。

大文字小文字

「C」と「c」など大文字
と小文字が同じような
文字は、区別がつきや
すいように、小文字を
小さく書きます。
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大きい「つ」小さい「っ」

「っ」などの小さい文
字も小さく書きます。

辞書を引く
辞書の引きかたは、大きく分けると２種類に
なります。

文字を入力して調べる
調べたい語の読みやスペリングなどを入
力して調べます。
リストの項目を選んで調べる
リストから項目を選んでいき目的の言葉
などを調べます。

文字を入力して調べる

【例1】	スーパー大辞林で「ぼたん」を調
べる

1	 メニュー を押し「国語系」から「三省堂
スーパー大辞林」を選びます。
日本語入力欄にカーソルが表示されます。

文
字
入
力
と
修
正
／
辞
書
を
引
く
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2	日本語入力欄に「ぼたん」と入れます。

入力した文字を先頭に持つ語が候補として
リスト表示されます（1字入力ごとに候補
が絞り込まれます）。

3	 、 で目的の語を選び 検索/決定 を
押します（または目的の語にタッチしま
す）。
詳細画面が表示され、意味などが表示され
ます。

	  ●	画面右上に“ ”“ ”が表示されていると
きは、 や で画面を送って
隠れている内容を確認します。

	  ●	戻る を押すと前の画面に戻ります。
	  ●	機能 戻る（リスト）と押すと辞書順（収録

順）リスト表示になります。

【例2】	後ろに「ブルー」が付く語を調べ
る（逆引き）

1	 メニュー を押し「国語系」から「三省堂
スーパー大辞林」を選びます。

2	 で逆引き入力欄を選んで「ぶるー」と
入れます。
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3	 検索/決定 を押します。
「ブルー」を後ろに持つ語が候補としてリス
ト表示されます。

4	 、 で目的の語を選び 検索/決定 を
押します（または目的の語にタッチしま
す）。
詳細画面が表示され、意味などが表示され
ます。

新しい言葉を引くときは
クリア を押して入力画面に戻り、読みなどを
入れます。詳細画面では文字を入れると、入
力画面に戻りますので読みなどを入れます。

文字を入力中に候補がなくなると
文字を入れていくと候補が絞り込まれてい
く検索では、該当する候補がなくなると
《該当語なし》 と表示されます。
その後ろに「並び順の近い語を表示」または

「スペルチェックへ」とのメッセージが表示
された場合は、それぞれを選んで 検索/決定
を押す（またはタッチする）と、50音順また
はアルファベット順などで、入力した文字
よりも並びが後の語のリスト表示、または
スペルチェック画面が表示されます（スペル
チェック： 42ページ）。
なお、戻る を押すと入力画面に戻ります。

辞
書
を
引
く
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リストの項目を選んで調べる
【例】	スーパー大辞林の「音を聞く」で調べる

1	 メニュー を押し「国語系」から「三省堂
スーパー大辞林」を選びます。

2	 、 で項目（「音を聞く」）を選び
検索/決定 を押します。

リスト
表示

3	手順2と同様の操作でリストの項目を選
んでいくと音が再生されます。

	 	

 ●	音はイヤホンで聞きます（ 37ページ）。
 ●	スーパー大辞林で再生中に 検索/決定 を押す

または画面にタッチすると説明を表示します。

【検索の種類】
検索には次の種類があり、コンテンツによっ
て使い分けられています。
絞り込み検索	：	�文字を１文字入れるごとに候

補が絞り込まれていきます。
頭出し検索	 ：	�入れた文字が先頭に含まれる

語を探し、その語から始まる
収録順リストを表示します。
該当する語がないときは、並
び順で次の語から始まるリス
トを表示します。

キーワード検索	：	�入れた文字（単語）が含まれる
文を探します。英和辞典の成
句検索などで用いられます。

▶参考◀
 ●	検索する語によっては検索に時間がかかること

があります。
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項目の選択と画面送り

リスト項目の選択と画面送り
メインメニュー画面から「ジーニアス英和＆
和英辞典」を選んで 検索/決定 を押し、英和
辞典のリスト画面を表示させて説明します。
 ●	英和辞典や大辞林などの辞書の最初の画面

で、何も入力せずに 検索/決定 を押すと、リ
スト画面が表示されます。

（ 下記を参照）

プレビュー
ウィンドウ

リ
ス
ト
画
面

各項目（各語）を選択する方法
	 、 でカーソル（青い線）を目的の項目
へ移動させて 検索/決定 を押します。

画面を送って別の内容を見る方法
	 画面右上に“ ”や“ ”が表示されたとき
は画面外に隠れている内容があります。

	 (1)	� 、 でカーソルを1行ずつ移動さ
せ、隠れている部分を表示させます。

	 (2)	 、 で１画面分ずつ送ります。
	  ●	上記キーを押したままにすると、連続して

画面が送られます。

◆プレビュー表示について
文字入力などで表示させたリスト画面では、
前画面のように、選択されている候補の説明
の一部がプレビューウィンドウに表示され
ます。プレビュー表示の入/切（あり/なし）
は60ページの方法で切り替えます。
▶参考◀

 ●	リスト画面でも、プレビュー表示ができない場
合があります。 

（新漢語林の見出語リスト画面やリストの項目
を選んでいく形式のリスト画面など）

項
目
の
選
択
と
画
面
送
り
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詳細画面で次（前）の見出し語を見る
前ページのリスト画面で、 で「a1, an」を
選び 検索/決定 を押してください。

「a1, an」（見出し語）の詳細画面が表示され
ます。
機能 （次見出）、 機能 （前見出）と押す
と、並び順で次または前の見出し語などが表
示されます。

　

（ 前記を
 参照）

詳細画面（１件表示画面）

画面表示を変える

文字サイズを変える
リスト画面や詳細画面で 文字サイズ を押す
と、表示される文字の大きさを切り替えるこ
とができます。
詳細画面

国語系：�（漢 語 林 ）16、24、48ド ッ ト 文 字 
（その他）12、16、24、48ドット文字

英語系：12、16、24ドット文字
リスト画面

国語系：16、24ドット文字
英語系：12、16、24ドット文字

▶参考◀
 ●	コンテンツや画面によっては、文字サイズを切

り替えられない場合や、切り替えられるサイズ
の範囲が異なる場合があります。
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画面上部に複数のタブがあるとき
タブは現在の表示の種類（見出語など）を示
します。タブが複数表示されているときは
関連する内容があることを示し、 でタ
ブを切り替えて内容を見ることができます。
 ●	ここでは メニュー を押し「英語系」から「ジー

ニアス英和＆和英辞典」を選び 検索/決定 を2
回押して英和辞典の詳細画面を表示させてい
ます。

マークが表示されたとき
詳細画面に 　例 、 解説、 　図 、 マー
クが表示されたとき、関連する例文や解説、
図、コラム（NOTE）が収録されています。
この画面で 例/解説/図/NOTE を押すとマークが
反転表示になります。
マークが複数あるときは、カーソルキーで反
転表示を調べたいマークに移し 検索/決定 を
押すと、収録されている内容が表示されます。
  ●	別の図を表示させるときは 戻る で図を閉じ、

マークを選び直して 検索/決定 を押します。
  ●	別の例や解説があるときは、 や で順

番に表示させることができます。

【例】	英和辞典の画面で例や解説を見る

1	 メニュー を押し「英語系」から「ジーニアス
英和＆和英辞典」を選び 検索/決定 を押し
ます。

2	 で「a1, an」を選び 検索/決定 を押し
ます。

画
面
表
示
を
変
え
る
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3	 例/解説/図/NOTE を押します。
マークが反転表示されます。

4	 、 、 、 でマークを選び、
検索/決定 を押します。

例/解説
ウィンドウなど

画面右上に“ ”や“ ”が表示されたとき
はウィンドウ内に表示されていない部分が
あります。 、 や 、 で送って
確認します。

5	別の例や解説があるときは や で
表示させます。

6	終了するときは 戻る を2回押します。
1回目でウィンドウが閉じ、2回目でマーク
の反転表示が解除されます。

音声を聞く

イヤホンを接続する
音声は付属のイヤホンで聞きます。図を参
照して接続してください。

●	�必ず電子辞書の電源を切ってから、プラグを
持って抜き差ししてください。コードを引っ張
ると故障の原因になります。

●	�プラグは奥まで完全に差し込んでください。

イヤホン端子

プラグ

◆	はじめに適正な音量に調整してください（
38、60ページ）。

◆	イヤホンは、付属のイヤホンをお使いください。
市販のイヤホンは音声が正しく聞こえないこと
があります。
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マークを表示する（音声を聞く）

辞書メニューの 付きコンテンツは音声が
収録されています。ジーニアス英和辞典な
どでは音声収録箇所に （音声マーク）
が表示され、次の操作で再生できます。

1	例えばジーニアス英和辞典で「famous」
の詳細画面を表示させます。

マークが、再生対象の語や文の後ろ等
に表示されます。

2	 機能 例/解説/図/NOTE（音声）を押してマー
クを反転表示（ ）させ 検索/決定 を押
します（またはマークにタッチします）。
音声が再生されます。

●	�反転表示時（ ）は 検索/決定 を押す
たびに音声が再生されます。

●	� が複数あるときは 、 などで
反転を目的のマークへ移して 検索/決定
を押します。

●	�再生を中止するときや、マークを
に戻すときは 戻る を押します。

▶参考◀
 ●	 や英単語などが反転（ 次項）している

ときは、 で音声の再生速度を切り替える
ことができます。

音量を調整する
●	マーク反転表示（ ）時に 機能 （音量

大）、機能 （音量小）で調整します。
	 音量を上げすぎると、音が割れたり、歪んだ

りすることがありますので、聞きやすい音に
なるように調整してください。

	 コンテンツにより音量に差があります。

音
声
を
聞
く

PW-GC50取扱説明書.indb   38 2011/10/31   15:46:54



39

英語系辞典の音声データは米国のネイティブス
ピーカー（native speaker）の音声を収録して
います。「百人一首」などでは日本語音声データ
を収録しています。

「スーパー大辞林3.0」はクラシック音楽（一部）
や、鳥および虫の鳴き声などを収録しています。

英単語をネイティブの発音で聞く
各辞書の詳細画面に表示されている英単語
などをジーニアス英和辞典の音声データを
利用して発音させることができます。

1	和英辞典などで詳細画面を表示させます。
例えば 英和/和英 を押し で日本語入力欄
を選び「こうしん」と入れ、こうしん【行進】
を選んで 検索/決定 を押します。

2	 機能 例/解説/図/NOTE（音声）と押します。
先頭の英単語などにカーソルが表示されま
す。（ があると反転表示されます。）

3	発音させたい単語にカーソルを移し
検索/決定 を押します（または単語にタッ

チします）。
英和辞典が参照され、ウィンドウに表示さ
れます。

●	�音声データが収録された英単語などが1
つだけ見つかったときは

	� 自動的に音声を再生します。
●	英単語などが複数見つかったときは
	 �選択ウィンドウに表示される候補を選び

検索/決定 を押す（または候補にタッチす
る）と音声が再生されます。

●	音声再生を途中で止めるときや、画面を
戻るときは 戻る を押します。
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▶参考◀
 ●	手順２の操作をせずに単語にタッチ（ドラッグ）

した場合は、機能選択画面が表示されますので、
タッチして機能を選択してください。

 ●	マーカーテストの詳細画面など、 が表示
されていても音声を聞くことができないことが
あります。

	 マーカーテスト中に音声を聞くためには「マー
カー部分を使ってテストをする」の項目（
52ページ）を参照してください。

便利な使いかた
言葉を探すいろいろな方法や便利な機能に
ついて説明します。

読みやスペリングの一部を省略して検索
読みや単語の一部を“？”（ワイルドカード）
または“〜”（ブランクワード）に置き換えて
検索することで、はっきりしない語も探すこ
とができます。
	 ワイルドカード：
	 �“？”は不明な文字の代わりに入力します。

（読み：最大12個、スペリング：最大19個）
	   （例）「う？？？ざくら」「se????y」
	 ブランクワード：
	 �“〜”は複数の文字の代わりに１個だけ入

力します。
	   （例）「う〜ざくら」「se〜 y」「〜men」

音
声
を
聞
く
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便
利
な
使
い
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	 ●	“？”は 機能  X（?）、“〜”は 機能  Z（〜）
と押して入れます。

	 ●	“？”は先頭に使えません。“〜”は最後に
使えません。

	 ●	“？”と“〜”を同時に使うことはできませ
ん。

また、後述の「“？”、“〜”が使えるコンテ
ンツ」で示すコンテンツの入力画面および
一括検索の入力画面で、次の場合に利用で
きます。
 	 ●	「日本語」入力欄に入力する場合
		  ただし、スーパー大辞林の逆引き、分野別

小辞典では利用できません。また、漢字
と併用することはできません。

 	 ●	「スペリング」入力欄に入力する場合
		  ただし、スペルチェックや成句検索および

例文検索の入力画面では利用できません。

1	例えばスーパー大辞林の日本語入力欄に
「みず？？り」と入れます。

2	 検索/決定 を押して検索します。
該当する語がリスト表示されます。

3	 、 で目的の語を選択し 検索/決定
を押します。
詳細画面が表示され、意味などが表示されます。

“？”、“〜”が使えるコンテンツ
●	スーパー大辞林（逆引き、分野別小辞典を除く）
●	明鏡国語辞典
●	新漢語林（熟語を読みから調べる）
●	ジーニアス英和辞典　ジーニアス和英辞典
●	ベーシックジーニアス英和辞典
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●	OXFORD現代英英辞典
●	ブリタニカ国際大百科事典
●	日本史事典	 世界史事典
●	生物事典	 新物理小事典	 新化学小事典

英単語のスペルチェックをする
探したい単語のスペリングがはっきりわ
からないときなどには、英和辞典のスペル
チェック機能で目的の単語を探すことがで
きます。

1	英和辞典の入力/選択画面で「英和スペル
チェック」を選び 検索/決定 を押します。
スペルチェック機能の入力画面が表示され
ます。

2	単語のスペリング（例：「skate」）を入
れ 検索/決定 を押します。
検索が開始され、入力したスペリングと一
致した単語、または類似した単語がリスト
表示されます。

3	目的の単語（またはそう思われるもの）を
選び 検索/決定 を押します。
詳細画面に意味などが表示されます。

▶参考◀
 ●	スペルチェック機能について
	 ●	�入力したスペリングと一致する単語があると、

リスト内の「該当：」欄に表示され、類似した
単語は「候補：」欄に表示されます。

 ●	思った単語がなかなか出てこない
	 ●	�入力したスペリングにより、検索に時間がか

かることがあります。
	 ●	�該当語や候補がないときは「見つかりません」

と表示して入力画面に戻ります。入力したス
ペリングを変更して再度検索をしてみてくだ
さい。

 ●	検索を停止する
	 ●	�検索中に 検索/決定 を押すと検索が停止して、

検索した候補が表示されます。その候補を選
べば意味などが表示されます。候補リスト画
面に戻るときは 戻る を押します。検索を再開
するときは候補リスト画面で 戻る を押します。

便
利
な
使
い
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複数の辞書から調べる（一括検索）
複数のコンテンツ（辞書など）から言葉を調
べることができます。
 ●	入力に“～”や“？”を使用することもできます
（ 40ページ）。

【例】「ごうけい」を一括検索します。

1	 一括検索 を押します。
一括検索の入力画面が表示されます。

入力欄は、入力する文字種に合わせて 、
で選びます。

2	日本語入力欄に「ごうけい」を入れます。
候補が絞り込まれていきます。

3	 、 で目的の語を選び 検索/決定 を
押します。
詳細画面に意味などが表示されます。

英語の例文を検索する（例文検索）
単語のスペリングや日本語の読みから、その
語が含まれる英語の例文を検索することが
できます。

1	 メニュー を押し、「便利機能」から「例
文検索」を選びます。（または 機能
一括検索 (例文検索)を押します。）
例文検索の入力画面が表示されます。
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2	スペリング入力欄または日本語入力欄に
調べたい語を入れます。

	  ●	スペリングを３語まで、または日本語を1語
入れることができます。

3	[検索/決定]を押します。
入力した語の例文がリスト表示されます。

	  ●	画面上部にタブで例文が検出されたコンテ
ンツが示されます。タブを切り替えて各コ
ンテンツの例文を確認してください。	
タブは、タッチまたは で切り替えます。

▶参考◀
 ●	スペリング１～３に入れた単語がすべて含まれ

る例文、または日本語入力欄に入れた語が含ま
れる例文が表示されます。

 ●	入力に“～”や“？”を使用することはできませ
ん。

画面内の語を調べる（Sジャンプを使う）
詳細画面に表示されている言葉を、コンテン
ツ間を飛び越えて調べます。

  ●	日本語の漢字、ひらがな、カタカナの語は、
範囲指定して調べます。

  ●	英単語やジャンプマーク（ ）が示す語は、
カーソルキーで選んで調べます。

1	例えば メニュー を押し「国語系」から
「スーパー大辞林」を選んで「ろここ」
と入れ、検索/決定 を押して詳細画面に
します。

2	詳細画面で Sジャンプ を押します。

■カーソルを
表示します

3	調べたい語を選びます。

便
利
な
使
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「バロック」を範囲指定する場合
●	先頭文字「バ」にカーソル“■”を移して

検索/決定 を押します。続いて で最
後尾の文字「ク」までカーソルを移して
検索/決定 を押します（1文字の指定では
最後尾へのカーソル移動は不要です）。

●	タッチ操作では先頭の「バ」から最後尾の
「ク」までをドラッグします。

ジャンプウィンドウに候補が表示されます。

ジャンプ
ウィンドウ

●	範囲指定は、46ページも参照ください。
●	指定を解除するときは 戻る や クリア を押

します。
●	手順2の前に画面のドラッグで範囲指定を

すると、機能選択画面（ 40ページ）が表
示されますので、その中から「Sジャンプ」
を選んでジャンプすることもできます。

英単語や マークが示す語を指定する場合
	 カーソルをその語に移し（ 46ページ）

検索/決定 を押します。
	 または、その語にタッチします。

4	 、 で調べたいコンテンツを選び
検索/決定 を押します。
ウィンドウに詳細内容が表示されます。

画面右上に“ ”や“ ”が表示されている
ときは 、 などでウィンドウ内を送る
ことができます。

5	 検索/決定 を押してジャンプします。
選択した語の詳細画面が表示されます。
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▶参考◀
 ●	ジャンプウィンドウに表示される候補は、選択

した語と一致する語、一致する語がないときは
選択した語を先頭に含む語（英単語は一致する
語のみ）が表示されます。

	 なお が示す語や、1語だけ一致するときは
ウィンドウに詳細内容が表示されます。

ジャンプについて
  ●	ジャンプした先の画面で クリア を押したと

きは、ジャンプを始める前に使用していたコ
ンテンツの入力画面などに戻ります。

  ●	ジャンプ先でジャンプをする、というように
ジャンプを重ねた場合、戻る で最大5回まで
は戻ることができます。5回を超えてジャン
プを重ねた場合、6回目の戻りでリスト画面
などへ戻ります。

ジャンプマークのジャンプ
  ●	各コンテンツの詳細画面で“ ”マークの後

に示される語は同じコンテンツ内でジャン
プします。

 マークで示す語や英単語などの選択
  ●	画面内に“ ”マークで示す語や、英単語が

表示されている場合は Sジャンプ を押すたび
に、表示されている“■”カーソルより後の、

“ ”マークで示す語、および英単語へカー
ソルが移っていきます。

	 表示されている最後の語までカーソルが
移った後は、1行ずつ画面を送り、対象の語
が出てくれば、その語にカーソルが移ります。

	 行き過ぎたときは や でカーソルを戻
してください。

範囲指定について
  ●	“■”カーソルが表示されている場合、漢字、

ひらがな、カタカナが連続しているときに
範囲指定できます。

  ●	範囲指定をしているときは画面を送ること
はできません。範囲指定したい語が、すべ
て表示されていることを確認してから操作
をしてください。

便
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一度調べた語を再度調べる（しおりを使う）

各コンテンツでは一度調べた語を“しおり”
（履歴）として、新しいものから100件まで
自動的に記憶します。もう一度同じ語を調
べたいときは、しおりのリスト（一覧）表示
から調べることができます。

1	各コンテンツを選び 機能 文字サイズ（し
おり）と押します。
しおりリスト画面が表示され、調べた語が、
新しいものから順に表示されます。

2	 、 で目的の語を選び 検索/決定 を
押します。
選択した語の詳細画面が表示されます。

▶参考◀
 ●	しおりの表示のされかたはコンテンツにより異

なる場合があります。
 ●	しおりの記憶件数が100件を超えるときは、古

いものが消されます。

しおりを１件ずつ削除する方法

1	各コンテンツの画面で 機能 文字サイズ
（しおり）と押し、しおりリスト画面にし
ます。

2	 、 で削除したい語にカーソルを移
して 後退 を押します。
削除の確認画面が表示されます。

3	 Y キーを押します。
選択した語が削除されます。

しおりをまとめて削除する方法

1	 メニュー を押し、「便利機能」から「各種
設定」を選びます。

2	 、 で「しおり削除」を選び
検索/決定 を押します。
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コンテンツ、または「全部」を選び
	 検索/決定 を押します。

削除の確認画面が表示されます。

4	 Y キーを押します。
選択したコンテンツのしおり、またはすべ
てのしおりが削除されます。

繰り返し見たい語を登録（単語帳・マーカーを使う）

各コンテンツで、繰り返し見たい語や覚えた
い語などを「単語帳」や「マーカー」に登録し
ておくことができます。

単語帳に語を登録する

1	登録したい語の詳細画面にします。
例えば英和辞典の画面で、「text」と入れて
検索/決定 を押します。

2	 機能 検索/決定（登録）と押します。
詳細画面の語が単語帳に登録されます。
●	例文検索で検索した画面では上記操作で

例文の前に“ ”が表示されますので 、 
で登録したい例文を選択して 検索/決定

を押します。
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▶参考◀
 ●	単語帳の詳細画面からは登録できません。
 ●	単語帳は各コンテンツごとに最大500件、合計

4000件まで登録することができます。なお、
単語帳以外の詳細画面でマーカーを引いた場
合、その語も単語帳に登録されます。

覚えたい語句にマーカーを引く

1	例えば英和辞典で「header」と入力し、
詳細画面を表示させます。

2	 機能 Sジャンプ（マーカー）と押します。

3	マーカーの色（緑､ 黄、ピンク、オレンジ、
紫）を選びます。
選んだ色のカーソルが表示されます。

カーソル

4	 、 などでカーソル“■”を先頭の
文字「文」に移します。

5	 検索/決定 を押します。

6	 でカーソル“■”を最後尾の文字「ど」
まで移します。（1文字の指定では、この
操作は不要です。） 

7	 検索/決定 を押します。
単語帳に登録した（またはマーカーを追加
した）旨のメッセージが一時表示され、登
録されます。
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▶参考◀
 ●	マーカーは1回で最大120文字まで引くことが

できます。
 ●	マーカーは1つのデータに10カ所まで引くこ

とができます。
 ●	項目の終わり（改行）を超えてマーカーを引く

ことはできません。
 ●	今引いているマーカーを消したいときは 戻る

を押します。もう一度 戻る を押すと、カーソ
ル“■”が消えます。

 ●	例文検索機能で探し出した例文は、いったん単
語帳に登録し、そのあと単語帳の詳細画面に表
示させてからマーカーを引きます。

登録したマーカーを消すときは
 ●	手順1 〜 3と同様の手順でマーカーが引かれて

いる文字にカーソルを移して 検索/決定 または
後退 を押し、メッセージに従って Y キーを押

します。
	1つのデータに引かれている全てのマーカーを消
すときは
 ●	マーカーテストのリスト画面で、語を選んで

後退 を押し、表示されるマーカー削除の確認
メッセージに従って Y キーを押します。

コンテンツごとに、または全コンテンツのマー
カーをまとめて消すときは
 ●	「マーカーだけをまとめて消去（削除）する方法」
（ 55ページ）を参照ください。

画面タッチで操作する場合

1	例えば英和辞典で「header」と入力し、
詳細画面を表示させます。

2	先頭文字「文」から最後尾の文字「ど」ま
でドラッグします。
実行する機能の選択ウィンドウが表示され
ます。

便
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3	実行する機能「マーカー（マーカーを引き
ます）」にタッチします。
マーカー色の選択ウィンドウが表示されます。

4	マーカーの色（緑､ 黄、ピンク、オレンジ、
紫）を選びます。
マーカーが選択した色になり、単語帳に登
録されます。

▶参考◀
登録したマーカーを消すときは
 ●	手順2で、マーカーが引かれている文字にタッ

チし、手順３を行います。
	 画面に表示されるマーカー削除の確認で〔 Y  

はい〕にタッチします。

各コンテンツ画面から登録語を見る

1	見たいコンテンツの画面（入力/選択画面、
詳細画面など）にします。

2	 機能 （単語帳）と押します。
全単語リスト画面が表示されます。

3	 、 で目的の語を選び 検索/決定 を
押します。
選んだ語の詳細画面が表示されます。

▶参考◀
 ●	データは各コンテンツと同様の順番、または登

録順に並びますが、成句などは見出し語よりも
後に並びます。
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コンテンツ一覧から登録語を見る

1	 メニュー を押し、「便利機能」から「すべ
ての単語帳を見る」を選びます。
単語帳がある分類の一覧が表示されます。

2	 、 で目的の分類を選び 検索/決定
を押します。
分類内のコンテンツ一覧が表示されます。

3	同様の操作で目的のコンテンツ、語を選
び詳細画面を表示させます。

マーカー部分を使ってテストをする

覚えたい語句にマーカーを引いて登録し、そ
の部分を集中的に覚えたり、マーカー部分を
隠しておいて、その部分を言い当てるテスト
ができます。

1	例えば英和辞典の入力画面などで 機能
メニュー（マーカーテスト）と押します。
マーカーテストリスト画面が表示されます。

●	単語帳リスト画面で、 を押すか
〔マーカーテスト〕タブにタッチしても
マーカーテストリスト画面が表示されま
す。

2	テストしたい語を選び 検索/決定 を押し
ます。
マーカーを引いた箇所の文字が隠された詳
細画面が表示されます。

便
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3	隠されている内容を言います（または考
えます）。

4	マーカーをペンでタッチするとマーカー
で隠れている内容が表示されますので、
言った（考えた）答えと一致しているか
確認します。
●	もう一度マーカーをペンでタッチすると

表示された内容が隠れます。
●	 検索/決定 キーで全てのマーカー部分の

表示/非表示を切り替えることができま
す。

5	 戻る でマーカーテストリスト画面に戻っ
て、手順2 ～ 4の操作で次の語のテスト
をします。

▶参考◀
 ●	単語帳の画面などで、前に“ ”マークが表示

されている語は、マーカーが付けられているこ
とを示します。

 ●	マーカーテストの詳細画面では や 　例
などの操作をすることができません。
・詳細画面に表示されている や 　例 などは、

戻る 、 と続けて押して単語帳リスト画面に
切り替え、表示されるリストからテスト中の単語を
選択して詳細画面を表示すると操作できます。

・マーカーテストに戻るには、戻る を押して単語帳リ
スト画面に切り替え、手順１の操作でマーカーテス
トリスト画面を表示して、手順２の操作でテスト中
の単語を選択してください。
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単語帳を削除（登録を解除）する

単語帳を１件ずつ削除する方法

1	各コンテンツの全単語リスト画面を表示
させます。

2	 、 で削除したい語にカーソルを移
して 後退 を押します。
削除の確認画面が表示されます。

3	 Y キーを押します。
選択した語が削除されます。

▶参考◀
 ●	単語帳の詳細画面で 後退 を押しても削除する

ことができます。
 ●	単語帳データを削除しても、元の辞書データな

どは消えません。

単語帳をまとめて削除する方法

1	 メニュー を押し、「便利機能」から「各種
設定」を選びます。

2	 、 で「単語帳削除」を選び
検索/決定 を押します。

3	 、 、 、 でコンテンツ、また
は「全部」を選び 検索/決定 を押します。
削除の確認画面が表示されます。

4	 Y キーを押します。

便
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マーカーだけをまとめて消去(削除)する方法

1	 メニュー を押し、「便利機能」から「各種
設定」を選びます。

2	 、 で「 マーカー削除」を選び
検索/決定 を押します。

3	マーカーを消去するコンテンツなどを選
び 検索/決定 を押します。

4	削除の確認画面で Y キーを押して削除
します。

▶参考◀
 ●	上記操作でマーカーは消去されますが、単語帳

のデータは削除されません。

画像から説明内容を探す
スーパー大辞林に収録されている画像から、
説明内容を探すことができます。

1	 メニュー を押し「国語系」から「三省堂
スーパー大辞林」を選びます。

2	「画像から探す」を選び、分野（例えば「動
物」）、見たい項目（例えば「哺乳類」）を選
んでいき、画像を表示させます。

3	 や で目的の画像を表示さ
せます。

4	 検索/決定 を押し、説明などを表示させま
す。

5	 、 などで画面を送り説明などを読
みます。

◣注意◥
 ●	「画像から探す」で表示される画像は、コンテン

ツに含まれる画像の中から抜粋しています。す
べてを表示することはできません。
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電卓機能を使う
電卓機能では、普通の四則計算の他に、消費
税の計算ができます。

電卓で主に使うキー

電卓（消費税電卓）で計算する
12桁までの加減乗除、税込/税抜計算、メモ
リー計算などができます。
消費税率はあらかじめ5％に設定されていま
す。

1	 メニュー を押し「便利機能」から「電卓」
を選びます。
電卓画面が表示されます。

	  ●	消費税率の変更は、電卓画面で を押す
と表示される画面で税率を入れ、検索/決定
を押し設定します。

便
利
な
使
い
か
た

PW-GC50取扱説明書.indb   56 2011/10/31   15:46:58



57

▶参考◀
 計算を始める前に
●	始めに R･CM R･CM クリア と押してメモリー

と表示をクリアしてから計算してください。
●	消費税計算を行うときは税率を確認し、必要な

ときは設定し直してください（ 前記）。
●	最初が負数の計算は、減算記号（ － ）をマイナ

ス記号として計算を始めることができます。
●	入力中に数字を入れまちがえたときは C･CE

を押して、もう一度入れ直してください。
●	計算の途中や結果を示すため、画面に ＝、Ｍ＋、

Ｍ−、＋、−、×、÷ が表示されますが、以降の
計算例では、これらは省略しています。

こんなときはエラーが出ます
	 計算結果の整数部が13桁以上になったときや、

除数が0の除算をしたときなどは、画面に「E」
が表示され、その後の計算ができなくなります。
C･CE でエラーを解除してください。次のよう

な概数表示では、小数点は兆の位を示します。
例：4567890123 × 		 E
	 4560 ＝ 	 20.8295789608  
	 C･CE 	 20.8295789608
	 ↑
	 兆の位

	 計算例・キー操作	 表示(答)
加減乗除算
　●	(−24)÷ 4−2 ＝
	 　 クリア  −  24 ÷  4 −  2 ＝ 	 − 8.
定数計算
　●	34 ＋ 57 ＝	  34 ＋  57 ＝ 	 91.
	 45 ＋ 57 ＝	  45　　　　 ＝ 	 102.
	 　　　　　 （加数が定数となります）

　●	68 × 25 ＝	  68 ×  25 ＝ 	 1’700.
	 68 × 40 ＝	  34  ＋  40 ＝ 	 2’720.
	 　　　　 （被乗数が定数となります）
パーセント計算
　●	200の10%は？	  200 ×  10 ％ 	 20.
　●	9は36の何％	  9 ÷  36 ％ 	 25.
割増・割引計算
　●	200の10%増しは？
	 	  200 ＋  10 ％ 	 220.
　　　(または 200 ×  10 ％   ＋   ＝  )

　●	500の20%引きは？
	 	  500 −  20 ％ 	 400.
　　　(または 500 ×  20 ％   −   ＝  )
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	 計算例・キー操作	 表示(答)
べき乗計算
　●	46 ＝ (43 )2 ＝
		  4 ×   ＝   ＝   ×   ＝ 	 4’096.
逆数計算
　●	1/ 8 ＝	  8 ÷   ＝ 	 0.125
税込計算・税抜計算
　●	25000円の		  	 税込　

	 　税込額（5%）は？	 25000	  	26’250.
				    税額　

	 　税額（5%）は？　	 	   	 1’250.
　●	税込額が1050円と525円の
	 　合計額は？	 1050 ＋  525 ＝    	1’575.			 

税抜　 

	 　税抜額（5%）は？	  	 1’500.			 
税額　

	    税額（5%）は？	  	 75.

  ●	－ キーは  を押します。

	 計算例・キー操作	 表示(答)
メモリー計算
　●	（累計）	 R･CM  R･CM ※ 
		  25 ×  5＝	 25 ×    5 M＋	 M	 125.
	 −）84 ÷  3＝		 84 ÷    3 M－	 M	 28.
	 ＋）68 ＋17＝		 68 ＋  17 M＋	 M	 85.
		  （計）＝	 R･CM 	 M	 182.

　●	(定数記憶)	 R･CM  R･CM ※ 		
	 	 12 ＋  14 M＋	 M	 26.
		 35×(12＋14)＝	 35 ×  R･CM  ＝  	M	 910.
		  (12＋14)÷5＝	 R･CM  ÷   5    ＝ 	 M	 5.2

※計算の前にメモリーを消去します。
	 メモリーに0以外の数値が入ると、“M”が表

示されます。
	 M＋ 、M－ は ＝ の働きもかねています。
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各種設定
使いやすく設定を変える方法を説明します。

1	 メニュー を押し「便利機能」から「各種設
定」を選びます。
各種設定リスト画面が表示されます。

名前を登録していない
と、「オープニング設
定」の項目は淡く表示
され、選択することが
できません。

2	 、 で各項目を選び 検索/決定 を押
す。または、項目左の番号を数字キーで
選びます。
各設定画面などが表示されます。

以降、各種設定リストの選択操作は、次の
ように説明します。
例：�各種設定リスト画面で「プレビュー」

を選び 検索/決定 を押します。

▶参考◀
 ●	各種設定リスト画面からメインメニュー画面に

戻るときは 戻る を押します。
 ●	しおり削除は、47ページをご覧ください。
 ●	単語帳削除／マーカー削除は54、55ページを

ご覧ください。

オートパワーオフ時間の設定
キー操作がなかったとき自動的に電源が切れる
時間を設定します。

1	各種設定リスト画面で「オートパワーオフ
時間」を選び 検索/決定 を押します。
オートパワーオフ時間設定画面が表示され
ます。

2	 、 で“ ”を移動させて時間を選
び 検索/決定 を押します。
時間が設定されリスト画面に戻ります。
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表示の明るさの調整

1	各種設定リスト画面で「明るさ調整」を選
び 検索/決定 を押します。
明るさ調整画面が表示されます。

2	 、 や数字キー（ 1 ～ 5 ）で明るさ
を調整し 検索/決定 を押します。
明るさが設定されリスト画面に戻ります。

▶参考◀
 ●	約30秒間（音声再生中は約5秒間）キーを操作

しないと画面が“明るさ1”相当になります。画
面にタッチまたは何かキーを押せば戻ります。

プレビュー表示の入/切の設定
プレビュー表示（ 34ページ）を設定します。

1	各種設定リスト画面で「プレビュー」を選
び 検索/決定 を押します。
プレビュー設定画面が表示されます。

2	 、 で“ ”を移動させて入/切を選
び 検索/決定 を押します。

入/切が設定されリスト画面に戻ります。

音声再生速度の設定
音声再生時の速さを設定します。

1	各種設定リスト画面で「音声再生速度」を
選び 検索/決定 を押します。
音声再生速度設定画面が表示されます。

2	 、 で“ ”を移動させて速度を選
び 検索/決定 を押します。
速度が設定されリスト画面に戻ります。

音量の設定

1	各種設定リスト画面で「音量」を選び
検索/決定 を押します。

音量設定画面が表示されます。

2	 、 や数字キー（ 0 ～ 9 ）で音量を
設定し 検索/決定 を押します。
音量が設定されリスト画面に戻ります。

各
種
設
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使用する電池の設定
使用する電池を乾電池から充電池に交換したと
きや、充電池から乾電池に交換したときは、電
池設定をしてください。

◣注意◥
市販の充電池をご使用になる場合は、次のことを
お守りください。発熱、発火、破裂、感電の原因
になることがあります。
 ●	充電池は三洋電機株式会社製の単４形eneloop®

（エネループ）またはパナソニック株式会社製
の単４形 充電式EVOLTA（エボルタ）をご使用
ください。

	 これ以外の充電池は使用しないでください。
 ●	充電は必ず各充電池の専用の充電器をお使いく

ださい。
 ●	充電池をご使用の際は、充電池やその充電器の

取扱説明書、注意書きなどを十分お読みいただ
き、条件を守ってご使用ください。

1	各種設定リスト画面で「電池設定」を選び
検索/決定 を押します。

電池設定画面が表示されます。

2	 、 で使用する電池（「アルカリ乾
電池」または「充電池」）を選び 検索/決定
を押します。
使用する電池が設定され、各種設定リスト
画面に戻ります。

▶参考◀
 ●	使用する電池と、上記の設定が一致していない

と、電池残量検出が正しく行われないことがあ
ります。
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タッチパッドの調整
タッチパッド（表示部）は、ボタンなどが表示さ
れる位置と、実際にタッチしたと認識される位
置がずれる場合があり、このずれが小さくなる
ように調整します。

1	各種設定リスト画面で「タッチパッドの調
整」を選び 検索/決定 を押します。
タッチパッドの
調整画面が表示
され、左上に + 
マークが表示さ
れます。

2	付属のタッチペンで　+　マークの中心（線
の交点）に正確にタッチして離します。
タッチして離すと別の所に　+　が表示され
るので同様にタッチします。+　は4カ所に
表示されます。調整が終わると各種設定リ
スト画面に戻ります。

電源投入時の画面（オープニング画面）の設定
[入/切]キーで電源を入れたときに登録した名
前を一定時間表示される画面（オープニング画
面）に表示することができます。
	 表示なし	：	 オープニング画面は表示しません。
	 名前	 ：	 登録した名前を表示します。

1	各種設定リスト画面で「オープニング設
定」を選び 検索/決定 を押します。
初期状態では「表示なし」になっています。

2	 、 で“ ”を移動させてオープニ
ングの設定を選び 検索/決定 を押します。

各
種
設
定
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オープニング画面を表示しないようにするには
手順２で「表示なし」を選んで 検索/決定 を押
します。

▶参考◀
 ●	各種設定リスト画面で「オープニング設定」の

項目が淡く表示されている場合は、次の項目を
参照して名前を登録してから、オープニング画
面を設定してください。

電子辞書に名前を登録する
まちがえて電子辞書を他人が使用しないように、
ご自身の名前を登録し、電源を入れたときの
オープニング画面として表示させることができ
ます。登録した名前は、他人が変更や消去でき
ないように暗証番号（パスワード）で保護します。

◣注意◥
 ●	暗証番号は名前の保護用であり、電子辞書本体

を保護（ロック）するものではありません。 
暗証番号を忘れても、電子辞書本体の機能は制
限なく使用することができます。

名前と暗証番号を登録する

1	各種設定リスト画面で「名前の設定」を
選び 検索/決定 を押します。
暗証番号の入力画面が表示されます。
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2	数字で暗証番号を入れます。
例：「1234」

3	 検索/決定 を押します。
名前の入力画面が表示されます。

4	アルファベットで名前を入れます。
スペースや記号などは使えません。
例：「YAMADA」

5	 検索/決定 を押します。
名前と暗証番号が登録され、各種設定リス
ト画面に戻ります。

◣注意◥
 ●	暗証番号が分からなくなると、名前の変更や削

除ができなくなります。
	 暗証番号は、必ず紙などに控え、他の人に見ら

れない所に保管してください。誕生日や電話番
号など、他の人に知られやすい番号は避けてく
ださい。

 	●	�名前、暗証番号は本体を初期化しても消すこと
はできません。

		�  なお、弊社では暗証番号の解除のご依頼をお受
けすることはできません。

名前をオープニング画面に設定する
名前をオープニング画面として表示させるには、
オープニング設定画面で、「名前」を選択して設
定します。（「電源投入時の画面（オープニング
画面）の設定」を参照）

各
種
設
定

PW-GC50取扱説明書.indb   64 2011/10/31   15:47:00



65

登録している暗証番号を変更する

1	各種設定リスト画面で「名前の設定」を
選び 検索/決定 を押します。
暗証番号入力／変更の選択画面が表示され
ます。

2	 で「暗証番号を変更する」を選び、[検
索/決定]を押します。
暗証番号の入力画面が表示されます。

3	現在の暗証番号を入れ、 でカーソルを
下に移して新しい暗証番号を入れます。
例：「4321」

4	 検索/決定 を押します。
暗証番号が変更され、各種設定リスト画面に
戻ります。

登録している名前を変更する
登録している名前を変更するときは次の手順で
行います。

1	各種設定リスト画面で「名前の設定」を
選び 検索/決定 を押します。
暗証番号入力／変更の選択画面が表示され
ます。
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2	登録している暗証番号を入れます。
例：「4321」

3	 検索/決定 を押します。
名前の変更／削除選択画面が表示されま
す。

4	 、 で「名前を変更する」を選んで
検索/決定 を押します。

名前の入力画面が表示されます。

5	アルファベットで名前を入れます。
例：「SUZUKI」

6	 検索/決定 を押します。
名前が変更され、各種設定リスト画面に戻り
ます。

登録している名前、暗証番号を削除する

登録している名前、暗証番号を削除するとき
は次の手順で行います。名前を削除すると
暗証番号も削除されます。

1	先の「登録している名前を変更する」の
手順1 〜 3を行います。

各
種
設
定
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2	 、 で「名前を削除する」を選んで
検索/決定 を押します。

名前削除の確認画面が表示されます。

3	 Y キーを押します。
名前が削除され、各種設定リスト画面に戻り
ます。
 ●	 N キーを押したときは削除を中止して各

種設定リスト画面に戻ります。
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国 語 系

三省堂　スーパー大辞林
日本語

調べたい言葉（仮
名または漢字）を
入れます。

逆引き
調べたい言葉の後ろにつく文字（例：「つば
き」）を入れます。

アルファベット略語
調べたい略語のスペリングを入れる。また
は項目を選びます。

分野別小辞典
　分類：�季語　慣用句　人名　地名　作品名　

動植物　芸術・芸能

季 語　 人 名　 地 名　 作 品 名　 動 植 物　 
芸術・芸能
項目を選択後、調べたい言葉の読みを入れ
ます。
慣用句
	 読み	 慣用句の読みの先頭2文字を入れ

ます。
	 キーワード	 慣用句に含まれる言葉を3

種類まで入れます。

画像から探す
分野を選んでいって画像を表示させ 、

などで目的の画像を探します。
画像を表示させて 検索/決定 を押すと説明
などが表示されます。

音を聞く
クラシック音楽のさわり、鳥の鳴き声、虫
の鳴き声、その他が収録されています。
各項目を選んでいって再生させます。再生
中に 検索/決定 を押すと説明などが表示さ
れます。
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▶参考◀
 ●	見出し語
	 スーパー大辞林3.0では関係のある言葉が検索

できるように、いくつかの見出し語で工夫がさ
れています。

	 例	「篭」を入力すると「籠」がリストに表示され
る。

　	 ※篭は籠の異体字です。
			 

 ●	類語表示
	 スーパー大辞林3.0には類語が収録されている

見出し語があります。意味の似た言葉や関係の
ある言葉を表示するので、別の言葉に言い換え
たいときなどに役立ちます。

国
語
系

	
見出し語と同じ
意味を持つ類語
を表示
類語は意味合い
の似た語ごとに
区分されていま
す。
なお、1つの語が
複数の意味合い
を持つ語は、複
数の区分に収録
されている場合
があります。

収録音声データ著作権保有者
クラシック音楽：
	 Ⓒ 2007  Naxos Japan, Inc.

鳥・虫などの鳴き声：
	 Ⓒ 2007  上田秀雄ネイチャーサウンド
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明鏡国語辞典　第２版
日本語

調べたい言葉（仮
名または漢字）を
入れます。

類語 日本語
調べたい言葉（仮名または漢字）を入れ、
類語を調べます。

問題なことば索引
「誤用」や「敬語」、その他「気になることば」
に関わる解説などの主なものを索引から検
索することができます。

略号・記号一覧
略号や記号の表記などを見ることができます。

凡例
編集要旨（凡例）などを見ることができます。

第二版 改訂の方針
第二版 改訂の方針を見ることができます。

新漢語林　第二版

漢字/熟語
手書き入力パッ
ドで漢字を手書
き入力して検索
します。

読みや画数から調べる
単漢字の読みや画数を入力して検索します。
 ●	音訓読み
	 漢字の読み（音読み、訓読み）を1 ～ 2種入

れます。
 ●	部首読み
	 部首の読みを入れます。
 ●	部首画数
	 部首の画数を入れ 検索/決定 を押し、表示さ
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れる部首の候補選択画面から部首を選択し
て 検索/決定 を押して部首を入れます。

 ●	部首内画数
	 部首以外の画数を入れ 検索/決定 を押し、表

示される候補選択画面から選択します。
 ●	総画数
	 漢字の総画数を入れます。

熟語を読みから調べる
熟語の読みを入力して検索します。

新漢語林 第二版について
この辞典の編集要旨（凡例）などを表示します。

全訳古語辞典
日本語

調べたい言葉（仮
名または漢字）を
入れます。

カラー挿絵を見る
各分類などを選んでいって、挿絵を表示さ
せます。

国
語
系
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英 語 系

ジーニアス英和＆和英辞典
スペリング
（英和辞典）

調べたい単語のスペ
リングを入れます。

日本語（和英辞典）
調べたい言葉（仮名または漢字）を入れます。

英和成句検索
3つ以内の単語（スペリング）を入れ、それ
らをすべて含んだ成句（熟語）を調べます。

英和スペルチェック
確信がもてない単語（スペリング）を入れ、
該当する単語を英和辞典で調べます。

▶参考◀
 ●	プラス マークは追加された「ジーニアス用例プラ

ス」の例文を示します。

ベーシックジーニアス英和辞典

スペリング
調べたい単語のス
ペリングを入れま
す。

ベーシック成句検索
単語（スペリング）を1 ～ 3語入れ、それ
をすべて含んだ成句（熟語）を調べます。

スペルチェック
確信がもてない単語（スペリング）を入れ、
該当する単語を英和辞典で調べます。（「英
単語のスペルチェックをする」を参照）
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理 科 & 社 会

ブリタニカ国際大百科事典
日本語

調べたい言葉（仮
名または漢字）を
入れます。

スペリング
調べたい語のスペリングを入れます。

世界の国 世界遺産関連項目

世界の人物 世界の動物

日本の都道府県 その他

凡例 キーワードから探す

画像から探す
それぞれ、各項目を選んでいきます。「キー

OXFORD現代英英辞典
スペリング

調べたい単語の
スペリングを入
れます。

英英成句検索
単語（スペリング）を1 ～ 3語入れ、それ
をすべて含んだ成句（熟語）を調べます。

英英スペルチェック
確信がもてない単語（スペリング）を入れ、
該当する単語を英英辞典で調べます。（「英
単語のスペルチェックをする」を参照）

この辞典について
この辞典についての解説を見ます。

英
語
系
／
理
科
＆
社
会
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ワードから探す」を選ぶと、キーワード入
力画面になります。キーワードを入力し、
そのキーワードを含む内容を探します。

本製品に収録しているブリタニカ国際大百科事
典 小項目電子辞書版は、当社に版権を許諾いた
だいたデータを電子辞書用に編集して収録した
ものです。

日本史事典・世界史事典

日本語
調べたい言葉（仮
名または漢字）を
入れます。

生物事典

日本語
調べたい言葉（仮
名または漢字）を
入れます。

新物理小事典・新化学小事典

日本語
調べたい言葉（仮
名または漢字）を
入れます。
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の見出し語表示画面になりますので、同様
に意味などを考え、確認していきます。
 ●	 を押すと逆順で送られます。
 ●	見出し語表示画面で を押すと次また

は前の見出し語が表示されます。
 ●	「英単語ターゲット1900」および「英検

Pass単熟語」の意味表示画面では、意味な
どの一部（赤色文字）を隠して学習すること
ができます。 を押すと画面上部のタブ
が交互に選ばれ、表示/非表示画面が切り替
わります。

	 なお、通常、意味表示画面の赤文字を表示/非
表示のどちらにするかは、下記の「学習設定」
で設定することができます。

 ●	 が表示されている画面では発音を聞く
ことができます。
・発音を聞いたあとは、 戻る ボタンを押して

の反転表示を解除し、 に戻してから次の操
作を行ってください。

 ●	学習項目にチェックを付け、学習設定で
チェックを付けた項目を学習リストに表示、
または非表示にすることができます。

学 習（英語Ⅰ）

英単語ターゲット1900・ 
英熟語ターゲット1000

英検Pass単熟語（3級・準2級・2級）

学習する
タイトル、見出し語を選んで見出し語表示
画面にし、表示された語の意味などを考え
た後 または 検索/決定 で意味表示画面
にして、考えた意味などが合っているか確
認します。
もう一度 または 検索/決定 を押すと次

学
習
（
英
語
Ⅰ
）
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＜チェックの付け方＞
・「学習リスト」などに表示されるチェック欄
（□）をタッチペンでタッチすることで項目
にチェックを付けることができます

〔学習リスト画面〕 〔見出し語表示画面〕

〔意味表示画面〕

索引で引く
スペリングを入れて単語（見出し語）を検索
し、「学習する」と同じ操作で学習します。
 ●	「英熟語ターゲット」では、入力した単語を

含む熟語が検索されます。

学習設定
設定画面で 、 を押して設定したい
項目を選び 検索/決定 を押します。

　［学習リスト表示］
学習リストに表示する内容を設定します。

　　 　すべて表示
　　□　チェックのみ表示
　　□　未チェックのみ表示

　［訳・説明表示］※

意味表示画面で、通常、赤文字（訳や説明
など）を表示するか否か設定します。

　　 　表示する		  通常は表示
　　□　隠す（表示しない）	 通常は非表示

※	「英熟語ターゲット」 の学習設定に[訳・
説明表示]は表示されません。

　［チェック削除]
チェックを全て削除します。
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【英単語ターゲットの記号説明】
●	 	 派生語、関連語
●	  熟語、表現
●	  補足説明
●	 品詞の表示
動 動詞	 名 名詞	 形 形容詞
副 副詞	 前 前置詞	 接 接続詞
代 代名詞	 助 助動詞
＊見出し語訳に「を」「に」などがあれば他
動詞、なければ自動詞。

●	 関連情報の表示
⇔　反意語	 ≒　類義語	 ＝　同意語
米　アメリカ式英語　英　イギリス式英語
( ～ s)　複数形　　
(the ～ )　冠詞theを伴う
略：略称

●	 語句表示
[　]　言い換え可能　　(　) 省略可能
to do 不定詞　　doing　動名詞・現在分詞
A, B　対照的な語句、主に人（oneの変わ

りに）を表す

【英熟語ターゲットの記号説明】
●	  補足説明
●	 語句表示
[　]　言い換え可能　　(　) 省略可能

新TOEICⓇテスト文法特訓
● TOEIC is a registered trademark of Educational  
Testing Service (ETS). This (publication/product) is 
not endorsed or approved by ETS.

最初の画面（学
習項目選択画面）
で学習項目を選
び、表示される
学習方法選択画
面で学習方法を
選択します。
隠れている項目は や で表示させます。

解説で学習し練習問題を解く
この項目を選ぶと解説が表示されますの
で、 や で画面を送りながら読んで
いきます。

学
習
（
英
語
Ⅰ
）
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が表示されたときは直前の例文の音
声を再生することができます。
解説の画面で 検索/決定 を押すと、次操作
選択画面に次の項目が表示されます。
［練習問題を解く］
練習問題が表示されます。
［次の日の学習をする（練習問題をスキップ）］
次の学習項目の学習方法選択画面が表示さ
れます。
［学習を終了する］
学習項目選択画面に戻ります。

練習問題を解く
問題画面に穴埋め問題が表示されます。
問題文の ------- 箇所に入る最適語を 1 、2 、
3 、4 キ ー で、4つの候補の中から選び、
検索/決定 または を押して解答します。

解答すると次の問題が表示されます。
20問解答すると結果確認画面が表示されます。
結果確認画面で、問題番号を数字キーで選

ぶと、その問題の解答・解説画面が表示さ
れます。
 ●	問題画面や解答・解説画面で問題を表示し

ているとき 、 を押すと前または次の
問題が表示されます。

 ●	問題画面で20問目を表示しているとき、
や 検索/決定 を押すと結果確認画面になります。

 ●	解答・解説画面で 切替 を押すと画面上部の
タブが切り替わり、問題の日本語訳や解説を
見ることができます。

 ●	結果確認画面で「21　次の日の学習へ」を選ぶ
と、結果確認を終了させ、次の学習項目の学
習方法選択画面が表示されます。

 ●	結果確認画面で「22　終了する」を選ぶと、結
果確認を終了させ、練習結果を消去します。
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学 習（英語Ⅱ）

キクタンTOEICⓇTest Score 600・
キクタンTOEICⓇ Test Score 800

● TOEIC is a registered trademark of Educational 
Testing Service (ETS). This (publication/product) is 
not endorsed or approved by ETS.

チャンツで学習
   （リスニング）

学習するタイト
ルを選びます。
選んだタイトル
内の見出し語（単語など）が、リズムに乗せ
て読み上げられます。
 ●	チャンツを中止するときは 戻る を押します。
 ●	再生中に を押すと前後のタイトルに

切り替わります。

学習する
タイトル、見出し語を選んで見出し語表示
画面にし、表示された語の意味などを考え

た後 または 検索/決定 で意味表示画面
にして、考えた意味などが合っているか確
認します。
もう一度 または 検索/決定 を押すと次
の見出し語表示画面になりますので、同様
に意味などを考え、確認していきます。
 ●	 を押すと逆順で送られます。
 ●	見出し語表示画面で を押すと次また

は前の見出し語が表示されます。
 ●	意味表示画面では、意味などの一部（赤色文

字）を隠して学習することができます。
	 切替 を押すと画面上部のタブが交互に選ば

れ、表示/非表示画面が切り替わります。
	 なお、通常、意味表示画面の赤文字を表示

/非表示のどちらにするかは、下記の「学習
設定」で設定することができます。

 ●	学習項目にチェックを付け、学習設定で
チェックを付けた項目を学習リストに表示、
または非表示にすることができます。チェッ
クの付け方は「英単語ターゲット」の[学習す
る]を参照してください。

学
習
（
英
語
Ⅱ
）
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索引で引く
スペリングを入れて単語（見出し語）を検索
し、「学習する」と同じ操作で学習します。

学習設定
設定画面で 、 を押して設定したい
項目を選び 検索/決定 を押します。

　［学習リスト表示］
学習リストに表示する内容を設定します。

　　 　すべて表示
　　□　チェックのみ表示
　　□　未チェックのみ表示

　［訳・説明表示］
意味表示画面で、通常、赤文字（訳や説明
など）を表示するか否か設定します。

　　 　表示する		  通常は表示
　　□　隠す（表示しない）	 通常は非表示

　［表示項目］
意味表示画面に表示させる内容を設定します。

　　□　基本	 意味などを表示。意味を重
点的に学習

　　□　基本＋フレーズ
	 熟語なども表示。意味に加

え熟語なども学習
　　 　基本＋フレーズ＋例文
	 例文なども表示。意味や熟

語などに加え例文でも学習
　　　　  注） は、初期の設定項目を示します。

　［チェック削除]
チェックを全て削除します。

【キクタンの記号説明】
●	〔名〕、〔動〕、〔形〕、〔副〕、〔前〕、〔接〕、〔間〕※：

順に、名詞、動詞、形容詞、副詞、前
置詞、接続詞、間投詞※を表します。

	 ※	〔間〕はキクタンTOEICⓇ Test Score 800
でのみ表示されます。

●	 見出し中の［　］：言い換え可能を表します。
●	 見出し中の（　）：省略可能を表します。
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●	 見出し中のA、B：語句（主に名詞・代名
詞）が入ることを表します。

●	 見出し中のbe：be動詞が入ることを表
します。be動詞は主語の人称・時制
によって変化します。

●	 見出し中のdo：動詞が入ることを表します。
●	 見出し中のdoing：動名詞が入ることを

表します。
●	 見出し中のoneself：再帰代名詞が入る

ことを表します。主語によって再帰
代名詞は異なります。

●	 見出し中のone’s：名詞・代名詞の所有
格が入ることを表します。

●	 見出し中の「～」：節（主語＋動詞）が入る
ことを表します。

●	 意味の中の（　）：補足説明を表します。
●	 意味の中の［　］：言い換えを表します。
●	〔！〕：発音、アクセント、定義に注意すべ

き単語についています。
●	〔＋〕：補足説明を表します。
●	 ≒：同意・類義語［熟語］を表します。
●	 ⇔：反意・反対語［熟語］を表します。

キクジュクBasic 1800・
キクジュクSuper 3600

【キクジュクの記号説明】
●	 熟語中の（　）：省略可能を表します。
●	 熟語中の［　］：言い換え可能を表します。
●	 熟語中のA、B：語句（主に名詞・代名詞）

が入ることを表します。
●	 熟語中のbe：be動詞が入ることを表し

ます。be動詞は、主語の人称・時制
によって変化します。

●	 熟語中のdo：動詞が入ることを表します。
動詞は、主語の人称・時制によって変
化します。

●	 熟語中のdoing：動詞の動名詞形または
現在分詞形（-ing形）が入ることを表
します。

●	 熟語中のoneself：再帰代名詞が入るこ
とを表します。主語によって再帰代
名詞は異なります。

学
習
（
英
語
Ⅱ
）
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●	 熟語中のA’s：名詞・代名詞の所有格が
入ることを表します。

●	 熟語中の「～」「...」※：節（主語＋動詞）が
入ることを表します。

●	〔！〕※：基本動詞・前置詞・副詞の用法
の種類を表します。

●	〔＋〕：熟語中の語彙の意味または定義中
の追加説明を表します。

●	〔元〕：その熟語の元々の意味を表します。
●	 ≒：同意熟語・同意語または類義熟語・

類義語を表します。
●	 ⇔：反意熟語・反意語または反対熟語・

反対語を表します。
●	 意味の中の（　）：補足説明を表します。
●	 意味の中の［　］：言い換えを表します。
※	「...」はキクジュクSuper3600のみ、〔！〕は

キクジュクBasic1800のみで表示されます。

学 習（その他）

百人一首

上の句　日本語
上の句の初めの
言葉（仮名また
は漢字）を入れ
て歌を調べま
す。

下の句　日本語
下の句の初めの言葉（仮名または漢字）を
入れて歌を調べます。

歌番号から探す
番号を選んで歌を調べます。

きまり字から探す
きまり字を選んで歌を調べます。
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▶参考◀
 ●	きまり字とは、先頭から何文字かが分ると、ど

の歌か決まる文字のことです。
 ●	音声は上の句、下の句を連続して再生します。

片方だけの再生は行えません。

数学公式集
数学Ⅰ・数学A・数学Ⅱ・数学Bの4科目から重
要公式180をとりあげ、公式の導き方、使い方、
注意、参考、覚え方など幅広く解説しています。

日本語
調べたい公式の
語（仮名または
漢字）を入れま
す。

数学Ⅰ［1］～［38] 数学A［39］～［80]

数学Ⅱ［81］～［142] 数学B［143］～［180]
各項目や公式名を選んでいきます。

▶参考◀
 ●	重要度を★の数で表示しています。数が多いほ

ど重要な公式です。
 ●	ただし、数学Ⅰ・数学A・数学Ⅱ・数学Bの範

囲を越えるものや、やや程度の高いものについ
ては表示されません。

 ●	タイトル（公式名）の前に［113］などの番号（連
番）をつけています。解説などで、［97］など
の番号が記載されている場合は、その番号の公
式を示していますので、参照してください。

現代社会テーマ集

キーワード
調べたいキー
ワードを入れま
す。

第1章　現代社会の仕組み

第2章　国際社会の仕組み

学
習
（
そ
の
他
）
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学習する
学習の種類や範
囲を選んで問題
例を表示させ

〈　〉で囲まれた
部分の漢字または読みを学習します。
次の問題例は で表示させます。
切替 で漢字または読みの表示、非表示を切

り替えることができます。
▶参考◀

 ●	説明内容には、難語句の意味のほか、次の記号
で示す発展・参考事項を収録しています。 

（対）… 対義語・対照語	 （類）… 類義語 
（語）… よく使われる語例	 （注）… 注意事項

読みで引く
収録されている漢字の読みを入れ、漢字を
調べます。

学習設定
設定画面で 、 を押して設定したい
項目を選び 検索/決定 を押します。

第3章　文化と環境

資料　日本国憲法
各分類を選んでいきます。

▶参考◀
 ●	各テーマの重要度を★の数で示しています。 

★ …… 一 般 的　　 ★ ★ …… 重 要　　 
★★★…… 最重要

漢字ターゲット1700

「漢字ターゲット1700」の詳細画面に表示され
る48ドット漢字（大きい漢字）は教科書などで
使用される字形に合わせています。
本製品の他の辞書などで使用されている漢字の
字形は、JISの漢字表に準拠しており、「漢字ター
ゲット1700」や一般の辞典などに採用されて
いる字形と異なることがあります。漢字の学習
には、「漢字ターゲット1700」の字形により学
習ください。
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　［学習リスト表示］
学習リストに表示する内容を設定します。

　　 　すべて表示
　　□　チェックのみ表示
　　□　未チェックのみ表示

　［訳・説明表示］
意味表示画面で、通常、赤文字（訳や説明
など）を表示するか否か設定します。

　　 　表示する		  通常は表示
　　□　隠す（表示しない）	 通常は非表示

　［チェック削除]
チェックを全て削除します。

日本史年代暗記ターゲット312・ 
世界史年代暗記ターゲット315

収録されている年代のゴロあわせや年代の解
説を表示させて学習することができます。

学習する
学習の種類や範
囲を選んで学習
内容を表示させ
て学習します。

で次の内容を表示させて学習します。

年代で引く
収録されている出来事を、年代順のリスト
から選んでいきます。

学習設定
「漢字ターゲット1700」と同様の操作で
表示する内容を設定することができます。

学
習
（
そ
の
他
）
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4. 表記形
1	【　】の中に標準的な書き表し方を示した。
	 【　】の中の漢字が「常用漢字表」にないものに

は「 」、その漢字が「常用漢字表」にはあるが、
見出しに相当する音訓が示されていないものに
は「 」を付した。「常用漢字表」の「付表」の語
は《　》で囲んで示した。

2	送り仮名は、内閣告示「送り仮名の付け方」の
通則に基づいて示した。

3	外来語については【　】の中に綴りを示した。
ギリシャ語・梵語等はローマ字綴りに直した。

5. 品詞・活用
1	見出し語の品詞・活用の種類を（　）の中に略語

で示した。但し、名詞には品詞表示を省略した。
	 →「略語・記号一覧」参照
2	動詞には活用の行を示した。
3	主な助動詞には活用を示した。
4	スルは、サ変動詞としての用法があることを示

す。

コンテンツの凡例

スーパー大辞林3.0

1. 見出し
1	見出しは現代仮名遣いによる。
2	和語・漢語は平仮名、外来語は片仮名で表示。
3	見出しの中の「・」は活用する語の語幹と語尾

との区切りを示す。
	 「○」は、○ 以下が語幹語尾の区別のできない活

用語であることを示す。

2. 歴史的仮名遣い
	 歴史的仮名遣いが見出しと異なる場合は、見出

しの次に、異なる部分をひらがなで示した。見
出しと一致する部分は — の記号で省略した。

3. アクセント
	 現代語の見出しには共通語としてのアクセント

を示した。
	 →「この辞書のアクセント表示」参照
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6. 文語形
	 活用語で口語形と文語形の異なるものは、口語

形見出しのあとに として活用の種類と文語形
を示した。

7. 解説
1	現代語として用いられる意味・用法を先に、古

語としての意味・用法をあとに記述した。
2	専門用語については 　 の中に適宜その分野を

示した。
	 →「略語・記号一覧」参照
3	解説をすべて他の見出しで行なっている場合は 

解説: で示し、参照項目はその見出しを で
示した。

8. 用例
1	用例は語釈のあとに「　」で囲んで示した。
2	用例中の見出し語に相当する部分は—で略し

た。
	 活用語は、語幹の部分を —・で略した。語幹語

尾の区分のできない語は略していない。
3	出典名・作者名は、適宜略称を用いて示した。

9. 漢字見出し
1	熟語として一般によく用いられる漢字を、その

漢字の代表字音で配列し、解説した。たとえば、
「あ」という代表字音をもつ漢字を【あ】[漢] と
いうタイトルのもとに示してある。

略語・記号一覧
○品詞欄

（名）	 名詞
（代）	 代名詞
（動五）	 動詞五段活用
（動五[四]）	� 動詞口語五段活用・文語四段活用
（動四）	 動詞四段活用
（動上一）	 動詞上一段活用
（動上二）	 動詞上二段活用
（動下一）	 動詞下一段活用
（動下二）	 動詞下二段活用
（動カ変）	 動詞カ行変格活用
（動サ変）	 動詞サ行変格活用
（動ナ変）	 動詞ナ行変格活用
（動ラ変）	 動詞ラ行変格活用
（動特活）	 動詞特別活用
（形）	 形容詞
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（形ク）	 形容詞ク活用
（形シク）	 形容詞シク活用
（形動）	 形容動詞
（形動ナリ）	 形容動詞ナリ活用
（形動タリ）	 形容動詞タリ活用
（ト/タル）	� 「〜と」(副)「〜たる」(連体詞)の形で

用いられるもの

生 	 生物学
数 	 数学
物 	 物理学
化 	 化学
天 	 天文学
地 	 地学

（連体）	 連体詞
（副）	 副詞
（接続）	 接続詞
（感）	 感動詞
（助動）	 助動詞
（格助）	 格助詞
（接助）	 接続助詞
（副助）	 副助詞
（係助）	 係助詞
（終助）	 終助詞

（間投助）	 間投助詞
（並立助）	 並立助詞
（準体助）	 準体助詞
（接頭）	 接頭語
（接尾）	 接尾語
（連語）	 連語
（枕詞）	 枕詞
スル	 サ変動詞の	
	 用法

○専門用語
哲 	 哲学
論 	 論理学
倫 	 倫理学
仏 	 仏教
言 	 言語学

心 	 心理学
法 	 法律
経 	 経済
教 	 教育
医 	 医学

気 	 気象学
電 	 電気工学
機 	 機械工学
建 	 建築
音 	 西洋音楽
美 	 美学・美術

○記号
 … アクセ

	 　　ント
《　》	 主に使用す
	 る漢字
  	 文語形
  	 季語
[可能]	 可能動詞
[派生]	 派生語

[慣用]	 慣用句
[表記]	 同訓の漢字
	 の使い分け
 対義語:	 対義語
 	 参照項目
 解説: 	 解説
 類語: 	 類語

アクセント表示
(1)	見出し語のうち、現代語および現代でも使用

されることのある語にアクセントを示した。
ただし、方言、古語、人名・地名・作品名な
どのいわゆる固有名詞、仏教その他特殊な専
門用語、および付属語には原則として示さな

PW-GC50取扱説明書.indb   89 2011/10/31   15:47:10



90

コ
ン
テ
ン
ツ
説
明
編

コ
ン
テ
ン
ツ
の
凡
例

かった。また、二語以上の要素から成る語で
一語化の度合が薄く、それぞれの構成要素の
アクセントから類推できると思われる語にも
示さなかったものが多い。

(2)	本辞典で示したアクセントは、現在テレビ・
ラジオなどで用いられている全国共通語のア
クセントである。

(3)	アクセントは単語ごとに、高く発音される部
分から低く発音される部分へ移る境目の音が
何番目の音であるかを ・・・によっ
て示した。低くならない語は とした。動
詞・形容詞など活用する語は、見出し語とし
ての終止形のアクセントのみを示した。また

「十人十色」（ジューニン・トイロ）（傍線の部
分を高く発音する）などのように、一つの見出
し語に二つのアクセントの単位を含むものは

− のように示した。
	 なお、例えば「うらとりひき」では と示

しているが、これは、 にアクセントがある
場合も、 にアクセントがある場合もある、
ということを示している。

○この辞書のアクセント表示
 ●	日本語のアクセントは、単語を発音するとき

に、その単語の中の個々の「拍」を高く発音する
か低く発音するかによって決まる。「拍」という
のは日本語の音の長さの単位で、「シャ・チュ・
キョ」などの拗音はカナ２字で１拍である。現
在、東京の言葉を基盤として日本全国で共通に
使われている「全国共通語」では、アクセントの
種類は、語の拍数によって決まっている。

 ●	アクセントの種類は大きく「平板式」と「起伏式」
とに分けられる。

 ●	共通語ではすべての単語において、１拍目と２
拍目との間に音の高低の変化がある。

 ●	平板式は2拍目で高くなったあと、高低の変化
がなく、アクセントは一種類だけである。

 ●	起伏式は、音が低くなったあとに続く部分には
音の高低の変化がない。起伏式をさらに細かく
分けるときは、1拍目だけ高く、あとは低いも
のを「頭高型」といい、2拍語で2拍目が高くそ
の語に続いて発音される助詞などは低い場合な
ど、単語の最後の拍が高くてそのあとで音が低
くなるものを「尾高型」、その他の起伏式のアク
セントを「中高型」という。

 ●	動詞・形容詞など「活用のある語」は、活用形に
よってアクセントがかわる。
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【文節・活用形のアクセント例】
 ●	 本辞典では、現代語のほとんどの項目にアク

セントを示してある。しかし、実際に発音さ
れるときは、助詞・助動詞や接辞を伴ったり、
活用形であったりすることが多い。ここには
文節の形や活用形の場合のアクセントのお
もな例を掲げた。傍線は高く発音する部分
であり、  のところで下がることを示す。

平板式名詞「みず〔水〕」
　
ミズサエ　水さえ　
ミズシカ　水しか　
ミズスラ　水すら　
ミズダ　水だ　
ミズダソーダ　水だそうだ　
ミズダロー　水だろう　
ミズデショー　水でしょう　
ミズデス　水です　
ミズデワ　水では　
ミズナド　水など　
ミズニワ　水には

　
ミズノ　水の　
ミズバカリ　水ばかり　
ミズマデ　水まで　
ミズヨリ　水より

起伏式名詞「よる〔夜〕」
ヨルサエ　夜さえ
ヨルシカ　夜しか
ヨルスラ　夜すら
ヨルダ　夜だ
ヨルダソーダ　夜だそうだ
ヨルダロー　夜だろう
ヨルデショー　夜でしょう
ヨルデス　夜です
ヨルデワ　夜では
ヨルナド　夜など
ヨルニワ　夜には
ヨルノ　夜の
ヨルバカリ　夜ばかり
ヨルマデ　夜まで
ヨルヨリ　夜より
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平板式動詞「くらべる〔比べる〕」
　 　　
クラベ （クラベ）　比べ（連用形）　
クラベサセル　比べさせる
　
クラベズライ　比べづらい
　
クラベタ　比べた
　
クラベタイ　比べたい
　
クラベタリ　比べたり
　
クラベテ　比べて
　
クラベナイ　比べない　
クラベナガラ　比べながら
　
クラベニクイ　比べにくい
　
クラベマス　比べます
　
クラベヨ　比べよ
　
クラベヨー　比べよう
　
クラベラレル　比べられる
　
クラベル　比べる（終止形・連体形）
　
クラベルカラ　比べるから
　
クラベルケレド	 比べるけれど
　
クラベルソーダ	 比べるそうだ
　
クラベルダロー	 比べるだろう
　
クラベルデショー　比べるでしょう

　
クラベルナ　比べるな（禁止）　
クラベルノデ　比べるので　
クラベルホド　比べるほど　
クラベルヨーダ　比べるようだ　
クラベルラシイ　比べるらしい　
クラベレバ　比べれば　
クラベロ　比べろ　
クラベワ　比べは（しない）

起伏式動詞「しらべる〔調べる〕」
　
シラベ　調べ(連用形)　
シラベサセル　調べさせる　
シラベズライ　調べづらい
　
シラベタ　調べた
　
シラベタイ　調べたい
　
シラベタリ　調べたり
　
シラベテ　調べて
　
シラベナイ　調べない
　
シラベナガラ　調べながら
　
シラベニクイ　調べにくい
　
シラベマス　調べます
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シラベヨ（シラベヨ）　調べよ　
シラベヨー　調べよう
　
シラベラレル　調べられる　
シラベル　調べる(終止形・連体形)　
シラベルカラ　調べるから　
シラベルケレド　調べるけれど　
シラベルソーダ　調べるそうだ　
シラベルダロー　調べるだろう　
シラベルデショー　調べるでしょう　
シラベルナ　調べるな(禁止)　
シラベルノデ　調べるので　
シラベルホド　調べるほど　
シラベルヨーダ　調べるようだ　
シラベルラシイ　調べるらしい　
シラベレバ　調べれば　
シラベロ　調べろ
　
シラベワ　調べは（しない）

平板式形容詞「つめたい〔冷たい〕」
　
ツメタイ　冷たい(終止形・連体形)　
ツメタイカラ　冷たいから

　
ツメタイケレド　冷たいけれど　
ツメタイシ　冷たいし　
ツメタイソーダ　冷たいそうだ　
ツメタイダロー　冷たいだろう　
ツメタイデショー　冷たいでしょう　
ツメタイデス　冷たいです　
ツメタイト　冷たいと　
ツメタイナ　冷たいな　
ツメタイノ　冷たいの　
ツメタイノデ　冷たいので　
ツメタイバカリ　冷たいばかり　
ツメタイホド　冷たいほど　
ツメタイヤラ　冷たいやら　
ツメタイヨーダ　冷たいようだ　
ツメタイラシイ　冷たいらしい　
ツメタカッタ　冷たかった　
ツメタガル　冷たがる　
ツメタカロー　冷たかろう　
ツメタク　冷たく(連用形)　
ツメタクテ　冷たくて　
ツメタクナイ　冷たくない
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ツメタクワ　冷たくは　
ツメタゲ　冷たげ　
ツメタケレバ　冷たければ　
ツメタサ　冷たさ
　
ツメタソーダ　冷たそうだ

起伏式形容詞「うれしい〔嬉しい〕」
　
ウレシイ　嬉しい(終止形・連体形)　
ウレシーカラ　嬉しいから　
ウレシーケレド　嬉しいけれど　
ウレシーシ　嬉しいし　
ウレシーソーダ　嬉しいそうだ　
ウレシーダロー　嬉しいだろう　
ウレシーデショー　嬉しいでしょう　
ウレシーデス　嬉しいです　
ウレシート　嬉しいと　
ウレシーナ　嬉しいな　
ウレシーノ　嬉しいの　
ウレシーノデ　嬉しいので　
ウレシーバカリ　嬉しいばかり　
ウレシーホド　嬉しいほど

　
ウレシーヤラ　嬉しいやら　
ウレシーヨーダ　嬉しいようだ　
ウレシーラシイ　嬉しいらしい
　
ウレシカッタ　嬉しかった
　
ウレシガル　嬉しがる
　
ウレシカロー　嬉しかろう
　
ウレシク　嬉しく(連用形)
　
ウレシクテ　嬉しくて
　
ウレシクナイ　嬉しくない
　
ウレシクワ　嬉しくは　
ウレシゲ　嬉しげ
　
ウレシケレバ　嬉しければ
　
ウレシサ　嬉しさ
　
ウレシソーダ　嬉しそうだ
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全訳古語辞典 第三版

この辞典のきまりと使い方
この辞典は、高等学校における古典学習を中心に、
大学入試にも役立つように、数々の特色を盛り込
んで編集されたものである。また、これから古典
に親しもうとする一般社会人にも利用しやすいよ
うに多くの考慮が払われている。

収録語
(1)	�本書に収録した語は、約22500語である。上

代から近世までのわが国の主要な古典から、
使用頻度（ひんど）の高い語を中心に選んで収
録した。さらに、古典の学習に欠くことので
きない、複合語・連語・慣用句・古典によく
みられる特有の言い回しも収録した。

(2)	�古典の読解や文学史の理解のために必要な、人
名・地名・作品名などの固有名詞、枕詞・文芸
用語などを豊富に収録した。

(3)	�教科書にのっている作品などを中心に、著名
な和歌(百人一首はすべて)・歌謡360首、俳句・
川柳159句を収録した。

見出しの立て方と表記
(1)	見出し語は、歴史的仮名遣いにより、太字の平

仮名で表記した。ただし、人名・地名・作品
名は漢字表記によって見出しを示した。

(2)	見出し語には、学習上の重要度を、 印、 印お
よび無印により、三段階に分けて示した。

最重要語(  印) 	約860語
重要語(  印) 	 約2200語
一般語(無印) 	 約19500語

(3)	二通りの仮名遣いのあるものは、両方を見出
しとして掲げ、より一般的なもののほうに語
釈を付けた。

いはけ-な･し（ｲﾜｹ—）【稚けなし】（形ク）……
いわけ-な･し【稚けなし】（形ク）→ いはけなし

(4)	歴史的仮名遣いと現代仮名遣いとが相違する
語のうち、重要な語には現代仮名遣いによる
見出しをも掲げて、検索の便をはかった。

あわし 淡し  	  あはし
おとこ 男  	  をとこ

(5)	�見出し語を構成する要素を、「-」でくぎって示
した。ただし、枕詞・漢字表記による見出し
語などには示さなかった。

あがた-めし【県召し】　　べく-も-あら-ず
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(6)	接頭語はその後に、接尾語はその前に「-」を付
けて示した。さらに、重要なものには【例語】
欄を設けて列挙した。

うち-【打ち】（接頭）
-そ･む【初む】（接尾マ下二型）(動詞の連用
形に付いて)………。

【例語】相見初む･言ひ初む･生ひ初む………
(7)	重要な敬語動詞･補助動詞を次のような形で立

項し、かつ、その【例語】をも列挙し、語構成
の観点から語彙力が豊かに身につくように配
慮した。

おぼし＝【思し･覚し】（他サ四連用形）(動詞
の上に付いて)…………。【例語】思し急ぐ･
思し掟（おき）つ･思し置く……
＝あり･く【歩く】（補動カ四）｛か･き･く･く･け･
け｝(動詞の連用形の下に付いて)………。【例
語】憧（あくが）れ歩く･歩（あゆ）み歩く
……

(8)	動詞・形容詞・助動詞・活用のある接尾語は
終止形で示し、助動詞を除き、語幹と活用語尾
との区別のあるものには、その間を「 ・」で区
別した。なお、形容動詞は語幹で示した。

あそ･ぶ【遊ぶ】（自バ四）

あたら･し【惜し】（形シク）
らる（助動下二型）　　-が･る（接尾ラ四型）
なのめ【斜め】（形動ナリ）

(9)	主要な助動詞については、終止形以外の各活
用形をも見出し語として掲げた。

し 助動詞「き」の連体形。
な 助動詞「ぬ」の未然形。

(10)	和歌・歌謡・俳句・川柳は、第一句を見出し
として掲げた。
あさぼらけ… 和歌 　　はしけやし… 歌謡
しづかさや… 俳句 　　くじふくは… 川柳

(11)	複合語･連語･慣用句などは、そのままの形を
見出しとし、わかりにくいものには なりたち 
を付けた。

(12)	人名は原則として姓名で引くようにし、名ま
たは号で呼びならわされているものは、それ
をも見出しとし、解説は姓名の見出しのほう
で行った。
西鶴（さいかく） 人名 →井原西鶴（ゐはらさいかく）

見出し語の配列
配列は、表記の仮名の五十音順とした。また、漢
字表記の見出し語は、その読み（=歴史的仮名遣い）
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の五十音順とした。なお、五十音順で定まらない
語は、次の方針によって配列した。
	 ①	濁音･半濁音は清音のあと、拗音（ようおん）・

促音は直音のあと。
	 ②	品詞などの順は、接頭語・接尾語・名詞・代名詞・

動詞・形容詞・形容動詞・連体詞・副詞・接続詞・
感動詞・助動詞・助詞・連語・慣用句・枕詞・
和歌(歌謡)・俳句(川柳)の順。

	 ③	和歌・歌謡・俳句・川柳で、第一句が同じ場
合には、第二句以下の表記の五十音順。

見出し漢字と読み方の表示
(1)	見出し語の仮名に相当する漢字を【　】内に

示した。二種以上の漢字表記があるものにつ
いては併記し、一般的なものから先に掲げた。
また、送り仮名などは、平仮名・歴史的仮名遣
いで示した。

(2)	�見出し語の仮名遣いが現代仮名遣いと相違す
るものには、見出し語の後に、現代仮名遣いに
準じて半角の片仮名で示した。その際、現代
仮名遣いと同じ部分は — で示した。また、慣
用的な読み方のあるものは(　)を用いて併記
した。

あなづらは･し（アナズラワシ）【侮らはし】（形
シク）１……
いへ-あるじ（イエ—）【家主】（名）
うかが･ふ（ウカガ（ゴ）ウ）【伺ふ】（他ハ四）

品詞および活用の表示
(1)	品詞名は略語によって（　）で示した。また、

動詞には活用の種類と全活用形を｛　｝で示し
た。形容詞にはク活用・シク活用の別を、形
容動詞にはナリ活用・タリ活用の別を示した。
活用のある接尾語には活用の型を示した。〈略
語は略語・記号一覧を参照〉

おこ･る【起こる】（自ラ四）｛ら･り･る･る･れ･れ｝
うとま･し【疎まし】（形シク） 
あら-らか（形動ナリ）
-ば･む（接尾マ四型）

(2)	�助動詞は活用の型を（　）で示すとともに、お
もな助動詞には全活用形を｛　｝で示した。動
詞のうち、特殊な活用をするものについても

｛　｝で示した。
き（助動特殊型） ｛せ･〇･き･し･しか･〇｝
く【来】（自カ変） ｛こ･き･く･くる･くれ･こ｝

(3)	品詞の分類および活用の種類については、現行
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の学校文法教科書の最も一般的なものに従っ
た。ただし、普通名詞の中で、動詞のサ行変格
活用および形容動詞の語幹となるものについ
ては、その品詞および語尾の活用も示した。

そう-らん【奏覧】（名・他サ変）
あん-をん（—オ（ノ）ン）【安穏】（名・形動ナリ）

(4)	�動詞は、自動詞・他動詞・補助動詞を区別し、
（自カ四）（他ラ下二）（補動ラ変）などのように
示した。なお、本製品では、敬語となる補助動
詞(連語は除く)は別見出しとして立項した。

た て ま つ･る(1)【奉 る 】 一（他 ラ 四 ） 
｛ら･り･る･る･れ･れ｝……………

た て ま つ･る(2)【奉 る 】（補 動 ラ 四 ） 
｛ら･り･る･る･れ･れ｝……………

た て ま つ･る(3)【奉 る 】（他 ラ 下 二 ） 
｛れ･れ･〇･〇･〇･〇｝……………

た て ま つ･る(4)【奉 る 】（補 動 ラ 下 二 ） 
｛れ･れ･〇･〇･〇･〇｝……………

(5)	助詞は、次の六分類に従った。
		  格助詞・接続助詞・副助詞・間投助詞・係助詞・

終助詞
(6)	�固有名詞のうち、物語・随筆・日記などの作

品名、作家・歌人・俳人・作中人物などの人名、

山・川を含めた地名については、 作品名  人
名  地名 と表示した。

(7)	�枕詞・歌枕は、((枕詞)) 歌枕  と表示した。
(8)	�連語・慣用句などは特に連語表示をせず、無

印とした。

語釈および解説
(1)	語釈および解説は的確・明瞭を旨とし、助詞・

助動詞・敬語動詞・その他の重要語については、
特に詳しく解説した。さらに、必要に応じて 
なりたち 接続  語法  文法  注意  参考  冒頭文 
の欄を設けた。

(2)	同一見出しで品詞が異なる場合、活用の種類
が異なる場合は、一 二 ……によって行をかえ
て示した。

(3)	一つの見出し語に意味が二つ以上ある場合は、
１  ２  ……によってわけて示した。１  ２  の中
をさらにわける場合は、 ㋐㋑……によってわけ
て示した。

(4)	必要な語については、解説にさきだって、その
語についての語源・原義・転化・なりたちの
形などを〔　〕で、語の位相を仏教語、上代語、
近世語などと限定できるものは((　))で囲んで
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示した。なお、語形変化の説明は、原則とし
て音韻変化による場合を「転」、複合語・連語
などの一部の省略による場合を「略」とした。

(5)	説明または補足的なものは、(　)に囲んで示し
た。

(下に打消の語を伴って)……
(…の意から)……

(6)	解説文中、難解な語句には、(＝　)で注を施し
た。

(7)	対義語がある場合は、 の記号を付けて示し
た。語義の全体に共通する対義語は、その見
出し語の項末に の形で示した。語義の一
部に該当する対義語は、その語義の用例・訳
のあとに示した。

(8)	省略記述として、次のような記号を用いた。
→…他の見出し語の語釈やその語に関する

事項などを参照させる場合。
…現代仮名遣いによる見出しから歴史的

仮名遣いの見出しへ指示する場合。ま
た、  学習 を参照させる場合。

(9)	見出しとした和歌・歌謡・俳句・川柳には、
通釈を施した。なお、歌中・句中に含まれ
る枕詞・序詞・掛詞・縁語などの修辞は、

通釈のあとに( )で囲んで指摘・説明した。 
また、出典によって表記の異なるもの、作品の
成立事情、解釈に諸説のあるもの、本歌どりの
歌の場合はその本歌を、その他学習上特に注
意すべき事柄などについては 参考  欄で解説
した。

▼なりたち　　なりたち
連語・慣用句・古文特有の言い回しなどにつ
いては、組成・語形の変化など、その構成を明
らかにした。

▼接　続　　 接続
助詞・助動詞について、その語が文法上どの
ような語、また、どのような活用形に付くかを
説明した。

▼文　法　　 文法  文法  
文法  主要な助詞・助動詞には、その文法的機

能・意味用法などについて、詳細な解説
を施した。

文法  最重要語・重要語の用例と見出し和歌・
俳句とを中心に、訳出するうえでポイン
トとなる文法事項を指摘した。
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▼語　法　　 語法
見出し語の実際の用いられ方、用法などにつ
いて特に注意を要する点などについて指摘し
た。

▼注　意　　 注意
その見出し語について理解するうえで、また、
学習上特に注意を要する点、誤りやすい点な
どを指摘した。

▼参　考　　 参考
見出し語についての理解をいっそう深めるた
め、語義の補足説明、時代による語の盛衰・語
義の移り変わりなどの語史的説明、類似語と
の比較説明、その他古語・古典を理解するう
えで参考となる事柄について解説を加えた。

▼学　習　　 学習
古語を理解するうえで、まちがえやすい点、わ
かりにくい点、また、覚えておくと便利な事柄
などについて解説を加えた。

▼冒頭文　　冒頭文
著名な作品は見出しでとりあげ、解説のあと
に冒頭の一節とその通釈を収めた。

▼枕詞・歌枕・季語
①枕詞は次のように示した。
	 あまのはら【天の原】((枕詞)) 「富士」に

かかる。……
②歌枕は次のように示した。
	 明石（あかし）  地名  歌枕  今の兵庫県

明石市。……
③見出し語のうち、俳句の季語となるものに

は、その語釈のあとに、春 夏 秋 冬 の記号
でその季を示した。

	 また、見出し語から派生した季語は、次のよ
うに(　)に囲んで示した。

	 あし【葦･蘆】（名）……。秋。(葦茂る 夏
・葦の花 秋)

用　例
(1)	語義・用法の理解を助ける適切な用例を、次

の基準によって採録した。
①著名古典を中心として、さらに教科書・大

学入試問題などによくとりあげられ、親し
まれているもの。

②文脈がわかりやすく、文意がひとまとまり
であるもの。
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(2)	表記は、歴史的仮名遣いによった。むずかし
い漢字には読み仮名を付け、または仮名書き
に改め、送り仮名や句読点を補うなどして読
みやすくした。

(3)	用例中の見出し語にあたる部分は「—」で示し
た。なお、見出し語が動詞・形容詞・形容動
詞である場合は、その語幹にあたる部分を「—」
で示し、語尾は「 ・」でくぎってそのあとに示
し、かつその活用形をも 用 などの表示で示し
た。連語の類もこれに準じて示した。

		  ただし、語幹・語尾の区別のない動詞(上一・
下一・カ変・サ変・下二の「得（う）」)および
助動詞については、それらが活用して変化し
た語形を、助詞については語形を 未 などの表
示で活用形を示した。

		  なお、各活用形の表示は次の通りである。
			   未  →未然形 用  →連用形 終  →終止形
			   体  →連体形 已  →已然形 命  →命令形

す･ぐ【過ぐ】（自ガ上二）｛ぎ･ぎ･ぐ･ぐる･ぐれ･ぎよ｝
…………。

万葉  一･二八『春—・ぎ 用  て夏来（きた）
るらし白栲（しろたへ）の……』

みる【見る】（他マ上一）｛み･み･みる･みる･みれ･み
よ｝………。
土佐『 ……女もしてみ 未  むとてするなり』

ぬ（ 助動ナ変型）………。 古今  冬『わが
待たぬ年は来ぬれ 已  ど冬草のかれに 
用  し人はおとづれもせず』

な べて-なら･ず【並べてならず】………。
方丈  二『— ‐  ぬ 体  法ども行はる
れど、更にそのしるしなし』

(4)	�用例の一部分を省略する場合、省略した部分
を「…」を用いて示した。

用例の訳
用例には原則として現代語訳を施し、訳 の記号で
表示した。現代語訳を施すに際しては、次の方針
によった。
(1)	訳文は、学習上の観点から、できうる限り文法

に忠実な逐語訳であるように心がけ、助詞・
助動詞・敬語なども的確に訳し込むようにつ
とめた。

(2)	文体は、原則として「だ・である」体を用いた。
会話文・韻文などでも、原文に敬語が含まれ
ていなければ、通常の文体で訳を施した。た
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だし、見出し和歌・俳句の訳については、一つ
の作品ととらえて、適宜「です・ます」体を用
いた。

(3)	時制については、原文の時制と訳文の時制と
が一致することを原則とし、文脈上通常過去
形の訳をあてるような場合においても、原文
が現在形であれば訳文も現在形とした。

(4)	文脈をわかりやすくするための、主語・客語・
その他の状況説明などの補足は、(　)に囲んで
補った。

(5)	訳文中、意味のむずかしい語・部分については、
該当する語・部分の直下に（＝　）の形で説明
を補った。

(6)	用例が短くかつ容易で、現代語訳を必要とし
ないと認めたものについては、訳を省いた場
合もある。また、むずかしい語のみに補注ま
たは部分訳を付して全文訳を省いた場合もあ
る。

(7)	とりあげた用例中に、掛詞・縁語・枕詞・序
詞が含まれていればその詳細の説明を、また、
別解・補足説明などを、訳文のあとに(　)で囲
んで示した。

(8)	用例としてとりあげた和歌・歌謡・俳句・川

柳が見出しとして立項されている場合は、訳
を付けず、見出しの通釈を参照するようにし
た。

出典の表示
用例の出典の示し方は、次の方針によって表示し
た。
(1)	教科書・大学入試などに頻出する重要作品20

点については、特に次のような略称の記号で
表示し、目立たせた。

竹取  (竹取物語) 	 大鏡  (大鏡)
伊勢  (伊勢物語) 	 方丈  (方丈記)
土佐  (土佐日記) 	 宇治  (宇治拾遺物語)
大和  (大和物語) 	 平家  (平家物語)
蜻蛉  (蜻蛉日記) 	 著聞  (古今著聞集)
枕  (枕草子) 	 徒然  (徒然草)

源氏  (源氏物語) 	 細道  (おくのほそ道)
堤  (堤中納言物語) 	 万葉  (万葉集)

更級  (更級日記) 	 古今  (古今和歌集)
今昔  (今昔物語集) 	 新古  (新古今和歌集)

(2)	前項にあげた作品のほか、次の作品も略称で
示した。

古事記→〔記〕 	 落窪物語→〔落窪〕
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日本書紀→〔紀〕仁徳など 	 栄花物語→〔栄花〕
日本霊異記→〔霊異記〕 	 十訓抄→〔十訓〕
宇津保物語→〔宇津保〕 	 雨月物語→〔雨月〕

(3)	(1)、(2)以外の出典は、原則として作品名をそ
のまま掲げた。ただし、歌集は「和歌集」の部
分を省略して示した。

(4)	和歌には歌集名・部立て(主として勅撰集に)
を、俳句には句集名・作者名を示した。特に「万
葉集」は、巻数と「新編国歌大観」を示した。
〔拾遺〕冬　 〔猿蓑〕芭蕉　 万葉  二・一四二

(5)	著名な出典には、「巻名」「巻数」「段数」「編名」
「小見出し」「説話番号」などを付記した。(「枕
草子」の段数、小見出し、説話番号などは「日
本古典文学大系」のそれによった)

(6)	ジャンル名・種類の表示は、次のような略称
で示した。

①芸能に関するもの
浄瑠璃→浄　　謡曲→謡　　狂言→狂
歌舞伎→伎

②近世の小説類のうち、次にあげたジャン
ル名は略称で示し、その他は作品名のみ
表示した。

浮世草子→浮　　仮名草子→仮名　　

御伽草子→伽　　黄表紙→黄　　　
洒落本→洒
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〔その他〕
	 最重要語
	 重要語
 　 	 現代仮名遣いによる見出し語

	 対義語
	 語義  １  ２  ３……の全体に共通する対義語

→	 他の見出し語の語釈やその語に関する
事項などへの参照

	 現代仮名遣いから歴史的仮名遣いへの指
示および学習への参照 

　略語・記号一覧
〔品詞･その他〕
（名）	 名詞
（代）	 代名詞
（自）	 自動詞
（他）	 他動詞
（補動）	 補助動詞
（形）	 形容詞
（形口）	 口語形容詞
（形動）	 形容動詞
（形動口）	 口語形容動詞
（連体）	 連体詞
（副）	 副詞
（接）	 接続詞
（感）	 感動詞
（助動）	 助動詞
（格助）	 格助詞
（接助）	 接続助詞
（副助）	 副助詞
（間助）	 間投助詞
（係助）	 係助詞
（終助）	 終助詞
（接頭）	 接頭語
（接尾）	 接尾語

〔活　用〕
（四）	 四段活用
（上一）	 上一段活用
（上二）	 上二段活用
（下一）	 下一段活用
（下二）	 下二段活用
（カ変）	 カ行変格活用
（サ変）	 サ行変格活用
（ナ変）	 ナ行変格活用
（ラ変）	 ラ行変格活用
（ク）	 ク活用
（シク）	 シク活用
（タリ）	 タリ活用
（ナリ）	 ナリ活用

未 	 未然形
用 	 連用形
終 	 終止形
体 	 連体形
已 	 已然形
命 	 命令形
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動
詞

活
用

表
種
 

語
幹

　
　
　
　
　
活
　
　
　
用
　
　
　
形

行
 
例
語

 類
語
尾
 未
然
形
  連
用
形
  終
止
形
  連
体
形
  已
然
形
  命
令
形

-か
ア
段

 
-き
 

イ
段

 
カ
 咲

さ
く
 さ
 

-く
 

-く
 

ウ
段

-け
 

-け
 

エ
段
オ
段

　
　
　
　
五
十
音
図
の
「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
」
の
四
段
に
わ
た
っ
て
活
用
す
る
。

 
ガ
 泳

お よ
ぐ
 お
よ
 
-が
 

-ぎ
 

-ぐ
 

-ぐ
 

-げ
 

-げ
 
サ
 消

け
す
 け
 

-さ
 

-し
 

-す
 

-す
 

-せ
 

-せ
 
タ
 待

ま
つ
 ま
 

-た
 

-ち
 

-つ
 

-つ
 

-て
 

-て
 
ハ
 思

お も
ふ
 お
も
 
-は
 

-ひ
 

-ふ
 

-ふ
 

-へ
 

-へ
 
バ
 呼

よ
ぶ
 よ
 

-ば
 

-び
 

-ぶ
 

-ぶ
 

-べ
 

-べ
 
マ
 読

よ
む
 よ
 

-ま
 

-み
 

-む
 

-む
 

-め
 

-め
 
ラ
 取

と
る
 と
 

-ら
 

-り
 

-る
 

-る
 

-れ
 

-れ
-ら

ア
段

 
-り
 

-り
イ
段

有
あ
り
 あ
 

 
 

 
-る
 

ウ
段

-れ
 

-れ
 

エ
段
オ
段

ラ
行
の
四
段
に
わ
た
っ
て
活
用
す
る
が
、
終
止
形
が
イ
段
の
音（
「
り
」）
で
終

わ
り
、
四
段
活
用
と
ち
が
っ
て
い
る
。「
有
り
」「
居
を
り
」「
侍
は
り
」「
い
ま
そ

が
り
」の
四
語
が
基
本
。

-な
ア
段

 
-に
 

イ
段

死
し
ぬ
 し
 

-ぬ
 

-ぬ
る
 
-ぬ
れ
 
 

ウ
段

 
 

 
 

 
-ね
 

エ
段
 

オ
段

ナ
行
の
四
段
に
わ
た
っ
て
活
用
す
る
が
、
連
体
形
・
已
然
形
は
ウ
段
の
音

（「
ぬ
」）
に
「
る
」「
れ
」
が
付
き
、四
段
活
用
と
ち
が
っ
て
い
る
。「
死
ぬ
」「
往

い
ぬ
（
去
い
ぬ
）」
の
二
語
。

四 段 活 用 ラ 行 変 格 活 用 ナ 行 変 格 活 用

（ ラ 変 ） （ ナ 変 ）

活
用
す
る
段 ア
段

イ
段

 
カ
 蹴

け
る
 （
蹴
) 

ウ
段

け
 

け
 

け
る
 
け
る
 
け
れ
 
け
よ
 
エ
段

オ
段

エ
段
の「
け
」と
、
そ
れ
に「
る
」「
れ
」「
よ
」の
付
い
た
も
の
と
か
ら
な
る
。

「
蹴
る
」の
一
語
。

下 一 段 活 用
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ア
段

き
 

き
 

き
る
 
き
る
 
き
れ
 
き
よ
 
イ
段

 
カ
 着

き
る
 (
着
)

ウ
段

エ
段

オ
段

　
　
　
　
イ
段
の
音
と
、
そ
れ
に「
る
」「
れ
」「
よ
」が
付
い
た
も
の
と
か
ら
な
る
。

 
ナ
 似

に
る
 （
似
） 

に
 

に
に
る
 
に
る
 
に
れ
 
に
よ

 
ハ
 干

ひ
る
 （
干
） 

ひ
 

ひ
ひ
る
 
ひ
る
 
ひ
れ
 
ひ
よ

 
マ
 見

み
る
 （
見
） 

み
 

み
み
る
 
み
る
 
み
れ
 
み
よ

 
ヤ
 射

い
る
 （
射
） 

い
 

い
い
る
 
い
る
 
い
れ
 
い
よ

 
ワ
 居

ゐ
る
 （
居
） 

ゐ
 

ゐ
ゐ
る
 
ゐ
る
 
ゐ
れ
 
ゐ
よ

上 一 段 活 用

ア
段

イ
段

 
ア
 得

う
（
得
）

 
う

う
る
 
う
れ
 
 

ウ
段

え
 

え
 

え
よ
 
エ
段

オ
段

 
ウ
・
エ
・
の
二
段
と
、
ウ
段
の
音
に「
る
」「
れ
」、
エ
段
の
音
に「
よ
」が
付

い
た
も
の
と
か
ら
な
る
。

 
カ
 受

う
く
 う
 

-け
 

-け
 

-く
 

-く
る
 
-く
れ
 
-け
よ

 
ガ
 告

つ
ぐ
 つ
 

-げ
 

-げ
 

-ぐ
 

-ぐ
る
 
-ぐ
れ
 
-げ
よ

 
サ
 寄

よ
す
 よ
 

-せ
 

-せ
 

-す
 

-す
る
 
-す
れ
 
-せ
よ

 
ザ
 混

ま
ず
 ま
 

-ぜ
 

-ぜ
 

-ず
 

-ず
る
 
-ず
れ
 
-ぜ
よ

 
タ
 捨

す
つ
 す
 

-て
 

-て
 

-つ
 

-つ
る
 
-つ
れ
 
-て
よ

 
ダ
 出

い
づ
 い
 

-で
 

-で
 

-づ
 

-づ
る
 
-づ
れ
 
-で
よ

 
ナ
 寝

ぬ
（
寝
） 

ね
 

ね
 

ぬ
ぬ
る
 
ぬ
れ
 
ね
よ

 
ハ
 経

ふ
（
経
） 

へ
 

へ
 

ふ
ふ
る
 
ふ
れ
 
へ
よ

 
バ
 比

く ら
ぶ
 く
ら
 
-べ
 

-べ
 

-ぶ
 

-ぶ
る
 
-ぶ
れ
 
-べ
よ

 
マ
改
あ た
む
あ
ら
た
 
-め
 

-め
 

-む
 

-む
る
 
-む
れ
 
-め
よ

 
ヤ
 覚

お
ゆ
 お
ぼ
 
-え
 

-え
 

-ゆ
 

-ゆ
る
 
-ゆ
れ
 
-え
よ

 
ラ
 流

な が
る
 な
が
 
-れ
 

-れ
 

-る
 

-る
る
 
-る
れ
 
-れ
よ

 
ワ
 据

す
う
 す
 

-ゑ
 

-ゑ
 

-う
 

-う
る
 
-う
れ
 
-ゑ
よ

種
 

語
幹

　
　
　
　
　
活
　
　
　
用
　
　
　
形

行
 
例
語

 類
語
尾
 未
然
形
  連
用
形
  終
止
形
  連
体
形
  已
然
形
  命
令
形

ト
キ
・
 

命
令
の
意

ム
･ズ
に
 タ
リ
に
 言
い
切
 

ド
モ
に

コ
ト
に
 

味
で
言
い

連
な
る
　
連
な
る
 る
 

連
な
る

連
な
る
 

切
る

主
な
用
法
　

  活
用
形
の

  見
分
け
方

［　
　 　

］

下 二 段 活 用

活
用
す
る
段
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種
 

語
幹

　
　
　
　
　
活
　
　
　
用
　
　
　
形

行
 
例
語

 類
語
尾
 未
然
形
  連
用
形
  終
止
形
  連
体
形
  已
然
形
  命
令
形

ア
段

-き
 

-き
 

 
 

-き
よ
 
イ
段

 
カ
 起

お
く
 お
 

-く
 

-く
る
 
-く
れ
 
 

ウ
段
エ
段

オ
段

 
イ
・
ウ
の
二
段
と
、
ウ
段
の
音
に「
る
」「
れ
」、
イ
段
の
音
に「
よ
」が
付
い

た
も
の
と
か
ら
な
る
。

 
ガ
 過

す
ぐ
 す
 

-ぎ
 

-ぎ
 

-ぐ
 

-ぐ
る
 
-ぐ
れ
 
-ぎ
よ

 
タ
 落

お
つ
 お
 

-ち
 

-ち
 

-つ
 

-つ
る
 
-つ
れ
 
-ち
よ

 
ダ
 恥

は
づ
 は
 

-ぢ
 

-ぢ
 

-づ
 

-づ
る
 
-づ
れ
 
-ぢ
よ

 
ハ
 強

し
ふ
 し
 

-ひ
 

-ひ
 

-ふ
 

-ふ
る
 
-ふ
れ
 
-ひ
よ

 
バ
 延

の
ぶ
 の
 

-び
 

-び
 

-ぶ
 

-ぶ
る
 
-ぶ
れ
 
-び
よ

 
マ
 恨

う ら
む
 う
ら
 
-み
 

-み
 

-む
 

-む
る
 
-む
れ
 
-み
よ

 
ヤ
 悔

く
ゆ
 く
 

-い
 

-い
 

-ゆ
 

-ゆ
る
 
-ゆ
れ
 
-い
よ

 
ラ
 下

お
る
 お
 

-り
 

-り
 

-る
 

-る
る
 
-る
れ
 
-り
よ

上 二 段 活 用

活
用
す
る
段 ア
段

 
き

イ
段

来
く
（
来
）

 
く

く
る
 
く
れ
 
 

ウ
段

エ
段

こ
 

 
 

 
 

こ
 

オ
段

（
こ
よ
）

イ
・
ウ
・
オ
の
三
段
の
音
と
、
ウ
段
の
音
に「
る
」「
れ
」、
オ
段
の
音
に「
よ
」

の
付
い
た
も
の
と
か
ら
な
る
。「
来
」の
一
語
。

ア
段

 
し

イ
段

為
す
（
為
）

す
　
 
す
る
 
す
れ
 
 

ウ
段

せ
 

せ
よ
 
エ
段

オ
段

イ
・
ウ
・
エ
の
三
段
の
音
と
、
ウ
段
の
音
に「
る
」「
れ
」、
エ
段
の
音
に「
よ
」

の
付
い
た
も
の
と
か
ら
な
る
。「
為
」「
お
は
す
」の
ほ
か
に
、
複
合
語「
も
の

す
」「
愛
す
」「
命
ず
」「
重
ん
ず
」な
ど
。

ト
キ
・
 

命
令
の
意

ム
･ズ
に
 タ
リ
に
 言
い
切
 

ド
モ
に

コ
ト
に
 

味
で
言
い

連
な
る
　
連
な
る
 る
 

連
な
る

連
な
る
 

切
る

主
な
用
法
　

  活
用
形
の

  見
分
け
方

［　
　 　

］

カ 行 変 格 活 用 サ 行 変 格 活 用

（ カ 変 ） （ サ 変 ）
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語
幹
　
 

 　
　
　
　
　
活
　
　
　
用
　
　
　
形

  種
類
 
例
語

 
 
 

 
　
 語
尾
  未
然
形
  連
用
形
  終
止
形
  連
体
形
  已
然
形
  命
令
形

ク
活
用
 よ
し
 
　
よ
 
 

-く
 

-し
 

-き
 

-け
れ

 
 

 
-か
ら
 
-か
り
 
 

-か
る
 
 

-か
れ

シ
ク
活
用
 美
し
 
う
つ
く
 
 

-し
く
 
-し
 

-し
き
 
-し
け
れ
　
 

 
 

 
-し
か
ら
 -し
か
り
  

-し
か
る
  

-し
か
れ

 
 
 

 
 

キ
・
ナ
  

ト
キ
・
  

命
令
の
意

 
 
 

 
ズ
に
連
  

言
い
切
  

ド
モ
に

　
 
 
 

 
 

ル
に
連
  

ベ
シ
に
  

味
で
言
い

 
 
 

 
な
る
 
 

る
 

 
連
な
る

 
 
 

 
 

な
る
 
 

連
な
る
  

切
る

主
な
用
法
　

  活
用
形
の

  見
分
け
方

［　
　 　

］

形
容

動
詞

活
用

表
 
 
 

 
語
幹
　
 

 　
　
　
　
　
活
　
　
　
用
　
　
　
形

  種
類
 
例
語

 
 
 

 
　
 語
尾
  未
然
形
  連
用
形
  終
止
形
  連
体
形
  已
然
形
  命
令
形

ナ
リ
活
用
 静
か
な
り
 し
づ
か
　
-な
ら
 
-な
り
 
-な
り
 
-な
る
 
-な
れ
 
-な
れ

 
 

 
 

-に
 

 
タ
リ
活
用
 堂
々
た
り
 だ
う
だ
う
 -た
ら
 
-た
り
 
-た
り
 
-た
る
 
-た
れ
 
-た
れ
 
 
 

 
 

 
-と

 
 
 

 
 

キ
・
ナ
  

ト
キ
・
  

命
令
の
意

 
 
 

 
ズ
に
連
  

言
い
切
  

ド
モ
に

　
 
 
 

 
 

ル
に
連
  

ベ
シ
に
  

味
で
言
い

 
 
 

 
な
る
 
 

る
 

 
連
な
る

 
 
 

 
 

な
る
 
 

連
な
る
  

切
る

主
な
用
法
　

  活
用
形
の

  見
分
け
方

［　
　 　

］
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主
要

助
動

詞
活

用
表

種 類 基 本 形 未 然 形 連 用 形 終 止 形 連 体 形 已 然 形 命 令 形 活 用 型 接 続 意 味 ・ 用 法

１
２

３
４

５
１

２
３

４
１

２
３

す せ せ す す る す れ せ よ 下 二 段 型
四 段 ・ ナ

変 ・ ラ 変

の 未 然 形

さ す さ せ さ せ さ す さ す る さ す れ さ せ よ 下 二 段 型
左 の ほ か

の 未 然 形

し む し め し め し む し む る し む れ

し め よ

下 二 段 型 未 然 形

〔 し め 〕

使 役
尊 敬

▽ 〔 　 〕 内 は 、 上 代 の も の 、 あ る い は 用 例 の 少 な い も の 。 （ 　 ） 内 は 、 そ の よ う に 表

記 さ れ る こ と も あ る も の 。 ま た 、 〈 　 〉 内 の 基 本 形 は 、 上 代 語 。

使 役 の 意 を 表 す 。 … せ る 。

尊 敬 の 動 詞 「 賜 　 ふ 」 「 宣 　 ふ 」 」 な ど に 付

い て 、 最 高 の 尊 敬 の 意 を 表 す 。

謙 譲 の 動 詞 「 参 る 」 「 奉 　 る 」 「 申 す 」 な ど

に 付 い て 、 謙 譲 の 意 を 強 め る 。

尊 敬 の 補 助 動 詞 「 給 ふ 」 「 お は し ま す 」 「 ま し

ま す 」 、 尊 敬 の 助 動 詞 「 ら る 」 な ど と と も に 用

い て 、 尊 敬 の 意 を さ ら に 強 め る 。 最 高 敬 語 。 お

… に な ら れ る 。… な さ れ る 。

軍 記 物 な ど で 、 受 身 の 「 る 」 に 代 え て 用 い る 。

「 武 者 詞 　 」 と い わ れ 、 「… れ る 」 と い う と

こ ろ を 「… せ る 」 と 言 い 表 す 。

使 役 の 意 を 表 す 。… さ せ る 。

尊 敬 の 補 助 動 詞 「 給 ふ 」 「 お は し ま す 」 「 ま し

ま す 」 、 尊 敬 の 助 動 詞 「 ら る 」 な ど と と も に 用

い て 、 尊 敬 の 意 を さ ら に 強 め る 。 最 高 敬 語 。 お

… に な ら れ る 。… な さ れ る 。

謙 譲 の 意 の 「 聞 こ ゆ 」 と と も に 用 い て 、 最 高 の

謙 譲 の 意 を 表 す 。 申 し 上 げ る 。 お… 申 し あ げ

る 。
軍 記 物 な ど で 、 受 身 の 「 ら る 」 に 代 え て 用 い

る 。 「 武 者 詞 　 」 と い わ れ 、 「… ら れ る 」 と

い う と こ ろ を 「… さ せ る 」 と 言 い 表 す 。

使 役 の 意 を 表 す 。… せ る 。… さ せ る 。

「 給 ふ 」 と と も に 用 い て 、 程 度 の 高 い 尊 敬 の 意

を 表 す 。 お… に な ら れ る 。… な さ れ る 。

お も に 会 話 文 で 、 「 聞 こ ゆ 」 「 申 す 」 「 奉 る 」

「 啓 す 」 な ど の 謙 譲 語 に 付 い て 、 よ り 高 い 謙 譲

の 意 を 表 す 。
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１
２

３
４

１
２

３
４

る れ れ る る る る れ 下 二 段 型
四 段 ・ ナ

変 ・ ラ 変

の 未 然 形

れ よ

○ （ ）

自 発
可 能

ら る ら れ ら れ ら る ら る る ら る れ 下 二 段 型 左 の ほ かの 未 然 形

ら れ よ

○ （ ）
自 発

可 能

受 身
自 発

可 能
尊 敬

受 身 の 意 を 表 す 。… れ る 。

自 発 の 意 を 表 す 。 自 然 に… れ る 。… な い で は い

ら れ な い 。

可 能 の 意 を 表 す 。… こ と が で き る 。

尊 敬 の 意 を 表 す 。 お… に な る 。… な さ る 。

受 身 の 意 を 表 す 。… ら れ る 。

自 発 の 意 を 表 す 。 自 然 に… ら れ る 。… な い で は

い ら れ な い 。

可 能 の 意 を 表 す 。… こ と が で き る 。

尊 敬 の 意 を 表 す 。 お… に な る 。… な さ る 。

１
２

３
４

５
６

１
２

３

(

む

○ ○

む む

め ○ 四 段 型 未 然 形

ん ) （ ん ） （ ん ）

む ず

○ ○

む ず む ず る む ず れ

○ サ 変 型 未 然 形( ん ず ) （ ん ず ） （ ん ず る ） （ ん ず れ ）

推 量
打 消

○ 〔 に 〕 〔 ぬ 〕 ぬ ね ○

ず ○ ず ず ○ ○ ○ 特 殊 型 未 然 形

ざ ら ざ り 〔 ざ り 〕 ざ る ざ れ ざ れ

打 消 の 意 を 表 す 。… な い 。

推 量 の 意 を 表 す 。… （ の ） だ ろ う 。

意 志 ・ 意 向 の 意 を 表 す 。… う 。… よ う 。… つ も

り だ 。

（ 連 体 形 を 用 い て ） 仮 定 ま た は 婉 曲 　 の 意 を

表 す 。… と す れ ば 、 そ の 。… よ う な 。

（ 多 く 「 こ そ 」 の 結 び と し て 已 然 形 を 用 い て ）

適 当 ・ 当 然 、 婉 曲 　 な 命 令 の 意 を 表 す 。… の

が よ い 。… は ず だ 。

勧 誘 の 意 を 表 す 。… う 。… よ う 。… な い （ か ） 。

（ 已 然 形 「 め 」 が 疑 問 の 助 詞 「 や 」 「 か 」 を 伴

っ て ） 反 語 の 意 を 表 す 。… だ ろ う （ か ） （ い

や 、… な い だ ろ う ） 。… （ な い ） だ ろ う （ か ）

（ い や 、… だ ろ う ） 。

推 量 の 意 を 表 す 。… だ ろ う 。

意 志 の 意 を 表 す 。… う 。… よ う 。

適 当 ・ 当 然 の 意 を 表 す 。… の が よ い だ ろ う 。…

べ き だ 。

（ 基 本 形 ）（ 未 然 形 ）（ 連 用 形 ）（ 終 止 形 ）（ 連 体 形 ）（ 已 然 形 ）（ 命 令 形 ）（ 活 用 型 ） （ 接 続 ） （ 意 味 ・ 用 法 ）
PW-GC50取扱説明書.indb   145 2011/10/31   15:48:13



146

コ
ン
テ
ン
ツ
説
明
編

コ
ン
テ
ン
ツ
の
凡
例

１
２

３
４

５
６

７

ら め ○ 四 段 型

ら む

○ ○

ら む ら む

( ら ん ) （ ら ん ） （ ら ん ）

終 止 形 、

ラ 変 に は

連 体 形

１
２

３
１

２
１

２
３

ら し ○ ○ ら し ら し ○ 特 殊 型

ら し

〔 ら し き 〕

終 止 形 、

ラ 変 に は

連 体 形

推 量

け む

○ ○

け む け む

け め ○ 四 段 型 連 用 形( け ん ) （ け ん ） （ け ん ）

め り ○ め り め り め る め れ ○ ラ 変 型

終 止 形 、

ラ 変 に は

連 体 形

目 の 前 に な い 現 在 の 事 実 に つ い て 推 量 す る 意 を

表 す 。 今 ご ろ… て い る だ ろ う 。

現 在 の 事 実 に つ い て 、 そ の 原 因 ・ 理 由 を 推 量 す

る 意 を 表 す 。 （… と い う の で ）… の だ ろ う 。

現 在 の 事 実 に つ い て 、 そ の 原 因 ・ 理 由 を 疑 問 を

も っ て 推 量 す る 意 を 表 す 。 ど う し て… て い る の

だ ろ う 。… て い る の は な ぜ だ ろ う 。

他 か ら 聞 い た り 読 ん だ り し た と い う 伝 聞 の 意 を

表 す 。… て い る と い う 。… そ う だ 。

（ 連 体 形 を 用 い て ） 仮 定 ま た は 婉 曲 　 の 意 を 表

す 。… て い る と す れ ば 、 そ の 。… て い る よ う な 。

「 む 」 と 同 じ く 、 単 な る 推 量 の 意 を 表 す 。… だ

ろ う 。

（ 已 然 形 「 ら め 」 が 疑 問 の 助 詞 「 や 」 を 伴 っ

て ） 反 語 の 意 を 表 す 。… て い る だ ろ う （ か ）

（ い や 、… な い だ ろ う ） 。

過 去 の あ る 動 作 ・ 状 態 を 推 量 す る 意 を 表 す 。…

た だ ろ う 。… て い た だ ろ う 。

（ 疑 問 語 と と も に 用 い て ） 過 去 の 事 実 に つ い

て 、 時 ・ 所 ・ 原 因 ・ 理 由 な ど を 推 量 す る 意 を 表

す 。… た の だ ろ う 。… て い た の だ ろ う 。

過 去 の 事 実 を 人 づ て に 聞 き 知 っ た よ う に 婉 曲

　 に 表 す 。… た と い う 。… た と か い う 。

目 前 の 事 実 に つ い て 推 量 す る 意 を 表 す 。… よ う

に 見 え る 。… よ う だ 。

断 定 を 避 け て 婉 曲 　 に い う 意 を 表 す 。… よ う

だ 。
あ る 根 拠･ 理 由 に 基 づ き 、 確 信 を も っ て 推 定 す る

意 を 表 す 。… に ち が い な い 。 き っ と… だ ろ う 。

明 ら か な 事 実 ・ 状 態 を 表 す 語 に 付 い て 、 そ の 原

因 ・ 理 由 を 推 定 す る 意 を 表 す 。… （ と ） い う の

で… ら し い 。

根 拠 ・ 理 由 は 示 さ な い が 、 確 信 を も っ て 推 定 す る

意 を 表 す 。… に ち が い な い 。 き っ と… だ ろ う 。

（ 基 本 形 ）（ 未 然 形 ）（ 連 用 形 ）（ 終 止 形 ）（ 連 体 形 ）（ 已 然 形 ）（ 命 令 形 ）（ 活 用 型 ） （ 接 続 ） （ 意 味 ・ 用 法 ）
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ま ○ ま し ま し ま し か ○ 特 殊 型 未 然 形し

〔 ま せ 〕

ま し か

推 量

終 止 形 、

ラ 変 に は

連 体 形

べ し べ か ら

べ く

べ し

べ き

べ け れ ○ ク 活 用 型

（ べ か り ） （ べ か る ）

１
２

３
４

１
２

３
４

５
６

７
㋐ （ 「 ま せ ば… ま し 」 「 ま し か ば… ま し 」 の 形

で ） 事 実 に 反 す る こ と を 仮 に 想 像 し 、 仮 想 す る

意 を 表 す 。 も し… （ た ） な ら… （ た ） だ ろ う

（ に ） 。 ㋑ （ 「 未 然 形 ＋ ば 」 な ど 仮 定 条 件 句 を

受 け て ） 仮 定 の 上 に 立 っ て 仮 想 す る 意 を 表 す 。

… （ た ） だ ろ う （ に ） 。

（ 単 独 で 用 い て ） 仮 定 の 条 件 を 含 ん で の 仮 想 の

意 を 表 す 。… た ら （ よ か っ た ） 。

（ 「 い か に 」 「 な に 」 「 や 」 な ど 疑 問 の 意 を 表

す 語 と 共 に 用 い て ） 決 断 し か ね る 意 を 表 す 。…

た ら よ い だ ろ う 。… た も の だ ろ う 。

（ （ 中 世 語 ） ） 単 な る 推 量 の 意 を 表 す 。… う 。…

よ う 。… だ ろ う 。

１
２

３

な り ○ な り な り な る な れ ○ ラ 変 型

伝 聞
推 定

終 止 形 、

ラ 変 に は

連 体 形

推 量 の 意 を 表 す 。 ㋐ あ る 事 の 起 こ る こ と を 予 想

す る 。… そ う だ 。 ㋑ 確 実 な 推 測 を 表 す 。 き っ と

… だ ろ う 。… に ち が い な い 。… ら し い 。

予 定 の 意 を 表 す 。… こ と に な っ て い る 。

当 然 の 意 を 表 す 。… は ず だ 。… に ち が い な い 。

適 当 の 意 を 表 す 。… が よ い 。… が 適 当 だ 。

義 務 の 意 を 表 す 。… な け れ ば な ら な い 。

可 能 、 ま た は 可 能 性 を 推 定 す る 意 を 表 す 。… こ

と が で き そ う だ 。… こ と が で き よ う 。

（ 終 止 形 を 用 い て ） 意 志 を 表 す 。… う 。… よ う 。

… つ も り だ 。

（ 音 や 声 が 聞 こ え る こ と か ら ） 推 定 す る 意 を

表 す 。… よ う だ 。… の が 聞 こ え る 。

（ 世 間 の う わ さ ・ 人 の 話 ・ 故 事 な ど に よ る ）

伝 聞 の 意 を 表 す 。… そ う だ 。… と い う こ と だ 。

（ 周 囲 の 状 況 な ど か ら 判 断 し て ） 推 定 す る 意

を 表 す 。… よ う だ 。… ら し い 。

（ 基 本 形 ）（ 未 然 形 ）（ 連 用 形 ）（ 終 止 形 ）（ 連 体 形 ）（ 已 然 形 ）（ 命 令 形 ）（ 活 用 型 ） （ 接 続 ） （ 意 味 ・ 用 法 ）
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１
２

１
２

３
４

け り 〔 け ら 〕 ○ け り け る け れ ○ ラ 変 型 連 用 形

過 去

じ ○ ○ じ じ じ ○ 特 殊 型 未 然 形

打 消
の 推

量

１
２

１
２

３
４

５
６

シ ク 活 用

型ま じ ま じ か ら

ま じ く

ま じ

ま じ き

ま じ け れ ○

ま じ か り ま じ か る

終 止 形 、

ラ 変 に は

連 体 形

き 〔 せ 〕 ○ き し し か ○ 特 殊 型

連 用 形 、

カ 変･ サ

変 は 特 殊

打 消 の 推 量 を 表 す 。… な い だ ろ う 。

主 語 が 話 し 手 の 場 合 、 打 消 の 意 志 を 表 す 。… ま

い 。… な い つ も り だ 。

打 消 の 推 量 の 意 を 表 す 。… そ う も な い 。… な い

だ ろ う 。

打 消 の 当 然 の 意 を 表 す 。… は ず が な い 。

不 適 当 の 意 を 表 す 。… な い ほ う が よ い 。… の は

ふ さ わ し く な い 。

禁 止 の 意 を 表 す 。… て は な ら な い 。

不 可 能 の 予 測 を 表 す 。… （ こ と が ） で き そ う も

な い 。

打 消 の 意 志 を 表 す 。… ま い 。… な い つ も り だ 。

過 去 に 直 接 経 験 し た 事 実 、 ま た は 過 去 に あ っ た

と 信 じ ら れ る 事 実 を 回 想 し て い う 意 を 表 す 。…

た 。… て い た 。

（ 平 安 時 代 末 期 以 降 の 用 法 ） 動 作 が 完 了 し て 、

そ の 結 果 が 存 続 し て い る 意 を 表 す 。… て い る 。

… て あ る 。

今 ま で 気 づ か な か っ た 事 実 に 、 気 が つ い て 述

べ る 意 を 表 す 。… た の だ 。… た な あ 。

人 づ て に 聞 き 知 っ た 過 去 の 事 実 を 伝 聞 と し て

述 べ る 意 を 表 す 。… た と い う 。… た そ う だ 。

… た と さ 。

以 前 か ら 現 在 ま で 続 い て い る 事 柄 や 伝 承 を 回

想 す る 意 を 表 す 。… た 。… た の で あ っ た 。

詠 嘆 の 意 を こ め て 、 こ れ ま で あ っ た こ と に 今 、

気 づ い た 意 を 表 す 。… た こ と よ 。… こ と よ 。

（ 基 本 形 ）（ 未 然 形 ）（ 連 用 形 ）（ 終 止 形 ）（ 連 体 形 ）（ 已 然 形 ）（ 命 令 形 ）（ 活 用 型 ） （ 接 続 ） （ 意 味 ・ 用 法 ）
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１
２

３
３

つ て て つ つ る つ れ て よ 下 二 段 型 連 用 形

完 了

動 作 ・ 作 用 が 実 現 し 、 完 了 し た 意 を 表 す 。…

た 。… て し ま う 。… て し ま っ た 。

動 作 ・ 作 用 の 実 現 を 確 信 し た り 、 確 認 し た り す

る 意 を 表 す 。 確 述 （ 強 意 ） の 用 法 。 ㋐ 単 独 で 用

い る 場 合 。 必 ず… 。 確 か に… 。… て し ま う 。

㋑ 推 量 の 助 動 詞 と と も に 用 い て 、 「 て む 」 「 て

ま し 」 「 つ べ し 」 な ど の 形 に な る 場 合 。 推 量 ・

意 志 ・ 可 能 な ど の 意 を 、 「 確 か に 」 「 き っ と 」

「 必 ず 」 の 気 持 ち で 述 べ る 。

（ 中 世 以 降 の 用 法 ） 終 止 形 を 重 ね 用 い た 「… つ

… つ 」 の 形 で 、 二 つ の 動 作 ・ 作 用 が 並 立 し て い

る 意 を 表 す 。… た り… た り 。

１
２

ぬ な に ぬ ぬ る ぬ れ ね ナ 変 型 連 用 形

た り た ら た り た り た る た れ た れ ラ 変 型 連 用 形

動 作 ・ 作 用 が 実 現 し 、 完 了 し た 意 を 表 す 。…

た 。… て し ま う 。… て し ま っ た 。

動 作･ 作 用 の 実 現 を 確 信 し た り 、 確 認 し た り す

る 意 を 表 す 。 確 述 （ 強 意 ） の 用 法 。 ㋐ 単 独 で 用

い る 場 合 。 必 ず… 。 確 か に… 。… て し ま う 。

㋑ 他 の 助 動 詞 と と も に 用 い て 、 「 な む 」 「 な ま

し 」 「 ぬ べ し 」 な ど の 形 に な る 場 合 。 推 量 ・ 意

志 ・ 可 能 な ど の 意 を 、 「 確 か に 」 「 き っ と 」

「 必 ず 」 の 気 持 ち で 述 べ る 。

（ 中 世 以 降 の 用 法 ） 終 止 形 を 重 ね 用 い た 「… ぬ

… ぬ 」 の 形 で 、 二 つ の 動 作 ・ 作 用 が 並 立 し て い

る 意 を 表 す 。… た り… た り 。

１
２

３
４

５
動 作 ・ 作 用 が 完 了 し た 意 を 表 す 。… た 。

動 作 ・ 作 用 の 結 果 が 存 続 し て い る 意 を 表 す 。…

て い る 。

動 作 ・ 作 用 が 継 続 し て い る 意 を 表 す 。… て い る 。

そ の 状 態 で あ る こ と 、 ま た は そ の 性 状 を そ な え

て い る こ と の 意 を 表 す 。… て い る 。… た 。

（ 中 世 以 降 の 用 法 ） 終 止 形 を 重 ね 用 い た 「… た

り… た り 」 の 形 で 、 二 つ の 動 作 ・ 作 用 が 並 立 し

て い る 意 を 表 す 。… た り… た り 。

（ 基 本 形 ）（ 未 然 形 ）（ 連 用 形 ）（ 終 止 形 ）（ 連 体 形 ）（ 已 然 形 ）（ 命 令 形 ）（ 活 用 型 ） （ 接 続 ） （ 意 味 ・ 用 法 ）
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例ま ほ し ま ほ し か ら ま ほ し ま ほ し け れ ○ シ ク 活 用

型 未 然 形

ま ほ し く

ま ほ し か り

ま ほ し き

ま ほ し か る

た し た か ら

た く

た し

た き

た け れ ○ ク 活 用 型 連 用 形

（ た か り ） （ た か る ）

り ら り り る れ れ ラ 変 型

四 段 の

已 然 形

サ 変 の

未 然 形

完 了
希 望

１
２

１
２

１
２

３
動 作 ・ 作 用 が 継 続 し て い る 意 を 表 す 。… て い る 。

動 作 ・ 作 用 の 結 果 が 存 続 し て い る 意 を 表 す 。…

て い る 。… て あ る 。

動 作 ・ 作 用 が 完 了 し た 意 を 表 す 。… て し ま っ た 。

… た 。

動 作 の 主 体 の 希 望 の 意 を 表 す 。… た い 。

他 に 対 し て そ の 状 態 へ の 希 望 の 意 を 表 す 。… て

ほ し い 。

自 己 の 動 作 の 実 現 を 希 望 す る 意 を 表 す 。… た い 。

他 の 動 作 ・ 状 態 に つ い て 、 話 し 手 自 身 の 希 望 の

意 を 表 す 。… て ほ し い 。

体 言 ・

連 体 形な り な ら

な り

な り な る な れ な れ ナ リ 活 用

型（ に ）

た り た ら た り た る た れ た れ タ リ 活 用

型 体 言

た り

（ と ）

断 定

ご と し ○ ご と く ご と し ご と き ○ ○ ク 活 用 型
連 体 形 、

助 詞 「 の 」

「 が 」

比 況

断 定 を 表 す 。… で あ る 。… だ 。

（ 場 所 な ど を 表 す 語 を 受 け て ） 存 在 を 表 す 。…

に あ る 。… に い る 。

（ 親 族 関 係 を 表 す 語 を 受 け て ） 資 格 を 表 す 。…

で あ る 。… に あ た る 。

（ （ 近 世 語 ） ） 人 名 な ど を 表 す 語 を 受 け て 「… と

い う 」 意 を 表 す 。

１
２

３
１

２
３

４
断 定 の 意 を 表 す 。… だ 。… で あ る 。

あ る 事 柄 が 他 の あ る 事 柄 と 同 じ で あ る 意 を 表

す 。… （ と ） 同 じ だ 。… （ の ） と お り だ 。

あ る 事 柄 を 他 の 似 て い る 事 柄 に 比 べ た と え る 意

を 表 す 。… （ の ） よ う だ 。

（ 平 安 時 代 末 期 以 降 ） 多 く の 中 か ら あ る も の を

例 示 す る 意 を 表 す 。 た と え ば… （ の ） よ う だ 。

（ 基 本 形 ）（ 未 然 形 ）（ 連 用 形 ）（ 終 止 形 ）（ 連 体 形 ）（ 已 然 形 ）（ 命 令 形 ）（ 活 用 型 ） （ 接 続 ） （ 意 味 ・ 用 法 ）
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〈 ゆ 〉 え え ゆ ゆ る ゆ れ ○ 下 二 段 型
四 段 ・

ナ 変 ・

ラ 変 の

未 然 形

〈 ら ゆ 〉 ら え ○ ○ ○ ○ ○ 下 二 段 型
ナ 行

下 二 段 の

未 然 形

〈 す 〉 さ し す す せ せ 四 段 型

四 段 ・

サ 変 の

未 然 形

〈 ふ 〉 は ひ ふ ふ へ 〔 へ 〕 四 段 型 四 段 の

未 然 形

受 身
可 能

自 発
尊 敬

反 復
継 続

１
２

１
２

３
受 身 の 意 を 表 す 。… れ る 。

可 能 の 意 を 表 す 。… こ と が で き る 。

自 発 の 意 を 表 す 。 自 然 に… れ る 。

可 能 の 意 を 表 す 。… こ と が で き る 。… ら れ る 。

軽 い 尊 敬 、 親 愛 の 意 を 表 す 。 お… に な る 。… な さ

る 。
動 作 の 反 復 の 意 を 表 す 。 何 度 も… 。 し き り に… 。

動 作 の 継 続 の 意 を 表 す 。… つ づ け る 。

（ 基 本 形 ）（ 未 然 形 ）（ 連 用 形 ）（ 終 止 形 ）（ 連 体 形 ）（ 已 然 形 ）（ 命 令 形 ）（ 活 用 型 ） （ 接 続 ） （ 意 味 ・ 用 法 ）
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ジーニアス英和辞典　第4版
1. 見出し語

Ａ. 見出し語の並べ方
①	アルファベット順に並べてある。
②	同じつづりで語源の異なる語は別見出しとし，

右肩に番号をつけた。
	 bill1　bill2　Bill

Ｂ. 重要語の表示
（重要度に応じて次のような記号をつけてランクを示
した。）

	  	 Ａランク	 中学学習語, 特に使用頻度の高
			   い語	 （約1150語）
	  	 Ｂランク	 高校学習語	 （約3100語）
	  	 Ｃランク	 大学生・社会人に必要な語
				    （約5300語）
	 無印	 Ｄランク	 その他の語	 （約70450語）

Ｃ. いろいろなつづりがある場合
①	米国式と英国式のつづりがあるときは，米国式

を優先し，英国式つづりは参照見出しとした。
	 col·or,《英》−·our ... 名

②	（　）は省略可能の部分，−は最初のつづりとの
共通部分を示す。

③	（−）はハイフンつきまたはハイフンなしの１語
となることを示す。

Ｄ. 分節
①	音節の切れ目は，・（小さい中点）で表示した。
②	発音によって切り方が違うときは，最初に掲げ

た発音による切り方を示した。１語化した複合
語（非分離複合語）では，構成要素の間だけを・
で表示し，他の分節の表示は省略した。

Ｅ. 分離複合語（２語見出し）
	 ２語以上からなる見出し語（以下「分離複合語」

という）は，最初の語の複合語として，アルファ
ベット順に掲げた。

	 ただし，Newのつく地名はnewの末尾でなく独
立の見出し語とした。

Ｆ. 派生語の扱い
	〜 は見出し語まるごとの代用である。

２. 発音 
①	発音記号は/　/に入れて示した。省略可能な音
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は（　）に入れて示した（省略可能な ə は ə とし
た）。

	 第１強勢（ストレス）は ，́第２強勢は ` をつけ
た。複数の発音が併記してある場合は，最初に
示したものが最も一般的な発音である。

②	発音の一部を省略するときは，省略部分をハイ
フン（−）で示した。

③	品詞によって発音が違うときは，見出し語の直
後に一括して掲げた（重要語についてはそれぞ
れの品詞のところにも示した）。

	 動＋は「動詞の場合はこの発音もある」という
意。

④	米国式と英国式の発音が異なるときは，米音・
英音の順で示し，間に｜を入れた。

	 《米＋》は「米国ではこの発音もある」の意。
	 《英＋》は「英国ではこの発音もある」の意。
	 ●	次の音については米音と英音が異なってい

て、次のように対応している。
		  /ɔ(ː)/	 → 米/ɔː/	 英/ɔ/
		  /(j)uː/	 → 米/uː/	 英/juː/
			   （時に/( j)U//( j)ə/も用いた）
		  /ər/	 → 米/ɚ/	 英/ə/
		  /əːr/	 → 米/ɚː/	 英/əː/

		  /əːr\ʌr/	 → 米/ɚː/	 英/ʌr/
		  /oU/	 → 米/oU/	 英/əU/
			   （英音を特に示すときは/əU/を用いた）
		  /ɑːr/	 → 米/ɑɚ/	 英/ɑː/
		  /ɔːr/	 → 米/ɔɚ/	 英/ɔː/
		  /ɪər/	 → 米/ɪɚ/	 英/ɪə/
		  /eər/	 → 米/eɚ/	 英/eə, ɛː/
		  /Uər/	 → 米/Uɚ/	 英/Uə/
		  /ɪər/	 → 米/ɪr/	 英/ɪər/
		  /eər/	 → 米/er/	 英/eər, ɛːr/
		  /Uər/	 → 米/Ur/	 英/Uər/
		  /aɪər/	 → 米/aɪɚ/	 英/aɪə, aə/
		  /aUər/	 → 米/aUɚ/	 英/aUə, aə/
⑤	主として日本人の発音に多い誤りを防ぐ配慮か

ら，次のような語の終りにくる音節主音的子音 
/l/ /m/ /n/ の前では通例母音を表示しない。

	 (1)	 /pl/	 opal /óUpl/
	 	 /kl/	 local /lóUkl/
		  /sl/	 Russell /rʌ́sl/
	 	 /bl/	 global /glóUbl/
		  /fl/	 beautiful /bjúːtəfl/
		  　（ただし，「…1杯分」の -ful は /-fÚl/)
		  /zl/	 hazel /héɪzl/
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	 	 /tl/	 metal /métl/
		  /nl/	 panel /pǽnl/
	 	 /ml/	 normal /nɔ́́ːrml/
		  その他 /dl/ /gl/ /vl/ など。
		  副詞形では normally /nɔ́́ːrməli/ のよう

になる。
	 (2)	 /tn/	 button /bʌ́tn/
		  /dn/	 harden /hɑ́ːrdn/
	 	 /zn/	 reason /ríːzn/
		  /sn/	 lesson /lésn/
		  　その他 /fn/ /vn/ など。
	 (3)	 /zm/	prism /prɪ ́źm/
	 	 /ðm/	rhythm /rɪ ́ð́m/
⑥	何らかの強勢が置かれた場合の発音（これを「強

形（strong form）」という）と強勢が置かれな
い場合の発音（これを「弱形（weak form）」と
いう）を区別する語については, それぞれ《強》 

《弱》という表示をつけて示した。
⑦	Cランク以下の非分離複合語・ハイフン付き複

合語については, 特に必要な場合を除いて, 発音
表記を省略し, 強勢だけを示した。分離複合語
も強勢だけを表示した。ただし, 複合語の構成
要素がこの辞典の見出し語にない場合や, 特に

わかりにくい場合などは発音を示した。複数の
強勢型がある場合には構成要素（2音節以上の
とき）を少し長めのダッシュで表し/ ，  /の
ように示した。

⑧	接頭 接尾 連結要素の発音は代表的な発音だけを
示した。

⑨	発音がわかりにくい語や日本人がよく誤って
発音する語には《発音注意》《アクセント注意》

（これは「強勢の位置に注意」の意）と注記した。
発音との関係などでつづりを誤りやすい語には
《つづり注意》と注記した。

⑩	日本人の立場から見て発音が似ていてまぎらわ
しい語を「類音」として掲げた。

	 fork /fɔ́́ːrk/ ([類音] folk)

３. 原義（語源的意味）・基本義・語義展開図
①	原義（語源的意味）あるいは基本義（中核的意

味）を【　】に入れて示した。その語（句）の理解
に役立つ語源的情報や由来などを適宜【　】で
示した。

②	外来語（完全に英語化しているものも含む）は，
その由来する言語名を【フランス】【スペイン】
などとして示した。
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③	【聖】は聖書，【Shak.】はシェイクスピアの作品
に由来する句・用法であることを示す。

④	主な派生語を【　】欄のなかの原義あるいは基
本義の後に示した。

⑤	多義語には見出し語の後ろの 解説 に「語義展
開図」を収録し，基本義からの主要な意味の展
開の様子を示した。これは必ずしも歴史的経緯
をなぞるものではなく，現在のその語の主な語
義を相互的関連のもとに理解するためのもので
ある。

⑥	主な前置詞には基本義を視覚的に表したイメー
ジ図を示した。

４. 品詞
①	品詞は次のように示した。
	 名 名詞	 代 代名詞	 形 形容詞 	 副 副詞
	 動 動詞	 自 自動詞	 他 他動詞	 助 助動詞
	 前 前置詞	接 接続詞	 間 間投詞	 冠 冠詞
	 接頭 接頭辞	 接尾 接尾辞	
連結要素 連結要素	 略 略語	 記号 記号

５. 語形変化

Ａ. 語形変化の表示の原則
①	名詞，動詞，形容詞，副詞の語形変化は，品詞表

示のすぐ後に(　)に入れて示した。
②	〜は見出し語まるごとの代用，−は見出し語の

一部（音節の切れ目から前）の代用である。/〜/
	 は（語形変化した場合でも）発音が見出し語と同

じであることを示す。

Ｂ. 名詞の複数形 
	 (複　　) と表示した。

Ｃ. 動詞の語形変化
	 (三人称単数現在形 ; 過去形 , 過去分詞形 ; 現在

分詞形)のように示した。但し，
	   ●	過去形と過去分詞形が同じ場合は１回だけ表

示した。
	   ●	２つ以上の形があるときは or で示した。

Ｄ. 形容詞・副詞の比較変化
①	Ａ，Ｂランクの１，２音節からなる形容詞・副詞

については比較変化をすべて示した。
	   ●	(～・er[est])とあるのは原級に −er,  −est

を付加するものである。
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	   ●	語末の y を i に変える場合は(−・i・er[est])
などと示した。

	   ●	３音節以上で表示のないものは more 型であ
る。

②	Ｃランク以下の語では，表示のない場合，
	   ●	１音節の語では −er 型，
	   ●	２音節以上の語では more 型である。
	 −er, −est をつけるとき語尾の子音を重ねる

ものは (-tt-) (《英》-ll-) などと示した。
③	Ａ，Ｂランクの語を中心に，形容詞・副詞で通例

比較変化しない語・語義には，(比較なし)と表
示した。

６. 語義・文型表示・語法・用例

Ａ. 語義の区分・順序
	 語義は ❶, ❷, ❸. . . の数字で区分し，さらに必

要に応じて a), b), c) ...やセミコロン( ;)で区
切って示した。多くの語義のある語では，Ⅰ,Ⅱ,
Ⅲ...で大きな意味ブロックに分けた。

Ｂ. 語義の示し方
①	訳語のうち省略可能な部分や補足的な部分は

(　)に入れた。

②	[　]は直前の語句と交換ができる語句を示す。
	 decolorize ... 動 ...脱色[漂白]する
	 ［「脱色する」または「漂白する」の意になる］
③	語義の定義や内容説明は《　》に入れて示した。

C. 用法の指示，文法上の注記
さまざまな用法・文法上の注記を[　]に入れて示
した。
	 例
	 語形	 [P 〜 ]　見出し語は小文字だが，大文字

で用いる。
		  [p 〜 ]　見出し語は大文字だが，小文字

で用いる。
	 名詞の用法
		  [the 〜] [a 〜] [an 〜]　それぞれの冠詞

つきで用いる。
		  [one’s 〜]　所有格の人称代名詞 (my, 

your, his, her, ourなど）つきで用いる。
		  [〜s] [〜es]　複数形で用いる。（子音＋ 

y で終る音については[〜ies]と示した。）
	 形容詞の用法
		  [叙述]　叙述用法 (predicative use)（be, 

remain など連結動詞(copulative verb)
の補語となる用法）で用いる。

PW-GC50取扱説明書.indb   156 2011/10/31   15:48:19



157

		  [限定]　限定用法(attributive use)（名
詞の直前[または時に直後]に置いてその
名詞を直接修飾する用法）で用いる。

		  [他動詞的に]　他動詞に由来し，「(…を)
…させるような」といった意味で用いる。

	 動詞の用法
		  [be 〜 ed]  　受身形で用いる。
		  [be 〜 ing] 　進行形で用いる。
	 そのほか
		  [俗用的に]　は，専門的な語が本来の専

門用語としてでなく通俗的な意味で用い
られた場合をいう。

D. 文型表示（S,V,O(またはO1,O2),C,M）
①	記号の意味	 S＝主語　V＝動詞　O＝目的語
		  C＝補語
		  M＝副詞的修飾語(句)（前置詞句，

副詞など）
②	不定詞，動名詞，that節, wh節などを伴う場合

や，ある前置詞を決まって用いる場合などは，
それも含めて示した。用いたり用いなかったり
する部分は(　)に入れた。

	 / は，その両側が交換可能であることを示す。
	 [SV to do/SV doing]

③	“to do”“doing”という表示は to be, being
を含む。to be, being だけのときは“to be”

“being”とする。

E. スピーチレベル
	 語の使われる地域，文体，時代的差異などに関

するスピーチレベルは，《　》に入れて示した。
主なものは次のとおり（指示のない語は普通に
用いられる一般語である）。

	 社会的差異
		  《非標準》	 非標準英語（標準英語には特に表

示しない）
	 レジスター（標準英語内における機能的差異・ス

ピーチレベル）
		  《正式》	 堅い書き言葉・話し言葉（時に《文》

に通じる）
		  《略式》	 くだけた書き言葉・話し言葉
		  《俗》	 俗語，非常にくだけた話し言葉
		  《性俗》	 性的な俗語（下品な語，タブーとさ

れる語も含む）
		  《文》	 文語，堅い書き言葉（時に《古》《詩》

に通じる）
		  《詩》	 詩で用いる言葉
		  《まれ》	 使用頻度のきわめて低い言葉
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	 年齢的・人種的差異
		  《学生語》	 学生特有の言葉
		  《小児語》	 小児特有の言葉
		  《黒人語》	 米国の黒人特有の言葉
	 地域的差異
		  《方言》	 ある地域でだけ用いる。《英方言》

とあれば英国のある地域でのみ用
いる言葉。

		  《米》	 米国でのみ用いる。
		  《英》	 英国でのみ用いる。
		  《カナダ》	 カナダでのみ用いる。
		  《豪》	 オーストラリア・ニュージーラン

ドでのみ用いる。
			   ニュージーランドだけで用いる場

合は特に《NZ》と表示した。
		  《南ア》	 南アフリカ共和国でのみ用いる。
		  《イング》	 イングランド方言
		  《北イング》	 北部イングランド方言
		  《スコット》	 スコットランド方言
		  《アイル》	 アイルランド方言
		  その他，必要に応じていろいろな地域名を用

いた。
	 時代的差異　《やや古》　《古》　《廃》

	 その他　《愛称》　《掲示》　《Eメール》　など

F. 《PC》・《侮蔑》
①	性差別・人種差別・障害者差別等につながりう

る語句には，非差別的表現を，《PC》という表
現をつけて掲げた。

	 （PC＝politically correct)
　		 assemblyman　議員 (《PC》assembly 

member)
②	特定の人種・民族や同性愛者などを見下した文

脈で用いられ，侮辱的と受け取られる語には《侮
蔑》という表示をつけて，特に使用上の注意を
促した。

G. 専門語
	 専門的な語，決まった分野で用いられる語では，

分野を〔　〕で示し，多くは略号を用いた（9. 専
門分野略語表参照）。

H. 選択制限・連語関係
①	主語・目的語などにどういう内容の語がくるか

を〈　〉で示した。また，その語と一緒によく用
いられる前置詞（場合により動名詞・不定詞な
ど）を，語義の後に〔　〕に入れて示した。それ
に対応する訳語も〔　〕で示した。
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	 　fire... 動 ...１〈人が〉〈銃・弾丸など〉を〔…め
がけて〕発射する，発砲する...〔at, into, on, 
upon〕

②	動詞にしばしば伴う副詞辞は，語義の後に＋印
をつけて (　) に入れて示した。

	 　figure. . . 動 ... ２  …を計算する，合計する
(+up)

I.  いろいろな注記・記号
①	語義の後の (　) 内に同義語または言い換え可

能な英語を示した。
②	語義・訳語についての関連情報や語法説明・語

のイメージなどは《◆　》に入れて示した。  
	 ●	「次の句」とあれば、同じ語義の用例（ 　例 ）

に句があることを示す。
③	必要に応じて，次のような表示を用いた。
	 　[語法] 特に高校生にとって必要とされる重要

な解説には 重 をつけた。
	 　[関連]	 　[文化]	 　[事情] 
	 　[類] 類義語	 　
	 　[類語比較] 類義語の意味・用法の違いの解説
	 　[表現] 主に英語で表現する場合に役立つ知識
	 　×	 文法的に誤った英語, 語法上不適切な表

現

	 　cf. 	 …を参照せよ
	 　→ 	 …を見よ（直接関連する情報が他の箇所

にある場合）
	 　 	 反意語・対になる語
	 　 	 人名の記述で, それぞれ男性・女性を表

す。
	 　《外来形容詞》	 主にラテン語・ギリシア語か

らの外来語による形容詞形。
学術語として用いるものが多
い。

J. 用例
①	見出し語と同じものを〜で示した。
②	語形変化した形については 〜 s, 〜 es, 〜 ed, 

〜 ing のようにした。語尾の y を i に変えて 
es, ed をつけるものは 〜 ies, 〜 ied とした。

③	[　]は，語義の場合と同じように, 直前の語（句）
と交換が可能であることを示す。英文中での交
換の起点を 「  で示す（ただし1語だけの交換の
場合は省略）。

④	英語とその訳の両方に[　]があるときは，[　]の
前の語（句）同士，[　]の中の語（句）同士が原則
として対応している（これは注記などでも同じ）。
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	 （eclipseの項で） a sólar [lúnar] eclípse 日
[月]食

⑤	名詞の用例の中の特に高頻度で用いられるコロ
ケーション（連語）の部分は太い字体で示した。

⑥	用例の中で, 決まった場面で用いられる固定し
た表現・決まり文句(lexical phrase)には 印
をつけて注意を喚起した。

⑦	用例の言い換えを（＝）を用いて示した。
	 言い換えに用いた等号（＝）はまったく等しい

という意味ではなく，むしろ ≒ ということで，
だいたいこのようにも言える，といったかなり
幅のある記号である。

K. イントネーション, 強勢など
①	イントネーションや強勢によって意味の違い

が生じる場合など，必要に応じて用例にイント
ネーションや強勢を示した。

	 (1)	 （下降調）　通例平叙文で用いられ，文の
完結を示す。断定的口調。疑問文では同意
や情報を求める場合に用いられる。

	 (2)	 （上昇調）　通例疑問文で用いられ，質問・
勧誘・依頼などを表す。また文中で，文が
未完結であることを示す。

	 (3)	 （下降上昇調）　通例文頭の文副詞・挿入
句[節]で用いる。文末では対比とか話し手
の含みのある態度を示す。

	 (4)	 （部分下降調）　中途半端な下降で，未完
結あるいは話し手のちゅうちょなどを表す。

②	 によって，若干の休止があることを示した。

７.  と  
	 名詞には，数えられるものに (countable), 

数えられないものに  (uncountable) の記号
をつけた。

Ａ.   の意味
①	 名詞は，単数形では a, an (または the, my, 

any) などの決定詞が必要であり，複数形にする
ことができる。

②	 名詞は，冠詞（または他の決定詞）なしで用い
ることができ，複数形にならない。いわゆる物
質名詞，抽象名詞，集合名詞などがこれに含ま
れる。

	 特に a, an がつくときは[a 〜 ]，[an 〜 ]と示
した。また [しばしば a 〜 ] [しばしば 〜 s]は
[or a 〜 ]，[or 〜 s]などと示した。
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③	   は  性の方が強いことを表している。
④	   は  性の方が強いことを表している。
⑤	 名詞の注記（[種類]  ） 
	 名詞であっても，その種類を問題にするとき

に 扱いになることがある。これを「chalk 名 
...１  （[種類]  ）チョーク」のように注記し
た。この場合，チョークの種類を問題にすると
きは  となり，chalks of different colors(異
なった色のチョーク）のように複数形が用いら
れる。

⑥	   はつけない場合
	 [the 〜 ] [a 〜 ] [ 〜 s] [the 〜 s] [one’s 〜 ] 

などとあるものは常にこの形で用いられること
を示す。この場合   はつけない。

８. 成句・句動詞

Ａ. 成句の掲げ方
①	成句は各品詞ごとに掲げた。
②	配列はアルファベット順である。

Ｂ. 成句に用いた記号
①	O は動詞・前置詞の目的語を示す（ただし，目的
語ではなくても便宜上 O を用いた場合がある）。

②	one’sは成句の主語と同一指示のものが人称代
名詞（my, your, her, their など）になって入る
ことを示す。

	 その他の場合はO’sとする。oneself は再帰代
名詞（myself, yourself, herselfなど）が入るこ
とを示す。

③	〈　〉〔　〕(　) [　]の意味は単語の語義の場合
（6.B，6.H）と同じである。

	 [　] が成句見出しと訳の両方にあるときは，用
例の場合（6.J ④参照）と同じように，英語とそ
の訳を対応させて用いるのを原則とした。

④	重要語に相当する成句には ＊印をつけた。

Ｃ. 成句を扱う場所
①	原則として，その成句に含まれる名詞のところ

で扱う。名詞を含まない場合は成句の中でもっ
とも重要な語またはもっとも特徴的な語の見出
し語のところで扱う。

②	成句は，「成句検索」を用いれば直接検索できる。

Ｄ. 成句の機能表示
①	「動詞＋前置詞または副詞辞」からなる句動詞に

は, 成句としての機能（品詞に準ずるもの）を次
のように表示した。
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	 [自]	 自動詞＋副詞辞：目的語をとらない。
	 [他]	 他動詞＋副詞辞：他動詞なので目的語を

とる。原則として副詞辞は目的語の前に
も後にも置かれる

		  （〜 O up / 〜 up O のいずれも可）。
		  ただし O が代名詞の場合は通例 〜 O 

up のみ可。
		  ◇	まれに副詞辞ではなく前置詞の場合も

ここに入れた。
	 [自＋]	 [ 〜 on O] 自動詞＋前置詞：目的語は前

置詞の目的語である。他動詞に近づき、
しばしば受け身が可能。

②	句動詞以外でも，形や訳語からわかりにくいも
のは [名] [副] [接] のように機能表示をした。

Ｅ. 相互参照など
	 他の成句と同じ意味のときは＝を用いて示した。
	 （top の項で）　
	      from tóp to tóe ＝ from HEAD to foot. 
	 ［from head to foot と同じ意味であり，それ

は head（スモールキャピタルになっている）の
項に説明があることを示す］

９. 専門分野略語表
	 〔アメフト〕 アメリカンフットボール
	 〔アングリカン〕 アングリカンチャーチ
	 〔医〕	 医学	 〔印〕	 印刷
	 〔映〕	 映画	 〔英史〕	 英国史
	 〔音〕	 音楽	 〔音声〕	 音声学
	 〔化〕	 化学	 〔絵〕	 絵画
	 〔化工〕	 化学工業	 〔カトリ〕	 カトリック
	 〔機〕	 機械（工業）	 〔ギ神〕	 ギリシア神話
	 〔魚〕	 魚類	 〔漁〕	 漁業
	 〔軍〕	 軍事	 〔経〕	 経済（学）
	 〔建〕	 建築（学）	 〔言〕	 言語学
	 〔工〕	 工業・工学	 〔鉱〕	 鉱物学
	 〔古生〕	 古生物	 〔史〕	 歴史（学）
	 〔歯〕	 歯科（学）	 〔社会〕	 社会学
	 〔狩〕	 狩猟	 〔宗〕	 宗教（学）
	 〔商〕	 商業・商学	 〔植〕	 植物（学）
	 〔織〕	 紡織	 〔神〕	 神学
	 〔心〕	 心理学	 〔人類〕	 人類学
	 〔数〕	 数学	 〔生〕	 生物（学）
	 〔政〕	 政治（学）	 〔生化〕	 生化学
	 〔聖書〕	 聖書（学）	 〔精神医〕	 精神医学
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	 〔地〕	 地学・地質学	 〔虫〕	 昆虫
	 〔鳥〕	 鳥類	 〔哲〕	 哲学
	 〔天〕	 天文学	 〔電気〕	 電気（工学）
	 〔電子工〕	 電子工学	 〔動〕	 動物（学）
	 〔土木〕	 土木（工学）	 〔農〕	 農業・農学
	 〔バスケ〕	 バスケットボール
	 〔美〕	 美術・美学	 〔美史〕	 美術史
	 〔物〕	 物理（学）
	 〔プロテ〕	 プロテスタント
	 〔米史〕	 米国史	 〔法〕	 法律・法学
	 〔薬〕	 薬学	 〔郵〕	 郵便
	 〔林〕	 林業・林学	 〔倫〕	 倫理（学）
	 〔ロ神〕	 ローマ神話	 〔論〕	 論理学
◇	このほかの分野については省略しない形で，ま

たは「学」だけを省略して示してある（例：〔教
育〕＝ 教育（学））。

ジーニアス和英辞典 第3版

Ⅰ　この辞典のしくみ

A．見出し語
1	見出しは仮名（ひらがな・カタカナ）であ

げ，見出しの直後の【　】欄に代表的な表
記（漢字など）を示した。

	 助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞や複合語
の一部など，独立では用いられない語は，
ダッシュ（－）をつけて見出しにした。

	 　―に　―たい　―あぐねる　えせ―
	 （　）は省略可能，[　] は直前の部分との

交換可能を表す。２つの見出しを並記す
る場合は / で区切る。

2	形容動詞（形容動詞的性質を強く持つ名詞
を含む）の見出しは，まじめ（な），さいきょ
う（の）【最強（の）】のように示した。英語
中見出し（⇒Ⅱ）に形容詞でなく動詞を当
てる場合は，例外的にすき（だ）のように
示した（⇒V-1）。
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B．見出しの配列
3	見出しは国語辞典式の五十音順に並べた。

清音・濁音・半濁音の順。「っ」（促音），「ゃ」
「ゅ」「ょ」（拗音）は，それぞれ「つ」「や」
「ゆ」「よ」の次に置いた。

	 見出し中の長音符（ー）は，その直前の音
の母音を重ねたものとして配列した。

	 　スープ 「すうぷ」の位置
	 　コーヒー 「こおひい」の位置
	 見出しの仮名が同じであるものは，名詞・

代名詞・動詞・形容詞・その他の順に配
列した。

4	見出しの配列は（  ）内・［  ］内・/ 以降を
除いた部分で行なう。ただし，見出しの仮
名が同じものが並ぶときは，後ろに（　）
がつく語は後に置く。

	 ダッシュ（－）については，これがつかな
い語，後ろに－がつく語，前に－がつく語
の順に置いた。

5	かな表記のみの見出しが２つ以上あると
きは，肩に数字をつけ，後ろに〈  〉で区別

の手がかりを記した。
　　ライト1〈照明〉
　　ライト2〈野球〉

C．派生語見出し
6	「…する」「…した」「…ない」「…の」などの

ついた派生語見出しは，主見出しの後に 
　派 拡大する，　派 幸せに　のように示した。

	 英語中見出しなどの記述の方式は独立の
見出しに準ずる。

D．語義区分
7	必要に応じ，見出し語を意味によっていく

つかの語義に区分した。
	 　あたま【頭】　�①［頭部］　②［頭髪］ 

③［頭脳］

E．記述の構成要素
8	本辞典の記述内容は次のような要素から

なる。
	 　いみ【意味】　...........................................見出し語

	 　　①［言葉や記号の表す内容］　.......語義区分
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	 　meaning  U…； 《定義された特定の》
	 　sense  C …　　...........................英語中見出し

	 　¶この語はどういう意味ですか 
	 　What is the meaning of this word?
	 　; What does this word mean?  ..... 用例

	 　複意味論　〔言〕semantics U  .... 複合語

	 　派意味する　　.......................................... 派生語

	 小さな項目では，派生語見出しを立てずに
用例で示すなど，適宜簡便な書き方をし
た。

Ⅱ　英語中見出しの原則

A．英語中見出し
1	見出しの日本語にほぼ対応する英語表現

を，見出しの直後に太い書体で示す。単語
とは限らず，数語程度の句となることも多
い。これを「英語中見出し」という（以下，
適宜「中見出し」と略す）。

	 見出しにほぼ対応する英語表現がない場
合は，中見出しを省略し，訳例を用例に

よって示した。重要度の低い語では適宜
同様の書き方をした。

	 見出し語の品詞ごとの問題はⅢ～Ⅵを参
照。

B．小見出し
2	英語中見出しは複数あるのが普通である

から，それぞれの違いがわかるように，意
味の要点を《　》で示した。これを「小見
出し」という。

	 見出しの意味に広く使える一般的な語句
は先頭に置き，小見出しをつけないのを基
本とする。

	 複数の英語中見出しにほとんど意味の違
いがない場合は，ひとつの小見出しの下に
複数の英語中見出しを並べて置く。同じ
小見出しのもとにある中見出しの間の区
切りには ，を，小見出しが変わる場合の区
切りには ； を用いた。
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C．スピーチレベル
3	語句の使われる文体・地域などを《正式》

で表示した。指示のない語は一般的に用い
られる語句である。主なものは次のとおり。

	 《正式》	 堅い書き言葉・話し言葉
	 《略式》	 くだけた書き言葉・話し言葉
	 《文》	 文語
	 《俗》	 俗語
	 《古》	 古語
	 《米》	 米国で用いる
	 《英》	 英国で用いる

D．《PC》
4	性差別・人種差別・障害者差別等につな

がりうる語句には，非差別的とされる表現
を，《PC》という表示をつけて掲げた。（PC 
＝politically correct）

E．専門語
5	専門的な語，決まった分野で用いられる語

は，分野を〔　〕で示した。略号は「専門分
野略語表」参照。

F．語句の形
6	米国式と英国式のつづりがあるときや米

国と英国で違う表現を用いるときは，米国
式のつづり・米国での表現を前に置いた。

7	（　）部分は省略可能であることを，［　］部
分は直前の部分と交換可能であることを
示す。交換可能部分が２語以上の場合は，
交換の起点を 「 で示した。

G．発音
8	発音がわかりにくい語には発音記号をつ

けた。原則として米国における最も一般
的な発音だけを載せた。「発音記号表」参
照。

H．品詞
9	日本語からは英語中見出しの品詞が確定

されない場合，中見出しに複数の品詞が混
在する場合など，注意を要するものには，
接（接続詞）， 前（前置詞）， 間（間投詞）， 

 副（副詞）などの品詞記号をつけた。
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I．用法・語法
10 英語中見出しには，必要に応じて［通例

～ s］［単数扱い］［限定］［通例be ～ ed］
のような用法に関する注をつけた（各品詞
の項参照）。

	 ［Ｐ～］は（英語中見出しは小文字である
が）大文字で始める場合を，［p ～］は（英
語中見出しは大文字であるが）小文字で始
まる場合を，それぞれ表す。

11 使い方に注意を要する語句は，語法 欄を
設けて詳しく解説した。

J．日本の事物
12 日本の事物で定着した英訳がないもの

は，原則として日本語のローマ字表記を太
字で示し，その後に説明的な訳を載せた。
この書き方をした名詞には C U をつけな
い。

	 　ゆかた【浴衣】
	 　　�yukata；《説明的に》 an informal 

cotton kimono for summer

K．使い分け
13 複数の英語中見出しがあり，それぞ

れの使い分けに注意を要するときには，
使い分け 欄を設けた。この場合，中見出し
の小見出しは適宜省略する。

Ⅲ　名詞

A．C と U
1	名 詞 に は， 見 出 し の 日 本 語 の 主 た る

意 味・ 用 法 を 考 慮 し て， 原 則 と し て
C （countable： 数 え ら れ る ）か U

（uncountable：数えられない）の記号を
つけた。

2	C とU 両方の性質をもつ名詞についても，
C U を単に併記するのでなく，見出しの
日本語の意味によって，原則として C と
Uのうちどちらかをあげた。その際，必要
に応じて注により使い分け情報を示した。
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　　ディベート
		  debate C 《◆行為を指す場合はU》 

…始まりや終わりが意識されるディ
ベートの試合や議論は C であるが，
ディベートという行為を表す場合は，
under debateのようにUとして使
われる。

　　かたり【語り】
		  narration U《◆個々の事例は C 》　

…「語る」という動作が意識され U の
性質を強く持つが，「語り」の結果と
しての「話・ナレーション」などは特
定の長さを持ち可算性を持つために
C として使われる。

　　タコ【蛸，章魚】
		  octopus C 《◆切られたものはU》

…１匹のタコはan octopusといい
C だが，切り身にしたタコは U であ
る。肉，魚，野菜，果物は多くの場合
このタイプに分類される。

　　ワイン　
		  wine U《◆産地や種類を表す時，店

で注文する時の１杯は C 》　…液体は
形状が定まらないために U。しかし
産地や種類などで分類すると個別性
が意識され C となる。また，店で注
文する場合なども「１杯」「２杯」とい
う数が意識され C となる。

3	冠詞や this, all, lastのような限定詞をつ
けて示す名詞や複数形のみをあげる名詞
は C とUの記号はつけない（定冠詞theが
つく名詞には C をつける場合がある）。

B．［集合的に］
4	［集合的に］は，個別の人や物を指す名詞

ではなく，同じ範疇に属している人や物を
まとめて指す名詞（文法で「集合名詞」と
呼ばれるもの）につける。

	 　いるい【衣類】
		  clothing U［集合的に］　…「上着」

「ズボン」「スカート」などの区別を問
題にせず， まとめて「着る物」を指す。
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	 　たまじゃり【玉砂利】
		  gravel U［集合的に］　…1つ1つ

手に取ることのできる小石を指す
pebbleとは異なり，道に敷き詰め
られている多数の小石をまとめて
gravelと呼ぶ。

C．複数形
5	不規則変化をする語，-oで終わる語，-f（-ff

の場合を除く）ないし-feで終わる語，そ
の他わかりにくい場合には（複　　）とし
て複数形を示した。

	 ～は中見出し丸ごとの代用，... は複合語の
場合の省略された部分を表す。　　

D．用法
6	必要に応じて［通例～ s］［通例単数形で］
［時にa ～］［複数扱い］などの用法に関す
る注記をつけた。

Ⅳ　動詞

A．文型・連語関係
1	動詞は，目的語O（共起する前置詞の目的

語などを含む）・補語Cや共起する代表的
な前置詞・to不定詞・that節などと一体
化した形で示した。いくつかの文型をま
とめて示す場合は / で区切った。これら
は，見出しの日本語の意味・用法に合致し，
かつよく用いられる形をとりあげたもの
である。

	 この動詞に付随する部分に対応する日本
語を，直後に〈　〉で示した。複数の文型
が示される場合は，英語中見出しの / に
対応させて〈　〉内も / で内容を区切って
示した。

	 目的語Oに日本語〈Oを〉が対応する場合
は〈Oを〉を省略した。ただし，他の文型
と一緒に示す場合は〈Oを〉を示した。

　　わらう　【笑う】
		  laugh　　…目的語をとらない動詞

（自動詞）。
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　　こわす【壊す】
		  break O　…目的語をとる動詞（他

動詞）。〈Oを〉は示さない。
　　あこがれる【憧れる】
		  admire O　〈Oに〉　…目的語をとる

動詞。対応する日本語〈Oに〉を示す。
　　いたる【至る】
		  go to O　〈Oに〉　…前置詞の目的語

を示す。
　　あたえる【与える】
		  give 「O1O2 [O2 to O1]　〈O1に

O2を〉　…目的語が２つある場合。
O1,O2の番号は出現順。ただし，二重
目的語構文では，［　］の前と［　］内
とを対応させるため，［　］内は順序
が逆になる。O1＝間接目的語，O2＝
直接目的語ということではない。

　　依頼する
		  ask 「for O/O to do/that節　〈Oを

/Oに…するよう/…することを〉　 
…以下の内容がこの形にまとめられ
ている。 

ask for O　〈Oを〉依頼する 
ask O to do 〈Oに…するよう〉依頼する 
ask that節 〈…することを〉依頼する

2	省略可能な要素，あるいは必須ではないが
しばしば共起する要素は（　）に入れて示
した。（O）は目的語をとる場合ととらな
い場合があることを示している（自動詞と
他動詞があると言い換えてもよい）。英語
中見出しの（　）部分に対応する日本語は

〈　〉の中で（　）に入れて示した。なお，
英語としては省略可能でも，日本語の意味
からは省略が考えにくい場合は，その部分
を（　）に入れずに示した。

　　まなぶ【学ぶ】
		  study (O)　…目的語をとる場合と

とらない場合があることを示す。
　　努力する
		  make an effort (to do)　〈（…しよ

うと）〉　…しばしば共起する要素と
してto doがあることを示す。
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　　強奪する　
		 rob O1 of O2〈O1からO2を〉　…英

語としてof O2は必須要素ではない
が，日本語の「銀行から強奪する」は
これだけでは不自然であるため，（of 
O2）　（O2を） としない。

B．活用
3	動詞の活用（語形変化）は本文では示さな

い。

C．用法
4	英語中見出しの形そのものでは表現しに

くい用法上の特徴などは，適宜次のような
注記で示した。

　［通例進行形で］　《◆受身不可》　《◆O1は
場所を表す前置詞（句）》

Ⅴ　形容詞・形容動詞
1	形容詞・形容動詞（見出しには（な）ない

し（の）をつける）の英語中見出しは形容
詞（句）となる。ただし，英語中見出しに
動詞を当てるのが適切であると判断され
る一部の形容詞・形容動詞（形容動詞の場
合，見出しには（だ）をつける）は，中見出
しが動詞となる。

　　かんたん（な）　【簡単（な）】
　　　easy　…通常は中見出しは形容詞と

なる。
　　ほしい【欲しい】
　　　want O　〈Oが〉　…見出しは形容詞

だが，中見出しに動詞を当てている。
　　すき（だ）【好き（だ）】
　　　like O/to do/doing　〈Oが/…する

のが/…することが〉　…見出しは形
容動詞だが，中見出しに動詞を当て
ている。
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A．文型・連語関係
2	動詞と同様に，共起する典型的な前置詞や

to不定詞などを一体化して示した。
　　必要な
		  necessary (for O/to do)　〈（Oに

/…するために）〉

B．［限定］［叙述］
3	限定用法でのみ用いる語には［限定］，叙

述用法でのみ用いる語には［叙述］と注記
した。［通例限定］［通例叙述］となる場合
もある。その他，適宜用法上の注意を［　］
で示した。

Ⅵ　助詞・助動詞・接続詞など
1	助詞・助動詞・接続詞や一部の副詞，いく

つかの語からなる連語（「―ざるをえない」
のようなもの）においては，「見出しの日
本語にほぼ対応する英語表現」をあげるこ
とが難しい場合は，訳す時に核になる語句
を英語中見出しとしてあげた。したがっ

て，中見出しの品詞は日本語と一致しない
場合があり，また違う品詞の中見出しが並
ぶことがある。わかりにくい場合は品詞
記号をつけた（⇒Ⅱ-9）。

A．Ｓ，Ｖ
2	これらの語においては，文中の英語中見出

しの機能を示すために，適宜S（主語），V
（動詞）という記号を用いた。（見出しが動
詞である場合も，まれにS，Vを用いるこ
とがある。）

　　いつでも
		  《…する時はいつでも》whenever S

＋V

Ⅶ　用例

A．用例の基本原則
1	英語中見出しの記述の後に，用例を載せ

る。英語中見出しを省略する場合は見出
しの直後に用例を載せる。用例が複数あ
る場合は，用例毎に改行した。
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	 名詞などで，用法に特別な注意が必要ない場
合は，中見出しのみをあげ用例を省略した。

2	用例は語の使用例であり，その内容はすべ
て真実であるとは限らないし，また編者の
考えを示すものではない。

3	用例の英語は，原則として《正式》でも《略
式》でもない広く使える一般的な表現を載
せた。ただし，日本語がくだけた言葉や堅
い言葉であるような場合は，それにふさわ
しい表現を載せた。米英で表現が異なる
場合は米国での言い方を優先するが，その
場合原則として《米》をつけない。

4	用例は，英語中見出しを使用しているもの
を前に，使用していないものを後ろに置い
た。ただし，日本語としてよく使われる表
現は，中見出しを使用していなくても初め
の方に置くことがある。また，日本語とし
て類似したものは英訳の内容にかかわら
ず並べて置くことがある。比喩的表現や
ことわざなどの慣用表現は原則として後
ろに置いた。

5	（　）部分は省略可能であることを，［　］
部分は直前の部分と交換可能であること
を示す。英文における交換可能部分が２
語以上の場合は，交換の起点を 「 で示し
た。１つの日本語に複数の英訳を示す場
合で，［　］を使わないときは，； で区切っ
た。

B．用例を扱う場所
6	用例をどの見出しのもとに置くかは，日本

語の表面上の形ではなく，語の成り立ちや
性質を考慮して決めた。たとえば「お…に
なる」「お…する」の形の敬語は，「…」部分
の名詞でなく，敬語化する前の動詞のとこ
ろで扱う。

		  遅くない　…「 派 遅く」ではなく「遅
い」で扱う。

		  鮮明にする　…「 派 鮮明に」ではなく
「鮮明（な）」で扱う。

		  お送りください　…「送り」ではなく
「送る」で扱う。
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		  信頼できる　…「信頼」ではなく「 派 信
頼する」で扱う。（派生語見出しを立
てない場合は名詞のところで扱う。）

		  着こなし方　…「着こなし」ではなく
「着こなす」で扱う。

	 「 派 …な」「 派 …の」の形の派生語は，形容
動詞の見出し「…（な）」「…（の）」と同様に
扱う。したがって，「…だ」「…に」などの
表現を含む用例をそこに置くことがある。

　　やっかい　【厄介】
		  派 厄介な　. . .彼がその提案に反対し

ているとは厄介だ It’s a problem 
that he is against the proposal.

C．日本語の言い換え
7	英訳する際にいったん別の日本語に言い

換えることが有効である場合は，［＝　］
で言い換えを示した。日本語が複数に解
釈できる場合も，適宜この書き方で複数の
訳例を示した。

D．使用場面
8	用例の日本語が場面によって複数に解釈

されうるときは，英語中見出しの「小見出
し」と同様に，《　》で使用場面を示した。
また，使用場面を明示するために，必要に
応じて日本語に適宜（レストランなどで）
のように補足した。

E．スピーチレベルその他
9 必要に応じて《正式》《米》などのスピーチ

レベルを示した（⇒Ⅱ-3）。特定の分野で
の表現である場合は〔野球〕などの専門分
野ラベルをつけた（⇒Ⅱ-5）。

10 英語がことわざである場合は《ことわざ》
と示した。

Ⅷ　複合語

A．複
1	英用例の後ろに複合語（見出しの言葉で始

まる複数の要素からなる名詞）を置いた。
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先頭に 複 印をつけてある。複数の複合語
がある場合は，それぞれの先頭に 複 印をつ
けた。

	 見出しと同様に，適宜用例をつけた。
2	英語を複数あげる場合は ； で区切った。

ただし，《男性》《女性》《性別に関係なく》
を併記する場合は , で区切る場合もある。
C U や用法に関する注などは見出しに準
ずる。

Ⅸ　慣用句

A．
1	語義区分ごとの記述とは独立に慣用句の

欄を設けた。それぞれの句の先頭に 印
をつける。

2	慣用句そのものには英訳を示さず，その慣
用句を使った用例によって訳例を示した。

（慣用句として取り上げた表現がそのまま
自然な用例になる場合はこの限りではな
い。）

Ⅹ　いろいろな注記・記号

●注記・記号類
（　 ）	 省略可能な部分，補足的説明
［　 ］	 直前の部分と交換可能（日本語とそ

の訳の英語の両方に［　］があると
きは，両者が対応している）。

 「 		 英語において［　］による交換可能
部分が２語以上の場合の交換の起
点

《　》	 小見出し（英語中見出し間の意味の
違いを示す）

《　》	 スピーチレベル
 ～		 英語中見出しの代用

〔　〕	 専門分野
〈 　〉	 英語中見出しに付属する前置詞等

に対応する日本語
《 　》	 語義・訳語の直接の定義・説明
《◆　》	 関連情報，注記など
 		 …を見よ，参照せよ

（ 　）	 …も見よ
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  ×	 	文法的に誤った英語，語法上不適切
な表現。ある程度使われる言い方
でも，外国人学習者としては用いな
い方が無難なものにつけた場合も
ある。

［＝　］	 用例の日本語の言い換え
ＣＢ 	 Communication Box
語法	 語法解説
関連	 関連情報
使い分け	英語中見出しの使い分けに関する

解説

●文型・用法
S＝主語　V＝動詞　O＝目的語　C＝補語。
ただし，Oは目的語以外に使うことがある。
do	 様々な動詞（原形）がくることを示

す。
done	 様々な動詞（過去分詞形）がくるこ

とを示す。
one	 主語の言い換えとして様々な代

名詞がくることを示す。one’s，
oneselfも同様。

～		 英語中見出しまるごとの代用。例
外として，D ～などとあれば１字め
を大文字に変える意味。～ iesとあ
れば語尾のyをiに変えて-esをつけ
る意味。

専門分野略語表
	 〔アメフト〕 アメリカンフットボール
	 〔医〕	 医学	 〔印〕	 印刷
	 〔映〕	 映画	 〔音〕	 音楽
	 〔音声〕	 音声学	 〔化〕	 化学
	 〔解剖〕	 解剖学	 〔カトリ〕	 カトリック
	 〔機〕	 機械（工学）	 〔ギ神〕	 ギリシア神話
	 〔軍〕	 軍事	 〔経〕	 経済（学）
	 〔建〕	 建築（学）	 〔言〕	 言語学
	 〔光学〕	 光学	 〔鉱〕	 鉱物学
	 〔コンピューター〕	 コンピューター
	 〔史〕	 歴史（学）	 〔歯〕	 歯科（学）
	 〔商〕	 商業・商学	 〔植〕	 植物学
	 〔心〕	 心理学	 〔数〕	 数学
	 〔生〕	 生物学	 〔政〕	 政治（学）
	 〔生化〕	 生化学	 〔聖書〕	 聖書（学）
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	 〔生理〕	 生理学	 〔地〕	 地学・地質学
	 〔地理〕	 地理学	 〔哲〕	 哲学
	 〔天〕	 天文学	 〔電気〕	 電気（工学）
	 〔電子工〕	 電子工学	 〔動〕	 動物学
	 〔バスケ〕	 バスケットボール
	 〔美〕	 美術・美学	 〔物〕	 物理（学）
	 〔法〕	 法律・法学	 〔薬〕	 薬学
	 〔郵〕	 郵便	 〔ロ神〕	 ローマ神話
	 〔論〕	 論理学
	 このほかの分野については省略しない形で，ま

たは「学」だけを省略して示してある（例：〔教
育〕＝ 教育（学））。

発音記号表

［母音］
	 /iː/	 sea, piece	 /i/	 happy, react
	 /ɪ/	 hit, pick	 /e/	 set, red
	 /æ/	 bat, cap	 /æ/	 laugh, staff
	 /ɑː/	 father, calm	 /ɑː/	 hot, rob
	 /ʌ/	 cup, bus	 /ɔː/	 law, ball
	 /ɔ(ː)/＊	 long, soft	 /U/	 book, would
	 /u/	 manual, tuition	 /uː/	 soup, food

	 /(j)uː/＊	 new, reduce	 /ǝ/	 collect, sofa
	 /ǝr/＊	 paper, sister	 /ǝːr/＊	 bird, early　
	 /ǝːr/	 courage, current
	 /eɪ/	 take, eight	 /aɪ/	 right, try
	 /ɔɪ/	 choice, toy	 /aU/	 out, cow
	 /oU/＊	 rope, road	 /ɑːr/＊	 star, par
	 /ɔːr/＊	 door, store	 /ɪǝr/＊	 deer, fear
	 /eǝr/＊	 hair, care	 /Uǝr/＊	 tour, poor
	 /ɪǝr/＊	 serious, cereal	 /eǝr/＊	 parent, vary
	 /er/	 arrow, carry	 /Uǝr/＊	 tourist, curious
	 /aɪǝr/＊	fire, tire	 /aUǝr/＊	 power, tower

［子音］
	 /p/	 pen, cup	 /b/	 boy, job
	 /t/	 team, sit	 /d/	 date, pad
	 /k/	 kick, cut	 /ɡ/	 gate, leg
	 /f/	 fight, puff	 /v/	 voice, save
	 /Ɵ/	 three, tooth	 /ð/	 this, bathe
	 /s/	 sun, pass	 /z/	 zoo, noise
	 /ʃ/	 she, cash	 /ʒ/	 vision, pleasure
	 /ts/	 cats, roots	 /dz/	 reads, adds
	 /tƒ/	 chart, catch	 /dʒ/	 July, bridge
	 /h/	 hot, who	 /m/	 man, sum
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	 /n/	 not, run	 /ŋ/	 song, singer
	 /l/	 light, tell	 /r/	 red, terrible
	 /j/	 yes, opinion	 /w/	 well, one
	 /w, ((米＋))hw/  what, while
	 /x/	 Bach (外国語のみ)
	 /ç/	 Köchel (外国語のみ)
	 。	 無声化を示す:umph/ m /

［注］
1	発音の表記
	 発音記号は上のものを用い， /　/に入れて

示した。省略可能な音は斜字体（ǝ, t など）
で表記した。ただし，（　）に入れて示し
たものもある（２も参照）。

	 第１強勢（ストレス）は́ ，第２強勢は`
をつけた。

2	米音と英音
	 本辞典は原則として米国における最も一

般的な発音だけを載せる。
　＊印の音については米音と英音が異なっ

ていて，次のように対応している。
	 /ɔ(ː)/	 → 米	 /ɔː/	 英	/ɔ/

	 /(j)uː/	 → �米	 /uː/	 英	/juː/	  
（時に /(j)U//(j)ǝ/ も用いた）

	 /ǝr/	 → 米	 /ɚ/	 英	/ǝ/
	 /ǝːr/	 → 米	 /ɚː/	 英	/ǝː/
	 /oU/	 → 米	 /oU/	 英	/ǝU/
	 /ɑːr/	 → 米	 /ɑɚ/	 英	/ɑː/
	 /ɔːr/	 → 米	 /ɔɚ/	 英	/ɔː/
	 /ɪǝr/	 → 米	 /ɪɚ/	 英	/ɪǝ/
	 /eǝr/	 → 米	 /eɚ/	 英	/eǝ, ɛː/
	 /Uǝr/	 → 米	 /Uɚ/	 英	/Uǝ/
	 /ɪǝr/	 → 米	 /ɪr/	 英	/ɪǝr/
	 /eǝr/	 → 米	 /er/	 英	/eǝr, ɛːr/
	 /Uǝr/	 → 米	 /Ur/	 英	/Uǝr/
	 /aɪǝr/	 → 米	 /aɪɚ/	 英	/aɪǝ, aǝ/
	 /aUǝr/	 → 米	 /aUɚ/	 英	/aUǝ, aǝ/
　　　/ɚ/ /ɚː/については 4 参照。
3	あいまい母音 /ǝ/
	 しばしば「あいまい母音」と呼ばれている

/ǝ/（記号の名称は「シュワー（schwa）」）
は，強勢がない音節にのみ生じ，それゆえ
一定のはっきりとした音色を持たない弱
い母音である。/ǝ/は時に「日本語のアの
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弱い音」というように説明されることもあ
るが，実際にはそれだけでなく，かなり広
い範囲の音が含まれる。その音質は，語の
中での位置によって，語によって，あるい
は話し方によっても様々であり，個人差や
方言差も大きいが，常に弱く短く発音さ
れ，時には消失することもある。

4	/ǝr/と/ǝːr/(または/ǝːr/）
	 米音における/ǝr/と/ǝːr/（または/ǝːr/）

は，/ǝ＋r/ /ǝː＋r/という２つの音の連続
ではなく，実際には，それぞれ/ɚ//ɚː/と
いう１つの母音として発音される（/ɚ/の
記号は「かぎ付きのシュワー（hooked 
schwa）」と呼ばれる）。母音の/ɚ//ɚː/は，
いわば子音の/r/を長めに発音した音（す
なわち音節主音的な/r/）であり，これら
３つの音の音質は，実質的に同じであると
考えてよい。

5	音節主音的子音の発音表記
	 主として日本人の発音に多い誤りを防ぐ

配慮から，次のような語の終わりにくる音

節主音的子音 /l/ /m/ /n/ の前では通例
母音を表示しない。

	 principal /prÍnsǝpl/	 local /lóUkl/
	 prism /prÍzm/	 cotton /k ːtn/
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ベーシックジーニアス英和辞典

１. 見出し語
Ａ. 見出し語の並べかた
①	アルファベット順に並べてある。同じつづりで

大文字・小文字の違いのあるものは, 小文字→
大文字の順。

②	同じつづりで語源の異なる語は別見出しとし, 
右肩に番号をつけた(ただし, 説明の都合で同語
源でも別立てとしたものがある)。

	 　　bill1　bill2　Bill
Ｂ.� 重要語の表示(重要度に応じて次のような

記号をつけてランクを示した。)
		  	 Ａランク	 中学学習語	 約1100語
		  	 Ｂランク	 高校学習語	 約2300語
		  無印	 Ｃランク	 その他	 約30400語

Ｃ. いろいろなつづりがある場合
(　)は省略可能の部分, −は最初のつづりとの
共通部分を示す。
(　)内の部分もアルファベット順に含めて配
列した。

	 ben･zine, −･zin	 ［benzineとも
		  benzinともつづる］
	 Bern(e)	 ［BernともBerne
		  ともつづる］
Ｄ. 分節
	  音節の切れ目は，・（小さい中点）で表示した。
Ｅ. 2語見出し(分離複合語)
	 2語以上からなる見出し語(以下「分離複合語」

という)は, 最初の語の項目の末尾にまとめ
て掲げた(アルファベット順)。例えば, table 
knifeは見出し語tableの末尾に táble knìfe 
として示した。

Ｆ. 派生語
	 ある語に接尾辞-ly, -ness, -ment, -(e)dをつ

けてできたCランクの派生語は, 元の語の末尾
(分離複合語のあと)に置く場合がある。(いく
つか派生語があるとき, アルファベット順に
よらない。)
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２. 発音 
①	発音記号は/   / に入れた。省略可能な音は斜

字体(ə , j など)で表記した。第1アクセントは
´, 第2アクセントは｀をつけた。

②	発音記号の直後に, カタカナによる発音表記を
示した。これは目安であり, これだけを見て正
しい発音が再現できるものではない。

③	同じ発音で違うアクセントもあるときは, ダッ
シュ (-)を使って/ /のように表記した。(1
音節につき1つのダッシュ )。

④	分離複合語は, 原則として発音を省略し, アク
セントだけを示した。

⑤	［連結形］の発音は代表的なものだけを示した。
実際の語のなかでは他の発音もありうる。

⑥	 発音がわかりにくい語や日本人がよく誤って
発音する語には(発音注意)(アクセント注意)と
注記した。

⑦	 発音表記のあとに［同音］として見出し語と同じ
発音の語を掲げた。見出し語または掲げた同音
語にいくつか発音があるときは △印をつけた。

⑧	 日本人の立場から見て発音が似ていてまぎら
わしい語を［類音］として掲げた。

fork /fɔ́́ː(r)k/　 (［類音］folk /fóUk )

３. 本義・原義・主要語義目録
①	 その語の語義全体の基本となる「本義(中核的

意味)」または「原義(語源的意味)」を   に入
れて示した。Cランクでも必要に応じて   で
語源を示した。

cassette	 小さい(-ette)箱(case)
close	 「互いに密着している」が本義

②	 A, Bランクの語で多くの語義のある語について
は, 主要な語義を 解説  に掲げた。

③	 外来語(完全に英語化しているものも一部含
む)は, その由来する言語名を フランス  ス
ペイン などとして示した。

④	 聖 は聖書, Shak.  はシェイクスピアの作
品に由来する句・用法であることを示す。

⑤	 動詞の 自 他 は別々に示されているが,  実際
は 自 と 他 は別個のものではない。この 自 と
他 の関係を明らかにするため, 解説  に表示
をした。
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４. 品詞
①	 品詞は次のような記号で示した。

 名  	名詞			   助 	 助動詞
 代  	代名詞			   前 	 前置詞
 形  	形容詞			   接 	 接続詞
 副  	副詞			   間 	 間投詞
 動  	動詞	 自 	自動詞	 略  	 略語
			  他 	他動詞	 記号 	 記号
 連結形  連結形

②	 A, Bランクの語については, 重要な派生語(主
としてA, Bランク)を(派)として品詞表示の前
に掲げた。

５. 語形変化
Ａ. 語形変化の表示の原則
①	 名詞, 動詞, 形容詞, 副詞の語形変化は, 品詞表

示のすぐあとに(　)に入れて示した。
②	〜 は見出し語まるごとの代用, -は見出し語の

一部(音節の切れ目から前)の代用である。
③	 不規則変化する語およびA, Bランクの語で変

化形に注意を要するもの(語尾のyをiに変える, 
-eを取って-ingをつける, など)については, 変
化した形も見出し語に立てた。

Ｂ. 名詞の複数形 
	 (複 　　)として表示した。つづりが-oで終わ

る語, -esをつける語, yを iに変えて -esをつけ
る語, その他注意を要する語については, Cラ
ンクでも複数形を示した。

Ｃ. 動詞の語形変化
①	 A, Bランクの動詞の語形変化は次のように示

した。
	 run(［三単現］〜 s/-z/; ［過去］ran/rǽn/, ［過

分］run; ［現分］run･ning）
②	 過去形と過去分詞形が同じときは, ［過去・過

分］という表示で1回だけ示した。
③	 2つ以上の形があるときは(...または...)のよう

に示した。
Ｄ. 形容詞・副詞の比較変化
①	 A, Bランクの1, 2音節からなる形容詞・副詞

については比較変化をすべて示し, 比較級に
は［比較］, 最上級には［最上］と表示した。

	 3音節以上で表示のないものはmore 〜 , 
most 〜を用いる。

②	 Cランクの語では, 表示のない場合
		  1音節の語	 -er, -est
		  2音節以上の語	 more 〜 , most 〜
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	 を用いる。(時に［比較］〜 ･er , ［最上］〜
･est)はmore型と-er型の両方が用いられる
ことを示す。

６. 語義・文型表示, その他の注記
Ａ. 語義の区分・順序
	 語義は 1, 2, 3 ...の数字で区分し，さらに必

要に応じて a, b, c ...やセミコロン(;)で区切っ
て示した。多くの語義のある語では， , ,
...でいくつかの大きなブロックに分けた。

Ｂ. 語義の示し方
①	 (　)内は省略可能な部分, または「内包的意味」

(普通そういう意味をこめて用いられるという
部分)である。

	 hall...  名  ...... 2玄関(の広間)
		  ［「玄関」または「玄関の広間」の意になる］

	 cabin...  名  1(丸太造りの)小屋
②	［　］は直前の語句と交換ができる語句を示

す。
	 brickyard... 名  ... れんが工場［販売所］

		�  ［「れんが工場」または「れんが販売所」
の意になる］

③	 語義のあとの《　》内は語義の定義や内容説
明である。

C. 用法の指示，文法上の注記
	 さまざまな語法・文法上の注記を［　］に入れ

て示した。( 〜は見出し語の代用。ただし, 2
字以下の語やわかりにくい場合などは全部つ
づった。)以下に主なものを掲げる。

	 語形
［P 〜］  見出し語は小文字だが, ここでは大
文字で用いる。

［p 〜］  見出し語は大文字だが, ここでは小
文字で用いる。

	 名詞の用法
［the 〜］［a 〜］［an 〜］  それぞれの冠詞
つきで用いる。
�［one's 〜］  人称代名詞の所有格(my, your, 
his, her, ourなど)つきで用いる。
�［〜 s］［〜 es］  複数形で用いる。(yをiに変
えて-esをつける語は全部つづった。)

	 形容詞の用法
		�  ［補語として］  He is crazy. のcrazyのよ

うに, 連結動詞(be, remainなど)の補語と
して用いる。
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		�  ［名前の前で］  a crazy boyのcrazyのよう
に, 名詞の直前に置いてその名詞を直接修
飾する。

	 動詞の用法
		�  ［be 〜 ed］  受身形で用いる。(yをiに変え

て-edをつける語は全部つづった。)
		�  ［be 〜 ed］および［通例 be 〜 ed］につい

ては, それに続く訳語も受身にしたものを
掲げた。

		  ［be 〜 ing］  進行形で用いる。
	� ［〜 oneself］  再 帰 代 名 詞(myself,　

yourselvesなど)とともに用いる。
	 そのほか, ［a 〜 of］［数詞の前で］［比較級を強

めて］［命令形で］［比喩的に］などさまざまな
表示をした。

D. 文型表示
①	 重要な動詞および一部の形容詞については, 主

語にS, 目的語(時に主語など)にA, B, 補語にC
を用いて文型を表示した。

	 give 他  1［give (A) B/give B (to A)］
		�  〈人が〉(A〈人〉に)B〈物・金〉を(無償で)

与える
	 become 自［become C］ C(の状態)になる

	 kind 形 1b�［A is kind to do/it is kind of A 
to do］…するとはA〈人〉は親切だ

②	 不定詞, 動名詞, that節, wh節, 決まった前置詞な
どを伴う場合は, それも含めて示した。

E.スピーチレベル
	 語の使われる地域, 文体, 時代的差異などに関

するスピーチレベルは, 　 に入れて示した。
主なものは次のとおり(指示のない語は普通に
用いられる一般語である)。

	 機能的差異
		  文 	 文語, 堅い書き言葉(時に 

			  古 詩 に通じる)
		  詩 	 詩で用いる言葉
		  正式 	 あらたまった書き言葉・ 

			  話し言葉
		  略式 	 く だ け た 書 き 言 葉・ 

			  話し言葉
		  俗 	 俗語, 非常にくだけた話し	

			  言葉
	 性的・年齢的・人種的差異
		  男性語 	 女性語 	
		  学生語 	 小児語 	
		  黒人語 	 米国の黒人特有の言葉
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	 地域的差異
		  方言 	� ある地域でだけ用いる。	

英方言 とあれば英国の
ある地域でのみ用いる言
葉ということになる。

		  米 	 米国でのみ用いる。
		  英 	 英国でのみ用いる。
		  カナダ 	 カナダでのみ用いる。
		  豪 	 オーストラリア・ニュー
			   ジーランドでのみ用いる。
		  スコット 	 スコットランド方言
		  アイル 	 アイルランド方言

	その他, 必要に応じていろいろな地域名
を用いた。

	 時代的差異
		  古 	 やや古 	  廃
	 その他
		  愛称 	 掲示
	 その他, 場面を表す短い言葉( 空港のアナウン

ス 店員の言葉 など)を 　 で示した。
F. 《PC》
	 性差別・人種差別・障害者差別等につながり

うる語句には, 非差別的表現を,

	 PC という表示をつけて掲げた。(PC＝
politically correct)

	 例えば, 人間全体を示す男性名詞(例：man, 
mankind), 男女両性を含む男性職業名詞
(例：salesman, congressman), ことさら
男女の違いを強調する語(例：lady doctor, 
waitress)などに対して, 男性に偏しない両性
平等に使える語を示した。

	 PC としてあげた語は, 本辞典で見出し語と
なっていない場合がある。

G. 専門語
	 専門的な語, 決まった分野で用いられる語には, 

分野を〔　〕で示した(訳語から明らかなものは
表示を省略した場合がある)。〔動〕は動物(学),

〔植〕は植物(学)の略。
H. 選択制限
①	 動詞の主語・目的語・補語, 形容詞の被修飾

語, 前置詞の目的語などにどういう内容の語が
くるか(これを選択制限という)を, 語義の中に

〈　〉で示した。
		  damage ... 動  ...	� 1〈物・事が〉〈物〉

に損害を与える.
			   ［主語については〈…が〉のように示す］
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		  derive ... 動 	� 1［derive A from B］B
〈本源となる物・事〉から
A〈利益・楽しみ・安心
など〉を引き出す, 得る.

		  decisive ... 形  �... 1〈戦い・勝利などが〉
明確な結果をもたらす, 
決定的な.

②	 動詞にしばしば伴う副詞辞は＋印をつけて
(　)に入れ, 斜字体で示した。

		  fence ... 動 ... 	�…に囲いをめぐらす(＋
in, off).

 I.  同義語
	 語義のあとの(　)内に同義語または言い換え

可能な英語を示した。
Ｊ. いろいろな注記・記号
①	 語義・訳語についての関連情報や語法説明・

語のイメージ・補足などは《◆　　》に入れて
示した。説明の長いものは囲み記事とし, 一部
は［Q&A］として質問と答えの形で 解説  に
示した。

②	 必要に応じて, 次のような表示を用いた。
		  ［関連］	 ［語法］	 ［文化］	 ［事情］
		  ［類］	 類義語	

		  ［比較］	 日本語と英語の比較
		  ［表現］	� 主に英語で表現する場合に役

立つ知識
		   cf.	 …を参照せよ
		   →	� …を見よ(直接関連する情報

が他の箇所にある場合)
		   	 反意語・対になる語
Ｋ. 用例
①	 すぐに役立つ対話形式の用例を, 　例  に

［対話］と表示して収録した。
②	［　］は, 語義の場合と同じように, 直前の語と

交換が可能であることを示す。
③	 英語とその訳の両方に［　］があるときは, 

［　］の前の語同士, ［　］の中の語同士が原則
として対応している(これは注記などでも同
じ)。

	 a convex ［concave］ lens　凸［凹］レンズ.
	 ［a convex lensが「凸レンズ」, a concave 

lensが「凹レンズ」となる］
④	 等号(＝)は, 「まったく同じ意味」ということで

はなく, 「だいたい同じような意味である(ニュ
アンスに相違もある)」といった場合にも用い
ている。
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Ｌ. イントネーション, ストレスなど
①	 イントネーションやストレスによって意味の

違いが生じる場合(「部分否定」と「全否定」
など), 丁寧さの度合いが異なる場合(Thank 
you.( )( )など), その他必要に応じて用例に
イントネーションやストレスを示した。イン
トネーションは, 高低変化の終わった箇所に, 
次のような記号で示した。

	  (下降調)　通例平叙文で用いられ, 文の完
結を示す。断定的口調。

	 (上昇調)　通例疑問文で用いられ, 質問・勧
誘・依頼などを表す。また文中で, 文が未完
結であることを示す。

	  (下降上昇調)　通例文頭の文全体を修飾す
る副詞(句)・挿入句［節］で用いる。文尾では
対比とか話し手の含みのある態度を示す。

	  (部分下降調)　中途半端な下降で, 未完結
あるいは話し手のちゅうちょなどを表す。

②	 ストレスは, ´と｀のアクセント記号をつけ
て示した。

③	 この他, によって, 若干の休止があることを
示した。

７. Cと U

	 名詞には，数えられるものに C (countable), 
数えられないものに U (uncountable) の記
号をつけた。

Ａ. C  と U  の意味
①	 C 名詞は, 単数形ではa, an(またはthe, my, 

any, thatなどの決定詞)が必要であり, 複数形
にすることができる。

②	 U 名詞は, 冠詞(または他の決定詞)なしで用
いることができ, 複数形にならない。いわゆる
物質名詞, 抽象名詞などがこれに含まれる。特
にa, anがつくときは［a 〜］, また［しばしば 
a 〜］［しばしば 〜 s］などとして示した。

	 特に a, an がつくときは [a 〜 ]， また [しば
しば a 〜 ] [しばしば 〜 s] は[or a 〜 ]，[or 
〜 s] などと示した。

③	 [集合名詞］としたものには通例 C U をつけ
ない。

④	 固有名詞には通例 C U をつけない。
⑤	［the 〜］［a 〜］［〜 s］［the 〜 s］［one's 〜］

などとあるものは常にこの形で用いられるこ
とを示す。この場合 C U はつけない。
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	 複数形の語の語義については, 必要に応じ, 
［単数扱い］［複数扱い］［単数・複数扱い］とい
う表示をした。［単数扱い］の語が主語になっ
た場合は単数の主語に一致する動詞を用い, 
また単数の代名詞で受ける。(複数形で表示の
ないものは複数扱いである。)

８. 成句・句動詞
Ａ.成句の掲げ方
①	配列はアルファベット順である。
②	句動詞(動詞＋前置詞または副詞辞で全体とし

て動詞の機能をもつ成句)のうち, 特に重要な
ものは独立の見出し語とした。

Ｂ.成句に用いた記号
①	 A, Bは動詞・前置詞の目的語を示す(ただし, 

目的語ではなくても便宜上A, Bを用いた場合
がある)。

②	 one'sは成句の主語と同じものが人称代名詞
(my, your, her, theirなど)になって入ること
を示す。その他の場合はA'sとする。

③	 oneselfは再帰代名詞(myself, yourself, 
themselvesなど)が入ることを示す。

④	 成句には標準的なアクセントを表示した。た
だし, 文脈による変動や個人差も大きいので, 
ひとつの目安としての表示である。

Ｃ. 成句を扱う場所
①	 名詞を含む成句は名詞のところで扱う。それ

以外は, その成句の中でもっとも重要な語ま
たはもっとも特徴的な語の見出し語のところ
で扱う。

②	 引きにくいものについては, いろいろな箇所
から引けるように参照見出しをつけた。

Ｄ. 機能表示
①	「動詞＋前置詞または副詞辞」からなる句動詞

には, 成句としての機能(品詞に準ずるもの)を
次のように表示した。

	 ［自］	� 自動詞＋副詞辞。目的語をと
らない。

	 ［他］	� 他動詞＋副詞辞。目的語は他
動詞の目的語であり, 原則と
して副詞辞は目的語の前にも
あとにも置かれる。ただし目
的語が代名詞の場合は通例〜 
A upの形でのみ使われる。
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②	 自 動 詞 ＋ 前 置 詞 か ら な る 句 動 詞 は,  
［～ throgh A ］のように表示した。

③	 句動詞以外でも, 形や訳語からわかりにくい
ものは［名］［副］［接］のように機能表示をし
た。

日本史事典

Ⅰ　見出し語とその配列・解説について
1．	項目の見出しは原則として「かな見出し」と

「本見出し」の2本立てとした。
2．	項目の配列は五十音順とした。
3．	促音（っ），拗音（ゃ，ゅ，ょ），ならびに外来

語の表記に用いる小字（ァ，ィ，ゥ，ェ，ォ）は，
それぞれ音順に含めて配列した。

4．	濁音・半濁音は，清音の次に，そして濁音→
半濁音の順とした。また，同音の場合は「カ
タカナ」→「ひらがな」の順に配列した。

5．	長音符号「ー」，ハイフン（−），二重ハイフン
（＝），中グロ（・）は，配列のうえでは無視した。

6．	同音・同字の項目で，まとめて解説したほう
が理解しやすいものは，①，②，③，……の数
字を付し，同じ項目にまとめて解説した。

7．	項目の解説は，定義部分と詳細解説部分との
2段階構成としている。
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Ⅲ　人名項目について
1．	人名には人名漢字を用い，原則として姓名で

示した。
2．	人名の読み方で，平安末期までは，姓と名の

間に「の」を入れて読んだ。
		  〔例〕	そがのいるか　蘇我入鹿
			   ふじわらのみちなが　藤原道長
3．	外国人名は原則としてファミリー−ネームで

収録し，カタカナ表記とし，それに対応する
原語綴りを示した。

		  〔例〕	アダムズ　William Adams
	 ただし，中国・朝鮮・台湾の人名は慣用の日本

語読みに従い，ひらがなをかな見出しとした。
		  〔例〕	もうたくとう　毛 沢東

Ⅳ　記号・符号について
1．	 　二つの項目間において，まったく同義で

あるが，使用頻度が低いと思われる項目や，
他の事項とまとめて解説したほうがわかりや
すいような場合や，読みのまちがえやすい項
目には読みちがいの項目にこのマークを用い
て参照させた。

Ⅱ　年代の表記について
1．	数字は原則として算用数字を使用した。しか

し，日本語として定着している語句や歴史用
語として慣用化しているものには，漢数字を
用いた。

		  〔例〕	二・二六事件，五・四運動
2．	年代は原則として西暦で示し，特に日本年号

が必要と認められるものについては（　）で
示した。

		  〔例〕	………645（大化元）年……
3．	人名の生没年は，原則として本見出しの次に

示した。
4．	本文中4けたの数字の年代で，同一世紀の年

代が続いて出てくる場合，2番目以降は初め
の2けたの数字を省略号「 ' 」で示した。

		  〔例〕	……1841年……，…'49年……
5．	人名で生没年のうちどちらかが不明のとき，

あるいはいちおうの年代がわかるが認識でき
ない場合は，次のように示した。

		  〔例〕	�876 〜？　　？〜 1192		
1201ごろ〜 60
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2．	 　大きな事項の一部分を意味したり，項目
間の関連が容易に思い浮かばないような項目
の場合には，便宜をはかるため，このマーク
を用いて参照させた。

Ⅴ　国名の略称について
国名は可能なかぎり通称で示したが，慣用度が高
い場合や日本語としての前後関係などから，次の
ような略称を用いている場合もある。
	 〔例〕	アメリカ→米	 イギリス→英
		  イタリア→伊	 フランス→仏
		  中国→中	 インド→印
		  ドイツ→独	 ロシア→露
		  ソビエト連邦→ソ

執筆者一覧（50音順）
　�金澤利明　竹内秀一　藤野雅己　牧内利之　 

真中幹夫

世界史事典

Ⅰ　見出し語とその配列・解説について
1．	項目の見出しは原則として「かな見出し」と

「本見出し」の2本立てとした。
2．	項目の配列は五十音順とした。
3．	促音（っ），拗音（ゃ，ゅ，ょ），ならびに外来

語の表記に用いる小字（ァ，ィ，ゥ，ェ，ォ）は，
それぞれ音順に含めて配列した。

4．	濁音・半濁音は，清音の次に，そして濁音→
半濁音の順とした。また，同音の場合は「カ
タカナ」→「ひらがな」の順に配列した。

5．	長音符号「ー」，ハイフン（−），二重ハイフン
（＝），中グロ（・）は，配列のうえでは無視した。

6．	同音・同字の項目で，まとめて解説したほう
が理解しやすいものは，①，②，③，……の数
字を付し，同じ項目にまとめて解説した。ま
た，同項目内の解説で，便宜上内容を（1），

（2），（3），……の数字を付し，まとめて解説
したものもある。さらに内容によっては，【○
○○】の小見出しを付して解説した。

7．	項目の解説は，定義部分と詳細解説部分との
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	 〔例〕	� 876 〜？　　？〜 1192　　
483/484 〜 550ごろ	
1201ごろ〜 60（61）

Ⅲ　人名項目について
1．	西洋人名は原則としてファミリー−ネームで

収録した。ただし，パーソナル−ネームとファ
ミリー−ネームとが一緒に呼ばれるような慣
用がある場合には，アダム＝スミスのように，
ダブル−ハイフンでつなげて項目見出しとし
た。

2．	東洋史（主として中国・朝鮮）関係の人名は，
本見出しの姓と名前との字間を半角分あけて
わかりやすくした。

Ⅳ　外国語の表記と転写について
1．	西洋史関係の外国語の表記は，できるだけ原

音に近いカタカナ表記を採用したが，慣用度
の高い表記はそれを採用した。

2．	旧版で使用していたバ・ビ・ブ・ベ・ボの表
記は，原則としてヴァ・ヴィ・ヴ・ヴェ・ヴォ
に改めた。ただし，現在の慣用例にならい，

２段階構成としている。
8．	解説文中において，書名はすべて『　』（二重

カギ）で示し，雑誌名や芸術・音楽などの作
品名は「　」で示した。また，名言などの引
用文や比喩的な表現は「　」・“　”で示した。

Ⅱ　年代の表記について
1．	数字は原則として算用数字を使用した。しか

し，日本語として定着している語句や歴史用
語として慣用化しているものには，漢数字を
用いた。

	 〔例〕	 三・一事件，七月王政
2．	年代は原則として西暦で示した。
3．	人名の生没年と王朝（国名）の存続期間は，原

則として本見出しの次に示した。
4．	本文中4けたの数字の年代で，文中に同一世

紀の年代が続いて出てくる場合，2番目以降
は初めの2けたの数字を省略した。

5．	紀元前のすべての年代と3桁の年代は，省略
しないで示した。

6．	人名で生没年のうちどちらかが不明のとき，
あるいはいちおうの年代がわかるが認識でき
ない場合は，次のように示した。
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それに従ったものもある。またドイツ語のW
とロシア語のVで構成されているものも原則
としてヴで表記した。

3．	東洋史（主として中国・朝鮮）関係の地名・
人名・事項は，原則として漢字の日本語読み
によった。ただし，1910年以降の朝鮮関係
の人名については原則として原地音の読みで
表記した。また，1912年以後の中国人名お
よび原地名には，本見出しの次に 音式の原
綴りを併記した。

4．	外国文字はすべてローマ字に転写した。
5．	項目には，発生地主義により，できるかぎり

原綴りを併記した。内容が数か国にわたるよ
うな場合には，原則として英語を記し，英語
以外の国語を併記した場合には，ドイツ，フ
ランスなどとその国名をルビで示した。

Ⅴ　記号・符号について
1．	 　二つの項目間において，まったく同義で

あるが，使用頻度が低いと思われる項目や，
他の事項とまとめて解説したほうがわかりや
すいような場合や，読みのまちがえやすい項

目には読みちがいの項目にこのマークを用い
て参照させた。

2．	 　大きな事項の一部分を意味したり，項目
間の関連が容易に思い浮かばないような項目
の場合には，便宜をはかるため，このマーク
を用いて参照させた。

Ⅳ　国名の略称について
国名は可能なかぎり通称で示したが，慣用度が高
い場合や日本語としての前後関係などから，次の
ような略称を用いている場合もある。
	 〔例〕	アメリカ→米	 イギリス→英
		  イタリア→伊	 インド→印
		  オーストリア→墺	 オランダ→蘭
		  スペイン→西	 ソヴィエト連邦→ソ
		  中国→中	 ドイツ→独
		  トルコ→土	 日本→日
		  フランス→仏	 プロイセン→普
		  メキシコ→墨	 ロシア→露

執筆者一覧（50音順）
	 小豆畑和之	 石井　栄二	 今泉　博
	 仮屋園　巖	 津野田興一	 三木健詞
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出し語が同じで欧文があとにつく場合は，
アルファベット順に配列してある。

		 〔例〕	� 「ビタミンA」 「ビタミンB」 「ビタミ
ンC」……　のように配列してある。

（２）	 同音のものはカタカナ・漢字の順に，また，
清音・濁音・半濁音の順に配列してある。

		 〔例〕	� 「チョウ」，「腸」；「カ」（蚊），「ガ」（蛾）
のように配列してある。

３．表記
（１）	 生物名・外国名・外国人名・外国地名は原

則として「カタカナ」で示した。なお，見出
しの生物名を除く外国語・外国人名・化石・
幼生には欧文つづりを示してある。また，
カタカナ表記が一般的に使われている語に
ついても「カタカナ」で示してある。

		 〔例〕	 アイ　サクラ　サル　タンパク質
			   グルコース glucose
			   オーリクラリア auricularia　　
			   ダーウィン �D a r w i n ,  C h a r l e s  

Robert
（２）	 本文中は常用漢字・現代かなづかいによっ

生物事典　四訂版

１．構成と解説のしかた
構　成

（１）	 全項目を五十音順に配列してある。
（２）	 項目は頻出度・重要度を考慮して次のよう

に区別してある。すなわち，◆◆ は高校での
生物学習に絶対必要な重要項目，◆ はぜひ
知っておくべき項目，その他は無印の三段
階に分けてある。日常学習に，また大学入
試対策に一応のめやすにしていただきたい。

解　説
（１）	 まず，定義的な説明を簡単に述べた。
（２）	 次に本文を掘りさげて徹底的に解説を加え

た。文中にはできるだけ具体的な例をあげ
て，理解の便をはかった。

（３）	 発展的な解説ないし資料などは，必要に応
じて 〔参考〕 を設けて補足してある。

２．配列
（１）	 原則として五十音順によった。ただし，見
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た。ただし，常用漢字以外でも意味のとり
にくいものは漢字を使用し，適宜，読みを
かっこ内に付記した。

		 〔例〕	 穎（えい）　猛禽（きん）　孵（ふ）化
（３）	 見出しの人名には生没年を付記した。ただ

し，4けたの数字の年代で，生没年が同一世
紀の場合は初めの2けたを省略した。

		 〔例〕	� ア イ マ ー　Eimer, Theodor　
1843 〜 98

（４）	 用語で，２人以上の人名を冠したものは人
名の区切りを・印で示した。同一人物のネー
ムの区切りは＝で示した。

		 〔例〕	 ワトソン・クリックの模型
			   レオナルド=ダ=ビンチ

（５）	 用語は主として文部省の『学術用語集』に準
拠したが，一般の慣用語も重視してある。

４．記号・符号
（１）	 　同内容のものであるが表記が異なるも

の，または内容としてはそこに含まれるが，
他の項目のところに説明されているもの。

		 〔例〕	 アイソトープ　  同位体　　

			   アオヒモムシ　  紐形動物
	 または、他所に見出し項目として出ている

項目。原則として，項目理解に必要と思わ
れるものについてつけた。「タンパク質」「細
胞」などや分類名など，はっきりしているも
のにはつけていない。また，特に参照する
必要のないものは除いてある。

（２）	   参照することによって見出し項目の
内容がよりいっそう理解できるような関連
項目を文末に示した。

（３）	 生物学習上の最重要項目には ◆◆，重要項目
には ◆ で示してある。

（４）	『  』は書名を示す。
（５）	 ① ②…	同一項目で，内容的に類似ではあ

るが二つ以上の意味をもつ場合に用いてあ
る。
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	 　例：�だいにうちゅうそくど【第２宇宙速度】 
→ 宇宙速度

6.	 見出し語の配列は現代かなづかいによる五十
音順とした．また長音「ー」は無視して配列
した．

7.	 拗音および促音は配列のうえでは一つの直音
と同じ扱いとした．

8.	 必要によっては小見出し項目を設け，小見出
し項目では「かな見出し」は省略した．小見
出し項目の配列はかならずしも五十音順では
ない．

Ⅱ　本　文
1.	 本文は常用漢字･現代かなづかいを用いるこ

とを原則とし，誤読･難読のおそれのあるもの
はふりがなを本文中初出の漢字についてだけ
付した．

2.	 本文に出てきた語のうち，ほかに参照すべき
見出し語のあるものは，  を付した．

	 　例：  ローレンツ変換
3.	 見出し語に関連した項目があって，その項目

を参照することにより理解を助けるような場

新物理小事典

Ⅰ　見出し語と配列
1.	 見出し語は「かな見出し」と「漢字見出し」を

併用し，「かな見出し」は現代かなづかいを用
いた．

	 　例，はどうりきがく【波動力学】
2.	 見出し語が外国語の場合は「かな見出し」を

カタカナとした．
3.	 日本語との複合語である外国語は───に

よって省略した．
	 　例：アボガドロのほうそく【───の法則】
4.	 人名項目については見出し語のあとに生没年

を併記し，外国人名については欧字綴りを付
記した．

	 　例：�フ ァ ラ デ ー【Faraday, Michael】 
(1791 〜 1867)

5.	 ほかに説明のついた同義語または関連語があ
る場合は，同義語は ＝ ，関連語は →  を
もって説明のある本項目へ導いた．

	 　例：�オーエス【OS】 ＝ オペレーティン
グシステム
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合は，文中または文末に →  を付し関連項
目へ導いた．

4.	 本文中に出てくる外国人名･外国地名は原則と
してカタカナで表し，術語･外来語の表記につ
いては原則として「学術用語集」，および「外
来語の表記」に準拠したが，慣用にも配慮した．

5.	 本文中に出てくる外国人名で，ほかに見出し
語がある場合は人名に  を，ない場合には
欧字綴りを併記した．

6.	 本文中に出てくるアルファベットは，原則と
して，物理量(速度υなど)はイタリック体で，
記号･符号はローマン体とした．必要によっ
てはベクトル量もイタリック体(たとえば力 
F など)を用いた．

7.	 本文中の単位については，基本的に国際単位
系(SI)を採用するようにした．

Ⅲ　略号，記号
	 cm：センチメートル，	 m：メートル， 

km：キロメートル，	 µm：マイクロメートル， 
nm：ナノメートル，	 Å：オングストローム， 
g：グラム，	 mg：ミリグラム， 
kg：キログラム，	 s：秒， 

A：アンペア，	 V：ボルト， 
W：ワット，	 Ω：オーム， 
N：ニュートン，	 ℃：セルシウス温度， 
K：絶対温度，	 eV：電子ボルト， 
cal：カロリー，	 K：度(温度差)， 
Pa：パスカル，	 mmHg：水銀柱ミリメートル，
mol：モル，	 Hz：ヘルツ， 
erg：エルグ，	 J：ジュール， 
g：重力加速度，	 t：時間， 
T：周期，温度，	 ƒ･ν：振動数， 
ω：角速度，	 υ：速度， 
α･a：加速度，	 m･M：質量， 
P･p：運動量，誘電分極，	 I：慣性モーメント， 
F･ f：力，	 E：エネルギー，電場， 
U：エネルギー，	 Q：熱量，電気量， 
W：仕事，	 Φ：磁束， 
R：電気抵抗，リュードベリ定数， 
C：電気容量，	 X：リアクタンス， 
L：インダクタンス，	  
Z：インピーダンス，原子番号， 
A：質量数，	 c：光速度， 
p･P：圧力，	 v･V：体積， 
λ：波長，	 h：プランク定数， 
NA：アボガドロ定数，	 θ：温度，角度， 
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新化学小事典

Ⅰ　見出語
1.	 見出語は「かな見出し」と「漢字見出し」を併用

し，「かな見出し」は現代かなづかいを用いた．
	 　例：ぶんべつじょうりゅう【分別蒸留】
2.	 見出語が外国語の場合は「かな見出し」をカ

タカナとした．
3.	 日本語との複合語である外国語は───に

よって省略した．
	 　例：さんかアルミニウム【酸化───】
4.	 人名項目については見出語のあとに生没年を

併記し，外国人名については欧字綴りを付記
した．

	 　例：�フ ァ ラ デ ー【Faraday, Michael】
(1791 〜 1867)

5.	 他に説明のついた同義語または関連語がある
場合は，同義語は ＝ ，関連語は →  を
もって説明のある本項目へ導いた．

	 　例：同義語は　�たんさんガス【炭酸───】
＝  二酸化炭素

	 　　　関連語は　�シンがた【───形】→  
シス ‐ トランス異性

emu：電磁単位，	 esu：静電単位， 
p：陽子，	 n：中性子， 
e：電子，	 ν：ニュートリノ， 
n：屈折率，	 f：焦点距離， 
i･ j＝虚数単位， 
e：電気素量，自然対数の底．
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見出語の配列
1.	 配列は現代かなづかいによる五十音順とした．
2.	 長音「ー」は無視して配列した．
3.	 拗音および促音は配列のうえでは直音と同じ

扱いとした．

Ⅱ　本　文
1.	 本文は常用漢字･現代かなづかいを用いるこ

とを原則とし，誤読･難読のおそれのあるもの
は振りがなを本文中初出の漢字についてだけ
付した．

2.	 本文に出てきた語のうち、他に参照すべき見
出語のあるものは， を付した．

	 　例： イオン結合
3.	 見出語に関連した項目があって，その項目を

参照することにより理解を助けるような場合
は，文中または文末に →  を付し関連項目
へ導いた．

4.	 同一見出語に二つ以上の意味があるときは，
本文中に①，②，……を用いて区別した．

5.	 文末に示した融点，沸点，密度(比重)，溶解度，
比旋光度などは，かっこ内にとくに条件を示

さない限り，常温･常圧における数値を示し
た．また，とくに断らない限り，そこに示し
た化学式をもつ物質の数値とした．

6.	 本文中に出てくる生物名･外国語･外国人名･
外国地名は原則としてカタカナで表し，術語
･外来語の表記については原則として「学術用
語集」，および「外来語の表記」に準拠したが，
慣用をも重視した．

Ⅲ　略号
	 A：原子量，	 M：分子量， 

Z：原子番号，	 F：ファラデー定数， 
NA：アボガドロ定数， 
R：リュードベリ定数；気体定数， 
g：重力加速度，	 h：プランク定数， 
n：物質量，	 d：密度(比重)， 
η：粘度，	 E：エネルギー；起電力， 
λ：波長；壊変定数，	 ν：振動数， 
υ：速度，	 n：屈折率， 
[α]D：比旋光度(ナトリウムD線に対する比旋光度)， 
T：温度，	 t：時間， 
o-：オルト，	 m-：メタ，
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mmHg：水銀柱ミリメートル， 
ppm：百万分率，	 LD50：半数致死量

	 p-：パラ，	 p：陽子， 
n：中性子，	 e：電子， 
l-：左旋性，	 d-：右旋性， 
dl-：ラセミ体， 
D-；L-：糖類とアミノ酸の立体配置

Ⅳ　記号
	 µm：マイクロメートル，	 nm：ナノメートル， 

L：リットル，	 kg：キログラム， 
g：グラム，	 mg：ミリグラム， 
Å：オングストローム，	mol：モル， 
pH：水素イオン指数，	 A：アンペア， 
V：ボルト，	 J：ジュール， 
W：ワット，	 Ω：オーム， 
N：ニュートン，	 ℃：セルシウス温度， 
K：絶対温度，	 eV：電子ボルト， 
keV：キロ電子ボルト， 
MeV：メガ(百万)電子ボルト， 
Bq：ベクレル，	 Gy：グレイ， 
Sv：シーベルト，	 s：秒， 
‰：パーミル，	 cal：カロリー， 
Pa：パスカル， 
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参　考
字形について
 ●	この製品に使われている日本語の漢字の字形は

JIS X 0213-2004に準拠していますので、一
般の辞典などで採用されている文字と字形が異
なるものがあります。

 ●	ただし、補助漢字やJISの漢字表以外の漢字も一
部含まれています。

 ●	また、限られたドット数で文字を構成している
ため、一部の漢字は略字を用いています。

	【例】
		  新漢語林の見出し漢字	 各辞書機能の意味
	 活字	 など（48ドット）	 など（12ドット）

	  鶯	→  	 →　  

 

コンテンツ（辞書など）の表現の違いについて
 ●	この製品は、基本的に各コンテンツ（辞書など）

の内容を変更することなく収録しています。こ
のため、同じ語を別々の辞書などで引いた場合、
表現などに違いがあることがあります。

コンテンツの内容について
 ●	この製品に収録されている各コンテンツで書籍

が刊行されているものの内容は、基本的に書籍
版の内容を変更することなく収録しております
が、画面表示の都合、その他の事情により、各出
版社の監修に基づいて一部内容を変更している
ことがあります。
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困ったときは
よくあるご質問･････････････････････203
故障かな？と思ったら･･･････････････206
異常が発生したときの処理･･･････････207
お買いあげ時の状態に戻すときは･････208
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よくあるご質問
次のご質問以外にも、よくあるご質問の情報
はパソコンの下記サポートページで調べる
ことができます。
　http://www.sharp.co.jp/support/
ご質問内容 対応方法（回答）

表示が暗い・
明るい

● 各種設定のメニュー画面で、
「明るさ調整」を選び調整しま
す（ 60ページ）。

● 日中の屋外など明るい場所で
は画面が見えにくくなります。
日陰など、強い光が当たらない
ようにしてご使用ください。

● 本製品は約30秒間（音再生時
は約5秒間）キー操作をしない
と画面が暗くなります。何か
キーを押すと元の明るさに戻
ります。なお、この暗くなる時
間は変更できません。

ご質問内容 対応方法（回答）
画面のボタン
などにタッチ
しても反応し
ない／ずれた
位置で反応す
る

各種設定のメニュー画面で「タッ
チパッドの調整」を選び、調整し
ます（ 62ページ）

画面にタッチ
した位置と文
字が書かれる
位置がずれる

各種設定のメニュー画面で「タッ
チパッドの調整」を選び、調整し
ます（ 62ページ）

画面に書いて
いる途中で認
識されてしま
う

「文字を手書き入力する」の「手
書き入力のご注意」（ 28ペー
ジ）を参照し、必要に応じて手動
認識でご利用ください。

手書きで長音
符「ー」が入ら
ない

漢数字の「一」と認識されやすい
ので、候補の中から選んでくだ
さい。

調べたい単語
が出てこない

単語は変化形ではありませんか。
変化形の場合は原形でも調べて
みてください。
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ご質問内容 対応方法（回答）
調べたい語が
出てこない

次のことを確認してください。
● 読みかたは正しいですか。別

の読みかたではありませんか。
● 「つ」と「っ」など、大きい文字

と小さい文字がまちがって入
力されていませんか。

● 「ば」と「ぱ」など、濁音や半濁
音がまちがって入力されてい
ませんか。

● 「づ」と「ず」、「ぢ」と「じ」な
どの使いかたが違っていませ
んか。

読みのわから
ない漢字の調
べかたは...

手書きや部首の読み、部首画数、
総画数で調べることができます

（ 71ページ）。

“？”や“〜”
が使える機能
は？

ワイルドカード“？”、ブランク
ワード“〜”は、スーパー大辞林、
英和・和英辞典などで使えます

（ 40ページ）。スーパー大辞
林の逆引きなどでは使えません。

ご質問内容 対応方法（回答）
ローマ字で思
うように入力
できない

213〜216ページを参照して入
力してください。

50音でかな
入力はできな
いか？

この製品は「ローマ字かな入力」
または手書きでかなを入力しま
す。50音かな入力はできません。

日本語の読み
検索を行う場
合に英字始ま
りの見出し語
が入力できな
い

「ISO」など英字で始まる見出し
語は「あいえすおー」のように読
みをひらがなで入れます。数字
から始まる見出し語も、読みを
ひらがなで入れてください。
見出し語にカッコ（「 」）や中点

（・）などの記号がある場合は省
略して入れてください。

消費税の税率
が変わってし
まったら...

消費税の税率は変更することが
できます。56ページをご覧いた
だき、設定を変更してください。

国名などが変
わっている
古いデータに
なっている

この製品は、書籍版のコンテン
ツ（辞書など）のデータを収録し
ておりますので、その辞書など
の記述に合わせております。
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ご質問内容 対応方法（回答）
検索したリス
トに同じ見出
し語が複数個
表示されるこ
とがあるのは
なぜ...

１つの見出し語に複数の語が収
録されている場合、個々の語に
対して検索を行うので、同じ見
出し語が複数個表示されること
があります。

ジャンプ機能
で、ほかの辞
書などにもあ
るはずの語へ
ジャンプでき
ない

辞書などにより見出し語などに
使われる文字の種類や表記のし
かたが違うことがあり、このよ
うな場合は違う言葉と判断され
るためジャンプできません。
例 表記の違い：
　　敢え無い（スーパー大辞林）
　　敢えない（和英）

凡例（編集方
針など）を知
りたい

87～200ページを参照してくだ
さい。

ご質問内容 対応方法（回答）
音声の再生が
できない／音
が出ない

●	音声は付属のイヤホンで聞きま
す。イヤホンを正しく接続して
ください（ 37ページ）。

●	音量が小さくなっていません
か。音量を調整してみてくだ
さい（ 60ページ）。

●	電池が消耗していませんか。
	 電池を交換してみてください
 （ 212ページ）。

電源を入れた
とき「データ
に異常があっ
たため製品を
初期の状態に
しました」と
表示された

強度の外来ノイズや強いショッ
クを受けたときなどに、単語帳
やしおりなどの登録データに異
常が発生する場合があります。
この場合は、電源を入れたときに
製品を初期状態に戻します（
208ページ）。

充電池は使え
ますか？

充電池は三洋電機株式会社製の
単4形eneloop®（エネループ）と
パナソニック株式会社の単4形 
充電式EVOLTA（エボルタ）をご
使用いただけます。その他の充
電池はご使用いただけません。
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故障かな？と思ったら
こんなとき ここをお確かめください

電源が入らな
い

● 電池が消耗していませんか（
212ページ）。

● �電池が正しく取り付けられて
いますか（ 212ページ）。

● �指定以外の電池を使用してい
ませんか（ 211ページ）。

上記のどれでもないときは本体
裏側のリセットスイッチを押し
てください（ 207ページ「異常
が発生したときの処理」）。

すべてのキー
が働かない

本体裏側のリセットスイッチを押
してください（ 207ページ）。

キー入力で文
字が正しく入
らない

ローマ字のつづりは正しいです
か。
213〜216ページを参照して入
力してください。

こんなとき ここをお確かめください
キーを押した
とき“ピッ”と
鳴らない

この製品はキーを押したときに
“ピッ”と音を出す機能はありま
せん。

手書き文字が
正しく認識さ
れない
手書き入力の
方法は？

25～30ページを参照ください。
28ページの「手書き入力のご注
意」に手書き入力の注意点も掲
載しています。

自動的に電源
が切れる

この製品には、しばらく使わない
と自動的に電源が切れるオートパ
ワーオフ機能がついています。電
源が切れるまでの時間は変更する
ことができます（ 59ページ）。

電源を入れる
と「登録名」
が表示される

オープニング設定画面で「表示な
し」に設定してください（ 62
ページ）。
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こんなとき ここをお確かめください
充電池での使
用時間が「参
考」として記
載されている
使用時間に比
べて短い

使用電池の設定が「アルカリ乾電
池」になっていませんか。「充電
池」に設定してください（ 61
ページ）。

  ●	これらを確かめても症状が発生する、また、
これら以外の症状が発生した場合は故障が
考えられます。

	 お買いあげの販売店に修理をお申し付けく
ださい。

異常が発生したときの処理
ご使用中に強度の外来ノイズや強いショッ
クを受けた場合など、ごくまれに クリア も
含めたすべてのキーが働かなくなるなどの
異常が発生することがあります。このとき
は、以下のリセット操作をしてください。

\\リセット操作

1	本体裏側のリセットスイッチをボールペ
ンなどで押します。
電源が切れます。

 ●	リセットスイッ
チを押すとき、
他のキーを押さ
ないように注意
してください。

 ●	リセットスイッチの操作に、先の折れやす
いものや先のとがったものは使用しないで
ください。

2	 入/切 を押して電源を入れます。
電池設定画面が表示されます。

3	画面に従って、電池の設定を行ってくだ
さい（ 5ページ）。
メインメニュー画面が表示されます。
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\\異常を知らせる画面が表示されたら

電源を入れたときなどに次の画面が表示さ
れたときは、データに異常があったため本体
をお買いあげ時の状態に戻したことを示し
ます。

このときは 検索/決定 を押してください。
電池設定画面が表示されますので、電池の設
定を行ってください。
なお、異常を検出したときに電池が消耗して
いると「電池が消耗しているので初期の状態
に戻せない」旨のメッセージを表示する場合
がありますので、この場合は電池を交換して
から電源を入れ、初期の状態にした旨のメッ
セージを確認してください。

◣注意◥
 ●	リセット操作で異常状態が回復しない場合は、次

項目の初期化の操作で、お買いあげ時の状態に戻
してください。

お買いあげ時の状態に戻すときは
登録した内容などをすべて消去して、お買い
あげ時の状態（初期状態）に戻したいときは、
次の操作で行います。

1	電源が入っている場合は、入/切 を押し
て、電源を切ります。

2	 入/切 を押したまま、ボールペンなど
で本体裏側のリセットスイッチを押し、
ボールペンを離した後、初期化の確認画
面が表示されたら 入/切 を離します。
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 ●	リセットス
イッチの操
作に、先の
折れやすい
ものや先の
とがったも
のは使用し
ないでくだ
さい。

初期化の確認画面が表示されます。

 ●	違う画面が表示されたときは、もう一度、確
実に手順１の操作を行ってください。

3	 Ｙ キーを押します。
画面に「初期化中です」「初期化しました」
と一時表示したあと、電池設定画面が表示
されます。

4	画面に従って、タッチパッドの調整、電池
の設定を行ってください（ 4ページ）。
メインメニュー画面が表示されます。

◣注意◥
 ●	この操作・処理により、単語帳の登録データ、し

おりの内容、電卓のメモリー内容が消去され、電
卓の税率（初期状態：5%）および「各種設定」な
どで設定した内容が初期の状態に戻ります。

	 ただし、「各種設定」の「名前の設定」で登録し
た名前、暗証番号は消去されません。
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この製品を長くご愛用いただくための注意点な
どをまとめています。よくお読みいただき、正
しくご使用ください。

電池について
電池が消耗すると電源が切れて入らなくなりま
す。必ず以降の内容をよくお読みのうえ、電池
交換は十分注意して行ってください。

使用できる電池
乾電池：アルカリ乾電池 単4形　LR03　2本
充電池：三洋電機株式会社製 
	 単4形 eneloop®（エネループ） 2本
	 パナソニック株式会社製
	 単4形 充電式EVOLTA（エボルタ） 2本

（2012年1月現在）
※	指定の電池以外は使用しないでください。
	 電池容量・電圧が異なり、誤動作や故障の原因
になります。なお、充電池をご使用の場合は3
ページの「市販の充電池の取り扱いについて」
の内容をお守りください。

◣注意◥
 冒頭の「安全にお使いいただくために」もよく読
んでお取り扱いください。
●	製品を長時間使わないときは電池を取り外し

ておいてください。
●	消耗した電池をそのままにしておきますと、液

もれにより製品を傷めることがあります。
●	付属の電池は工場出荷時に入れていますので、

所定の連続使用時間に満たないうちに寿命が
切れることがあります。

充電池について
ご参考：充電池をご使用の場合の使用時間（参

考値）
新しい電池を満充電でご使用いただく場合

（常温25℃で連続表示のときの参考値）
eneloop®：約75時間
充電式EVOLTA：約75時間

※使用温度、使用状態によっては使用時間が
短くなります。

『充電池を使用する場合は電池設定を「充電
池」に設定してください（ 61ページ）。』
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電池の交換時期

画面右上に“ ”が表示されたときや、電
源を入れてもすぐに暗くなるときは電池が
消耗しています。速やかに電池を交換して
ください。

▶参考◀
 ●	アルカリ乾電池について
	 電池の使用時間は約110時間です。（常温25℃

で連続表示のとき。）
※	電池の種類（メーカー）、使用温度、使用状態に

よっては電池の寿命が短くなります。

電池の交換手順
◣注意◥

 電池交換は必ず電源を切ってから行ってください。
電源を切らずに行うと、単語帳などの記憶内容が消
去されることがあります。

1	 入/切 を押して電源を切ります。

2	本体裏面の電池ぶたを外します。

3	消耗した電池を取り出します。

4	新しい電池を入れます。
2本とも新しい電池に交換してください。
また、向きを正しく入れてください。

電池交換時に
入/切 を押さ
ないように注
意してくださ
い。

PW-GC50取扱説明書.indb   212 2011/10/31   15:48:33



213

5	電池ぶたを取り付けます。

6	 入/切 を押して、電源が入り、電池設定
画面になることを確認してください。
もし、初期化の確認画面が表示されたとき
は N キーを押してください。 Ｙ キーを押
すと本体が初期化され、単語帳などの記憶
内容が消去され、各種設定が初期状態に戻
ります。

電源が入らないときは2〜6の手順をもう
一度行い、電池を入れ直してください。
それでも電源が入らないときは207ページ
のリセット操作を行ってください。

7	画面に従って電池の設定を行ってくださ
い（5ページを参照）。

ローマ字→かな変換表
あ あ い う え お

A I U E O
か か き く け こ

KA
CA

KI KU
CU
QU

KE KO
CO

さ さ し す せ そ
SA SI

SHI
SU SE SO

た た ち つ て と
TA TI

CHI
TU

TSU
TE TO

な な に ぬ ね の
NA NI NU NE NO

は は ひ ふ へ ほ
HA HI HU

FU
HE HO

ま ま み む め も
MA MI MU ME MO

や や ゆ よ
YA YU YO
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ら ら り る れ ろ
RA
LA

RI
LI

RU
LU

RE
LE

RO
LO

わ わ ゐ ゑ を
WA WYI WYE WO

ん ん
N

NN
NX

ゔ ゔ
VU

が が ぎ ぐ げ ご
GA GI GU GE GO

ざ ざ じ ず ぜ ぞ
ZA ZI

JI
ZU ZE ZO

だ だ ぢ づ で ど
DA DI DU DE DO

ば ば び ぶ べ ぼ
BA BI BU BE BO

ぱ ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ
PA PI PU PE PO

いぇ いぇ
YE

うぁ うぁ うぃ うぇ うぉ

WHA
WI

WHI
WE

WHE WHO
きゃ きゃ きぃ きゅ きぇ きょ

KYA KYI KYU KYE KYO
くぁ くぁ くぃ くぅ くぇ くぉ

QA
KWA

QI
KWI
QWI QWU

QE
KWE
QWE

QO
KWO
QWO

しゃ しゃ しぃ しゅ しぇ しょ
SHA
SYA SYI

SHU
SYU

SHE
SYE

SHO
SYO

ちゃ ちゃ ちぃ ちゅ ちぇ ちょ
CHA
CYA
TYA

CYI
TYI

CHU
CYU
TYU

CHE
CYE
TYE

CHO
CYO
TYO

つぁ つぁ つぃ つぇ つぉ
TSA TSI TSE TSO

てゃ てゃ てぃ てゅ てぇ てょ
THA THI THU THE THO
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とぅ とぅ
TWU

にゃ にゃ にぃ にゅ にぇ にょ
NYA NYI NYU NYE NYO

ひゃ ひゃ ひぃ ひゅ ひぇ ひょ
HYA HYI HYU HYE HYO

ふぁ ふぁ ふぃ ふぇ ふぉ
FA

HWA
FI

HWI
FYI

FE
HWE
FYE

FO
HWO

ふゃ ふゃ ふゅ ふょ
FYA FYU FYO

みゃ みゃ みぃ みゅ みぇ みょ
MYA MYI MYU MYE MYO

りゃ りゃ りぃ りゅ りぇ りょ
RYA
LYA

RYI
LYI

RYU
LYU

RYE
LYE

RYO
LYO

▶参考◀
 ●	表中の行名は、つづりを探し易くするために便

宜上つけた名称です。

ゔぁ ゔぁ ゔぃ ゔぇ ゔぉ
VA VI VE VO

ゔゅ ゔゅ
VYU

ぎゃ ぎゃ ぎぃ ぎゅ ぎぇ ぎょ
GYA GYI GYU GYE GYO

ぐぁ ぐぁ ぐぃ ぐぅ ぐぇ ぐぉ
GWA GWI GWU GWE GWO

じゃ じゃ じぃ じゅ じぇ じょ
JA

JYA
ZYA

JYI
ZYI

JU
JYU
ZYU

JE
JYE
ZYE

JO
JYO
ZYO

ぢゃ ぢゃ ぢぃ ぢゅ ぢぇ ぢょ
DYA DYI DYU DYE DYO

でゃ でゃ でぃ でゅ でぇ でょ
DHA DHI DHU DHE DHO

どぅ どぅ
DWU

びゃ びゃ びぃ びゅ びぇ びょ
BYA BYI BYU BYE BYO

ぴゃ ぴゃ ぴぃ ぴゅ ぴぇ ぴょ
PYA PYI PYU PYE PYO
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小さい文字を単独で入れる場合
ぁ ぁ ぃ ぅ ぇ ぉ

XA XI XU XE XO
っ っ

XTU
ゃ ゃ ゅ ょ

XYA XYU XYO
ゎ ゎ

XWA

撥音（はつおん）の入力
“ん”の次に母音または“Ｙ”がくるときや、
“ん”で終わるときは“ＮＮ”と入力する。ま
たは“Ｎ”の後ろに“Ｘ”をつける。
	 ほんやく → HONNYAKU
		  (HONXYAKU)
	 はんい → HANNI (HANXI)
	 ほん　 → HONN (HONX)
上記以外のとき
	 ほんき → HONKI 

促音（そくおん）の入力

“Ｎ”以外の子音を重ねる。または“XTU”と
入力する。
	 けっか → KEKKA (KEXTUKA)
	 とっきゅう → TOKKYUU
		  (TOXTUKYUU)
▶参考◀

 ●	変換できないローマ字のつづりを入れたときは
	 この製品は、ローマ字のつづりを入力する場合、

１字入力するごとに、かなに変換できる候補の
有無を確認し、一致すればかなに変換します。
もし、候補がないときは、先頭の文字を削除し
て候補の有無を確認します。それでも候補がな
い場合は、もう１字削除して確認します。

		  入力操作	 表示
	 例1	 Ｑ  Ｗ  	→	ｑｗ 	
		  Ａ  	 →	わ	 （ｑが削除されｗａを変換）
	 例2	 Ｋ  Ｙ  	→	ｋｙ 	
		  Ｗ  	 →	ｗ 	 （ｋｙが削除されｗが残る）
		  Ｏ  	 →	を	 （ｗｏを変換）
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仕　様
形　　名	 PW-GC50	 品　　名	 電子辞書
表　　示	 320×240ドットTFTカラー液晶表示
電卓機能	 計算桁数  12桁
	� 税込/税抜計算、加減乗除、メモリー、

パーセント計算など
出力端子	 イヤホン端子（3.5Φ）
電　　源	 3V（DC）：アルカリ乾電池（LR03）／
		  Ni-MH※　単4形 2本
	 　※	�Ni-MH充電池をご使用の場合は3、

61、211ページを確認してください。
消費電力	 0.54W
使用時間	 約110時間	

（LR03使用時）		  （�使用温度25℃で連続表示の場合。
なお、表示の明るさは初期の設定
で、表示状態になった30秒後に表
示が暗くなる場合）

	 約 45時間
			   （�使用温度25℃で、1時間あたり表

示状態を55分、検索＊を5分間行っ
た場合。なお、表示の明るさは、上
記と同じ場合）

	 約 45時間
		  （�使用温度25℃で、1時間あたり表

示状態を55分、検索＊を4分間、
“dictionary”の音声再生を初期設
定の音量で1分間行った場合。なお、
表示の明るさは、上記と同じ場合）

	 約 7時間
		  （�使用温度25℃で、チャンツ（約2分）

を音量初期状態で連続的に聞いた
場合。なお、再生開始5秒後に表示
が暗くなる場合）

＊検索：�英和辞典で“dictionary”を1秒1
キー操作で入力し 検索/決定 を押
す操作の繰り返し。

	 注：�使用環境や使用方法により、使用時間
が短くなることがあります。

使用温度	 0℃〜 40℃
外形寸法	 突起部含む：	 幅71.0×奥行127.0×

厚さ21.2mm
	 突起部含まず：	幅71.0×奥行127.0×

厚さ20.2mm
質　　量	 約114g（乾電池を含む）
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収録コンテンツ
『スーパー大辞林 3.0』※1　（ ） 三省堂　（2006年10月　発行）
	 (Copyright © Sanseido Co.,Ltd. 2011)
	 収録項目：約261,000項目

『明鏡国語辞典　第二版』　大修館書店　（2011年4月　発行）
	 (© Kitahara Yasuo and Taishukan, 2011)
	 収録項目：約７万項目

『新漢語林　第二版』　大修館書店　（2011年4月　発行）
	 (© KAMATA Kunihiko, YASUDA Naoko and 

Taishukan, 2011)
	 	 収録親字数：14,629字　収録熟語数：約50,000語

『全訳古語辞典　第三版』※2　（ ） 旺文社　（2009年10月　発行）
	 (Copyright © Miyakoshi Sakurai Ishii Oda 2003)
	 収録語数：約22,500語

『ジーニアス英和辞典　第4版（ジーニアス用例プラス版）』※3

	 （ ） 大修館書店　（2011年4月　発行）
	 (© KONISHI Tomoshichi, MINAMIDE Kosei and 

Taishukan, 2006-2011）	 収録語句数：約96,000語句
『ジーニアス和英辞典　第3版』
　大修館書店　（2011年12月　発行）
  (© MINAMIDE Kosei, NAKAMURA Mitsuo and 

Taishukan, 2011)	 収録語句数：約83,000語句
『ベーシックジーニアス英和辞典』（ ）  
　大修館書店　（2010年4月　発行）
	 (© Konishi Tomoshichi, Harakawa Hiroyoshi and 

Taishukan, 2002-2011）	 収録語数：約40,000語

『OXFORD現代英英辞典 第8版』  
Oxford University Press　（2010年3月　発行）

  (Oxford Advanced Learner's Dictionary 8th edition © Oxford 
University Press 2010）	 収録項目：約184,500項目

『ブリタニカ国際大百科事典 小項目電子辞書版』＊※4　 
	 ブリタニカ･ジャパン　(2011年4月　発行）
	 (© 2011 Britannica Japan Co., Ltd./Encyclopædia 

Britannica, Inc.)
	 収録項目：約154,000項目

『生物事典 四訂版』　旺文社　（2003年1月　発行）
  (Copyright © Obunsha. Co., Ltd. 2003)
	 	 収録項目数：約7,300項目

『新物理小事典』　三省堂　（2009年6月　発行）
  (Copyright © Sanseido Co., Ltd. 2009）
	 	 収録項目：約4,500項目

『新化学小事典』　三省堂　（2009年1月　発行）
  (Copyright © Sanseido Co., Ltd. 2009）
	 	 収録項目：約5,600項目

『日本史事典』　旺文社　（2000年10月　発行）
  (© Obunsha 2000)
	 	 収録項目数：約6,800項目

『世界史事典』　旺文社　（2000年10月　発行）
  (Copyright © Obunsha 2000)
	 	 収録項目数：約7,200項目
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『英単語ターゲット1900』（ ）　旺文社（2006年10月　発行）
  (Copyright © Y. Miyakawa, 2006)
	 	 収録項目数：1,900項目

『英熟語ターゲット1000 3訂版』（ ） 
	 旺文社　（2003年10月　発行）
  (Copyright © K. Hanamoto 2003)
	 	 収録熟語数：1,000熟語

『英検Pass単熟語　3級　改訂新版』（ ）　 
旺文社　（2008年4月　発行）
  (© Obunsha Co.,Ltd.2008)
	 総項目数：1,400 (単語編 900、熟語編 400、会話表
現編 100）項目

『英検Pass単熟語　準2級　改訂新版』（ ）　 
旺文社　（2008年4月　発行）
  (© Obunsha Co.,Ltd.2008)
	 総項目数：1,803 (単語編 1,215、熟語編 485、会話
表現編 103）項目

『英検Pass単熟語　2級　改訂新版』（ ）　 
旺文社　（2008年4月　発行）
  (© Obunsha Co.,Ltd.2008)
	 総項目数：1,856 (単語編 1,030、 熟語編 541、	
コロケーション表現編 179、会話表現編 106）項目

『新TOEIC® テスト文法特訓プログラム』（ ） 
	 アルク　（2010年4月　発行）
  (© Itsoo Shirono, ALC Press Inc.）
	 	 解説：168項目
	 	 練習問題：380問

『聞いて覚える英単語　キクタン TOEIC® Test Score600』 
	 （ ）　アルク　（2010年6月　発行）
  (© ALC Press Inc.）	 収録単語・熟語：1,120

『聞いて覚える英単語　キクタン TOEIC® Test Score800』 
	 （ ）　アルク　（2010年9月　発行）
  (© ALC Press Inc.）	 収録単語・熟語：1,120

『キクジュク Basic 1800』 （ ）　アルク　（2010年9月　発行）
  (© Takeshi Hitosugi, ALC Press Inc.）
	 	 収録熟語：687

『キクジュク Super 3600』 （ ）　アルク　（2010年9月　発行）
  (© Takeshi Hitosugi, ALC Press Inc.）
	 	 収録熟語：672

『数学公式集』※4　旺文社監修　
	 (Copyright © Ryouhei Tsuji 2002)
	 	 収録公式数：180公式

『百人一首』＊ （ ）　旺文社
	 (Copyright © Obunsha 2005)
	 	 収録和歌数：100首
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『漢字ターゲット1700』　旺文社　（1999年9月　発行）
  (Copyright © Obunsha.Co.,Ltd)
	 	 収録語数：1,700語

『センター試験　現代社会テーマ集』＊ （ ）　旺文社監修
	 (Copyright © Yuichiro Koizumi 1999)
	 	 収録テーマ：64テーマ

『日本史年代暗記ターゲット312』 （ ）　旺文社　（1999年9月　発行）
	 (Copyright © Yoshio Miyazawa, 1999)	
	 	 収録項目数：312項目

『世界史年代暗記ターゲット315』 （ ）　旺文社　（1999年9月　発行）
	 (Copyright © Tomiko Takahashi, 1999)	
	 	 収録項目数：315項目

＊ 書籍版は刊行されておりません。

※1	｢スーパー大辞林 3.0｣ は書籍版に2011年4月現在
のデータ・項目を改訂および追加収録した電子版の
コンテンツであり、書籍版は刊行されておりません。

※2	書籍の万葉番号は「新編国歌大観」番号を示してい
ますが、電子辞書用に、新編国歌大観の番号の後に

（　）で旧番号を追加しています。
※3	本機に収録した音声データは『ジー

ニアス英和辞典第４版』の発音表記
に準拠し、大修館書店が作成した、

	 米国人ネイティブスピーカーによる発音データです
（約100,000語）。ジーニアス・サウンズ　Ｖ４の

音声データを拡張し、全派生語・複合語に対応する
と共に、見出し語に無い変化形についても、音声を
追加しました。（© Taishukan, 2008）

※4	2011年4月度版を収録しています。
	 「ブリタニカ国際大百科事典 小項目版」の書籍版は現

在刊行されておりません。一部の図版類は、電子辞書
版には収録されておりません。

※5	「旺文社監修 数学公式集」は、旺文社刊 辻良平著「大
学JUKEN 新書 センター試験必出 数学公式180」
を元にした電子版のコンテンツであり、書籍版は刊
行されておりません。
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アフターサービスについて
保証について

1.	この製品には取扱説明書の巻末に保証書がつ
いています。

	 保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡
しいたしますので、内容をよくお読みのうえ
大切に保存してください。

2.	保証期間は、お買いあげの日から１年間です。
	 保証期間中でも有料になることがありますの

で、保証書をよくお読みください。
3.	保証期間後は…
	 ご要望により有料修理または有料交換いたし

ます。

修理を依頼されるときは

1.	異常があるときは使用をやめて、お買いあげ
の販売店にこの製品を お持込み のうえ、修理
をお申しつけいただくか、「お客様ご相談窓
口のご案内」（ 222ページ）に記載の窓口
にお問い合わせください。ご自分での修理は

しないでください。

2.	アフターサービスについてわからないことは･･･
	 お買いあげの販売店、またはシャープお客様

ご相談窓口にお問い合わせください。

お問い合わせは

この製品についてのご意見、ご質問は、お客様ご
相談窓口へお申しつけください。
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お客様ご相談窓口のご案内

お問い合わせの前に203～207ページをもう一度確認してください。

使いかたや修理のご相談

●月曜～土曜：9：00～18：00
●日曜・祝日：9：00～17：00

受 付 時 間

■IP電話などでフリーダイヤルサービスをご利用いただけない場合は・・・

 0120-303-909
携帯電話・PHSからもご利用いただけます。

【お 客 様 相談センター】

(　　)年末年始
を除く

電　　話 ファックス

06 - 6792 - 1583 06 - 6792 - 5993

修理・使いかた・お手入れ・お買い物などのご相談・ご依頼、および万一、製品による事故が
発生した場合は、お買いあげの販売店、または下記窓口にお問い合わせください。
ファクシミリ送信される場合は、製品の形名やお問い合わせ内容のご記入をお願いいたします。

おかけ間違いのないようにご注意ください。
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アフターサービス････････････････････  221
アルカリ乾電池･････････････････   61, 212
暗証番号･････････････････････････････   63

削除････････････････････････････････  66

い
異常が発生･･････････････････････････  207
異常を知らせる画面･･････････････････  208
一括検索･････････････････････････････   43
イヤホン･･････････････････････････   3, 37

え
英英成句検索･････････････････････････   74
英和成句検索･････････････････････････   73
エネループ･･･････････････････  3, 61, 211
エボルタ･････････････････････  3, 61, 211

お
オートパワーオフ･････････････････････   20

時間設定････････････････････････････  59
オープニング画面･････････････････   62, 64
お手入れ･･･････････････････････････････  8
音を聞く･････････････････････････   33, 69
音訓読み･････････････････････････････   71

索　引
記号
？･･･････････････････････････････････   40
〜･･･････････････････････････････････   40

 マーク････････････････････････････   53
マーク････････････････････････   45, 46
マーク（音声マーク）･･････････････   38
マーク･･･････････････････････････   36

数字
１件表示画面･････････････････････････   35

アルファベット
eneloop･････････････････････  3, 61, 211
EVOLTA･････････････････････  3, 61, 211
Sジャンプ･･･････････････････････････   44

範囲指定･･･････････････････････   45, 46
TFT････････････････････････････････････  1

あ
明るさ調整･･･････････････････････････   60
頭出し検索･･･････････････････････････   33
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音声･････････････････････････････････   38
再生速度･･･････････････････････   38, 60

音声マーク･･･････････････････････････   38
音量･･････････････････････････   3, 38, 60

か
カーソル･････････････････････  24, 34, 44
カーソルキー･････････････････････   10, 17
解説･････････････････････････････････   36
各種設定リスト･･･････････････････････   59
画像から探す･････････････････････   55, 69
カラー液晶パネル･･･････････････････････  1
乾電池･･････････････････････････････  211

き
キーワード検索･･･････････････････････   33
機能キー･････････････････････････････   18
機能選択画面･････････････････････････   40

こ
個別メニュー･････････････････････････   22
コンテンツ･････････････････････････････  5

さ
サポートページ･･････････････････････  203

し
しおり･･･････････････････････････････   47

削除････････････････････････････････  47
辞書の引きかた･･･････････････････････   30
絞り込み検索･････････････････････････   33
ジャンプウィンドウ･･･････････････････   45
ジャンプマーク･･･････････････････   44, 46
充電･･････････････････････････････   3, 61
充電器････････････････････････････   3, 61
充電池･･･････････････････････  3, 61, 211

使用時間（参考値）･････････････････   211
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